
        
            
                
            
        

    

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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口絵・本文イラスト／Nidy - 2D -










　人類の天敵である『玄界獣ジエイヴ』が出現してから、十数年が経った。




☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆




「英雄さん、死んじゃうの？」

　とても大きな月の下。炎と瓦が礫れきとたくさんの死体に囲まれたあの場所で、私は尋ねた。

　英雄さんは私の頭に手を置いて、困ったように笑うのだ。

「──君は生きるんだ」

「私だけ……？」

「そう、せめて君だけでも」

「みんな、みんな死んじゃったのに……？」

　私たちの周囲は血と肉で染められている。それは触手の化け物に食い散らかされたひとたちだったり、駆けつけた英雄さんが八つ裂きにした触手の化け物だったりする。

　食い散らかされたひとたちの中には、私のおとうさんとおかあさんもいるのだろう。

　英雄さんは答える。

「だからだよ。皆の代わりに、君だけは生き残って欲しい」

「英雄さんは一緒に来てくれないの？」

「ごめんね」

「どうして？」

　英雄さんは空を見上げた。夜でもないのに馬鹿みたいに大きな月が浮かんでいる。

　その月は真っ黒で、輪郭がぼやけていて、『あちら側』とこの世界を繫つなぐ扉で、人類を喰くらう触手の化け物どもを際限なく吐き出す、悪魔の月それだった。

『玄ゲ界ー門ト』。

　あいつらの巣だ。

「俺はこれから、皆の仇かたきを取りに行く」

　弾かれたように私は言った。

「私も連れて行って！」

「ダメだよ。それはできない」

「みんな、みんな死んじゃったの！　お願い！　私も一緒に死にたいの！　みんなと同じ場所に行きたいの！」

「ごめんね……」

　とても辛そうな顔をして謝ると、英雄さんは私の手に何かを握らせて、唱えた。

「──ディヴィジョン・マニューバ、起動」

　途端、薄い光の泡が私を覆う。そうしてそのまま浮かび上がる。私だけ逃がす気だ。

「英雄さん！」

「君にあげるよ。脱出くらいならできる」

「待って、お願い！　一人にしないで！」

「さようなら、元気でね」

　私を包み込んだ光の泡がゆっくりと空へと飛んでいく。帝都を離れるように、ふわふわと。

「──英雄さん！　英雄さん！　英雄さんっ！」

　声が枯れるまで叫んでも、届かない。

　とても大きな黒い月が、ゆっくりと離れていく。

　英雄さんは、振り返らなかった。




☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆




　鈴すず鹿か八はち識しきという男がいる。

　帝国空軍・首都防衛軍・第一機動戦隊・鈴鹿隊隊長の『魔装騎士マニユーバ・キヤヴアリアー』。

──通称、『英雄』。

　異世界からやってきた化け物どもを殺して殺して殺し尽くした男である。

　両親をジェイヴに殺され、拾われた孤児院のシスターと友達をジェイヴに殺され、軍に入れば仲間をジェイヴに殺され、復ふく讐しゆうと後追い自殺を兼ねた特攻を繰り返しては生還し、結果的に多くの人命を救い、いつの間にか『英雄』とまで呼ばれるようになった男。

　修羅であった。

　ジェイヴを殺すためだけの、鬼だった。

　その八はち識しきはいま、真っ暗な空間のなかを漂っている。

　全身から血を吹き出して、意識はいまにも途切れそうで、つまりは死にかけだ。

　逃げ遅れた少女を助けた後、帝都の『ゲート』に突入し、人類の天敵と呼ばれるジェイヴの親玉──『女王クイーン』と戦って、そして、

──相打ちか。

　悪くない、と思う。

　全力を尽くした。それでも勝てなかった。最後に残った選択肢は、自爆だけだった。

　魔力を暴走させて、死の風を吹き荒らす技──そういうものが、八識の修めた『七しち星せい剣けん武ぶ』にはある。

　勝利を確信し、八識を丸まる吞のみにしようとした敵の女王は、まともにそれを浴びた。奴の肉体が崩れていくのを見て、その巨大な身体の維持を魔力に頼っていたのだと知る。

　と、同時に。

──なんだ……？

　背筋が凍るほどの恐怖に襲われた。訪れる死が怖いのではない。『女王の魔力』に触れたのだ。肉体が崩れ去り、女王の魂が空間に溶けて、それが八識の魔力に入りこんだのだ。

──なんだよっ……これはっ……!?

　そこにあるのは恐ろしいまでの人間への憎悪。『自分たちの世界』で人間どもを喰くい殺し、それでも飽き足らずに膨大な魔力を消費してまでゲートを開き、こちらの世界の人間まで滅ぼそうとしているジェイヴたちの暗く濁った底のない憤怒の感情だった。

　そして、もうひとつ。

──こいつは……！　また……『戻ってくる』……!?

　女王は、逃げおおせていた。

　ゲートをあちら側の世界へ開き、女王の心臓とも言える『核コア』を飛ばしていたことを八識は知った。いずれ時が来れば──早ければ二十年と経たずに、異世界で傷を癒やした女王が再びやってくるだろう。

　まずい。

　自分はここで死ぬ。それはもう避けられない。いまこの瞬間ですら、すでにこの目には何も映ってはいないのだ。意識が途切れていく。

　このことを誰にも届けられない。知らせられない。伝えなければいけないのに。

──師匠……！

　自分を破門した師に願う。どうか、強い騎士を。鈴すず鹿か八はち識しきに負けないほどの強い騎士を育てて欲しい。いつか、いつか女王が戻ってくる、そのときの、ために…………。

──ああ………………。

　考えが、想いが、散らばっていく。暗い海のなかに、自分という存在が、溶けて……。




『英雄さん、死んじゃうの？』




　どこで、聞いたん、だっけ……。

　そう、遠い昔に、助けた、女の子……。

　あの子はちゃんと逃げられただろうか……。元気に育ってくれると、とても嬉うれしいのだけれど………………。




　暗闇で眠るように、八識は意識のまぶたをゆっくりと閉じた。

　ここに、一人の英雄が戦死した。





第一章　英雄転生




　そして目を覚ました。

　目の前に肌色があった。胸元のはだけた見知らぬ女性が、穏やかな優しい表情で自分を抱きかかえている。とてもあたたかい。

　何の根拠もなく確信した。この人は、自分の母親だ。

　走そう馬ま灯とうというやつだろうか。記憶の彼方にあった赤ん坊の頃の出来事をおもいだしているのかもしれない。ひょっとしたら、あのゲートのえいきょうでせいしんだけがかこにとばされておなかすいたすいたすいた、

　あれ？

　かんがえが、うまくまとまらない。

　女性が嬉うれしそうに、隣にいる男性に話しかけた。

「あらー？　たっくん、いま九く遠おんが私を見たわぁ、うふふ」

「もー、そんなわけないだろ、雪ちゃん。って、本当だ！　すごいパッチリ見てるよこの子！　天才かも！」

　おっとりした奥さんに子供っぽい旦那さん。若い夫婦だ、微笑ましい。……って九遠ってだれ？　あとおなかすいた。おなかすいたすいたー！

「はーい、九く遠おん。ごはんですよー」

　わーい。

　雪ちゃんと呼ばれた奥さんが、自分におっぱいを飲ませようとする。ごはんごはん！

「たくさん飲むんだぞー、九遠ー！　遠慮するなー」

　と、旦那さんが言う。

「あげるのはたっくんじゃないでしょー？」

「それもそうだね、あははは！」

　と、二人で笑う。

　じつにほほえましい。

　それで九遠ってだれ？

　……。

　いや、わかっているんだ。なんとなく察しはついているんだ。ただまぁ、けつろんを出すのは早いだろう。にわかにはしんじがたいことだ。まさか、まさかじぶんがあかんぼうにうまれかわっただなんて……………………。

　なんで？　なんでだ？　なんでよ？

　わかんない、わかんない、わかんない。

　わかんないのはこう、むずむずして、もやもやして、わかんない。

　気がつけば身体が勝手に泣いていた。赤ちゃんにのみ許されたきゅうきょくおうぎ、ギャン泣きだった。

　息子（だと思う）の突然の変化に驚いて、懸命になだめすかすお母さんとお父さん。

　身体どころか、思考さえもうまくいかない自分──くおん。

　だめだ、むずかしいことが考えられない。たぶんまだ、のうみそができたばっかりなんだろう。こういうときは、いまできること、いまやれることをがんばって──。

　がんばって──。

　がんばっておっぱいを飲んで、おなかいっぱいになって、寝た。

　こんなに安らかな気持ちになったのは、生まれて初めてだった。

　いや、生まれて初めてなんだろうけど。




☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆




〈……あるとき、世界各地に巨大な空間の『穴』が発生した。『玄ゲ界ー門ト』と名付けられたそれはジェイヴの住む異世界と『こちら側』を結ぶ通路だ。十数年前に開いて以来、奴らはそこからやってくる。

　黒紫色を基調にした円えん錐すい形けいの肉塊に、無数の口と触手を持つ異形の生物。一体一体が数メートルの全長をほこり、触手で人間を捕らえ丸ごと食っていく。ゲート付近に巣を作り、卵を産み、『こちら側』で増殖していく。

　ある日、そのゲートが帝都東京にも出現した。

　突然の出来事だった。何の予兆も捉えられなかった。

　帝国政府や軍は対応らしい対応もできず、日本帝国領の中枢はあっという間に蹂じゆう躙りんされた。航空機はたちまち脱出便へと用途を変更し、政府要人や軍幹部の人間を優先させる暇もなく次々と飛び去っていった。

　そして、そのほとんどがジェイヴによって撃墜された。

　仲間と共に駆け付けた帝国空軍の『魔装騎士マニユーバ・キヤヴアリアー』である鈴すず鹿か八はち識しきは、その仲間たちを異世界生物との戦闘で全て失いながらも、たった一人で戦い続け、そして……〉





──『英雄の肖像』より抜粋。






☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆




　地図を広げてみれば、帝国本土から南東に進んだ太平洋上に、半円形の群島があるのがわかるだろう。

　その名を、上弦諸島という。

　ジェイヴの侵攻があった帝都から多くの人々が疎開・移住したこの南国の島で、桶おけ川がわ九く遠おんは生まれた。英雄と呼ばれた男の魂を受け継いで。

　二歳になってようやく少しずつ言葉を話せるようになった。ちなみに最初に言ったのは「ちょこ」だった。チョコレート。前世から好きだったのだけど戦時中で食べられなかったのだ。

　次に発した単語は「げーと」。

　言葉には言霊が宿ると言う。そうでなくても、声に出すことでハッキリと目的を自覚することはよくあることだ。

　二歳と四ヵ月で、生まれてきた理由と意味を悟った。

　自分は──桶川九遠は、やがて再来する女王を殺すために転生した。奴らを、この世界から追い出すために。

　あのゲートで女王の魂に触れたからだろうか。再来の時期はなんとなくわかる。

　二十年。

　それが、女王が傷を癒やすのにかかる、おおよその時間。

　すでに二年と四ヵ月が経過しているから、残りはあと十七年程度。

　それまでになんとしても自分は強くならなければならない。前世で八はち識しきは負けた。英雄の魔力でも勝てなかった。相打ちどころか、逃してしまった。

　今こん生じようでは必ず殺す──。

　二歳と四ヵ月の小さくてふっくらした手の平を見つめながら、桶川九遠はそう誓った。

　そんな自分を「凜り々りしいっ！」とか言いながら嬉うれしそうにパシャパシャと写真に撮る両親に、満更でもないといった様子でかっこよさげなポーズを決めながら、そう誓った。

　女王を殺すには、強い力がいる。

　ディヴィジョン・マニューバだ。

　この世界の主力戦闘兵器であるそれが、ジェイヴに対して有効だったのは人類にとって僥ぎよう倖こうだった。前世では生まれた国の空軍へ入隊し、Ｄ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバを纏まとう『魔装騎士マニユーバ・キヤヴアリアー』となり、類いまれなる才能を発揮してたちまちエースとなったのだ。

　絶対に必要だ。

　女王を殺すためには。

　よし、と九遠は考える。まずは自分が『英雄』であると伝えよう。

　しかし、それが一番大変だった。

　誰も、自分が鈴すず鹿か八識の転生体だと信じないのだ。「ぼく、えいゆうのうまれかわりなんだよ！」と母に話してみても「九遠は、英雄さんになりたいんだねー」と笑うばかりで本気にしない。頭に来て理路整然と説明しようとするのだが、口というか言葉がついて来ず、「ホントだもん！　えいゆうだもん！」にしかならない。

　自分の考えが思い通りに伝えられない。もどかしい。そのたびに、子供ってこんなに大変だったっけ……？　と落ち込むのである。まぁ、ご飯を食べたら忘れるのだけれど。

　ここから先は、上弦の映像通信テレビで聞いた話だ。

『英雄』のおかげでここ数年、ゲートは開いていないらしい。帝国内に発生したゲートは帝都のほかにもいくつかあり、黒い霧に覆われて中の様子を窺うかがい知ることはできず、ときたまその周辺には『はぐれジェイヴ』が出現しているが、そいつらも『魔装騎士マニユーバ・キヤヴアリアー』によって殲せん滅めつされているから──人類は比較的平和な状態であるらしい。

　人口百万人ほどの南国・上弦諸島では、帝都から疎開してきた人たちも生活に慣れ始めてきていた。

　この群島では、かつての八はち識しきみたいな身寄りのない子供たちを集めて『魔装騎士』にするのはやめたらしい。志願した人間を有事に備えて騎士に育てる環境が整いつつあるようだ。

　エリート軍人とでも言おうか。騎士になれば帝国内での様々な特権を得られる。有事の際は戦場へ送られるが、帝都のゲートはしばらく開かないだろうと識者は言っている。それに子供から見ても、Ｄ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバを操る騎士はカッコ良い。

　そんな訳で、将来『魔装騎士』になるために幼少の頃からしっかり訓練を積む子供たちが現れ始めた。九く遠おんがその最初の世代だ。

　九遠はこう考える。

──再来する女王を殺し、ゲートを破壊し、ジェイヴをこの世界から追い出す。

　その目的のために、今こん生じようのこの身体でも早くＤ・Ｍに慣れなくてはならない。手足は伸びきっておらず、筋肉もほとんど付いていないが、子供特有の飲み込みの早さはあるはずだ。今のうちからしっかりと修行して、英雄と呼ばれた前世よりももっと強くなる。

　夢ではなかった。確固たる信念と、明確な目標があった。




　だから五歳の誕生日、九遠は両親にねだって（土下座したら新しい遊びかと思われて笑われた）Ｄ・Ｍ訓練施設へ行った。ジュニア用の騎体を買って貰もらうために。

　けれど──。

「桶おけ川がわ九遠くん。残念だけど、君はこの騎体を纏まとえないんだ」

　訓練施設で、白衣を着たお医者さんのような研究者が、九遠の示した騎体の前で残念そうに告げた。

　Ｄ・Ｍ用の無骨なハンガーに吊つるされたそれは、ジュニアの中でもひときわ存在感を放っていた特別な騎体──最高魔力デイヴイジヨン５の騎体。

　よく理解できなかった。信号が青なのに「止まれ」と言われている気分だった。

　すると研究者は、「よくあること」と言った風情で仕方なさそうに頭を搔かく。子供が一番強そうな騎体に乗りたがるのは当然だ、とでも考えているのかもしれない。

　いや、だって、自分は英雄『鈴すず鹿か八はち識しき』の生まれ変わりで──。

　九く遠おんの混乱も意に介さず、研究者は左側に整然と並べられた一山いくらの量産騎を指さして、更にそこからスライドして他の騎体の邪魔にならないよう隅っこに置かれているボロっちい旧式騎を指さして言った。




「君の『魔力値』は『最低１』だね。あっちの古いやつなら平気だよ。歩くだけなら」




　九遠がその言葉の意味を理解して嚙かみ砕くだいて己の立たされた状況を認識するまでにやや長い時間を要する。

　待て、落ち着け、冷静に順を追って考えろ。

　人間には生命力──魔力があり、それを使ってＤ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバは起動する。魔力の総量は生まれた時から決まっており、後天的に増やすことはできない。これを数値化したものを『潜在魔力値』と呼ぶ。

　かつて鈴鹿八識は、この値が異常なまでに高かった。

　この世界に生きるほぼ全ての人間が『ディヴィジョン２（魔力値10～99）』であり、『ディヴィジョン３（魔力値１００～９９９）』もあれば学校で自慢できて、『ディヴィジョン４（魔力値１０００～９９９９）』など帝国全土を見渡しても百人いるかいないかの希少さで、八識のディヴィジョンは最高の『５（魔力値８８８８８）』であった。当代にただ一人だったと言われている。

　ディヴィジョンによって、使用できるＤ・Ｍの性能──単純な『強さ』が変わってくる。

　魔力が多い者は、魔力消費が多い分、高性能で強力な騎体を。

　魔力が少ない者は、魔力消費が少なく、性能の低い騎体を。

　そして騎士になるためには、ディヴィジョン２以上が必要であると言われている。

　最低魔力デイヴイジヨン１では、纏まとう騎体すら無いのだ。




──あれ、じゃあ僕、騎士になれないじゃん。




　自分は何のために生まれてきたのだ。騎士になれなければゲートどころかジェイヴの一匹すら倒せない。今まで我慢して、ようやく五歳になって、やっと、やっと……！

　鼻の奥がツンとした。感情の波が五歳の九く遠おんを飲み込んでいく。到底抑えきれるものではなかった。男の子だから、英雄の生まれ変わりだから、生きてきた年数なら両親よりも長いんだから、そんな言葉で塗り固めた堤防は、しかしあっという間に決壊した。

　九遠は泣いた。

　ギャン泣きだった。

　赤ん坊に戻ったように泣き叫んだ。

　さすがにここまで悲しむ子もいなかったのだろう。研究者も圧倒されていた。駄だ々だをこねているわけでもなく大泣きしている九遠を前に、しどろもどろになって慌てていた。

　そこへ、ひとりの小さな女が通りかかって、情け容赦のない言葉を吐く。

「泣くなアホ」

　実に無駄のない一言だった。感情のない一言だった。何百何千と繰り返したかのように、堂に入った一言だった。しかしたったそれだけで、自分ですら制御できない九遠の五歳のギャン泣きはぴたっと止んでしまった。

　魂に刻み込まれた一撃だったのだ。

　九遠は振り返る。

　爆乳があった。

　そして、その持ち主は女子中学生にしか見えなかった。

　幼い顔立ちに低い背丈。黒い短髪と、どこで仕立てたのか小さいスーツがやけに似合っている。手を腰に当て胸を張れば、常識じゃあり得ないほど大きな双球がゆさゆさと揺れた。

　ロリ巨乳？

　ノンノン。

　この人、こう見えてすでに、

「おいクソガキ。いま私の人生経験について愚かな考えを巡らせなかったか？」

　なんでわかるんですか。

　そう、九く遠おんは知っている──否、鈴すず鹿か八はち識しきは知っている。恐るべき殺気を放つこのトランジスタグラマーの正体を。

「──ししょお？」

　七星楓かえで。

　八識が超絶ニガテだった相手であり、鬼よりも悪魔よりもジェイヴよりも恐ろしい人間であり、人類最強の騎士であり、『七しち星せい剣けん武ぶ』の免許皆伝である、『前世の師匠』がそこにいた。

　口を半開きにして呆ぼう然ぜんとしている九遠を、楓はまじまじと見て、

「その目、そのアホづら、その魔力……あのアホ弟子にそっくりだな……？」

　心臓が止まるかと思った。

「ししょお！　ぼくです！　はちしきですっ！」

　自分が英雄だとわかる人間をやっと見付けた。しかもそれが前世の師匠だ。事情を話して協力して貰もらえれば、めちゃくちゃ心強い。

　だが楓かえでは心の底から胡う散さん臭くさそうに顎に手を当てると、古い映画に出てくる金貸しのオッサンみたいにドスを利かせて「あぁん？」と唸うなった。

「八はち識しきぃ!?　知らんなぁ？　誰だぁそいつぁ？」

「すずかのはちしきですっ！　ししょおのいちばん弟子のっ！」

「鈴すず鹿かの八識ぃ？　そいつぁひょっとしてあれかぁ？　私の言いつけを無視して破門にされたアホのことかぁ？」

「そうですっ、そのアホですっ！」

「お前がぁ？」

「はいっ！」

　楓の目が凍る。口調が一変した。氷みたいだった。

「………………………………へぇ」

　ゾワッとした。つま先から頭のてっぺんまで震えが走る。

　理由はわからないが、今から自分は死ぬ、と思った。

「そうか。八識か。あいつにはまだ、やってなかったことがあるんだよ」

　なにが、とすら聞けない。

「──九く遠おん！」

　唐突に訪れた死の予感に九遠が硬直していると、母がやってくる。九死に一生。助かった、そう思った。

　しかし母は相手が『人類最強の騎士』とわかると、黙りこくってしまった九遠の代わりに話し始めた。師匠と母が何やら会話を交わしているのがどこか遠くの出来事のように聞こえる。ビビった九遠はひとことも喋しやべれない。

──七星さん、この子は騎士になりたいそうなんです、最低魔力デイヴイジヨン１なのに、自分は英雄になるんだって。

　母の言葉を聞き、七星楓かえでは九遠を見下ろして、笑った。

──面白い。

　凄惨な笑みだった。

　理由はわからないが、やっぱり今から自分は死ぬ、と思った。




☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆




〈……その魔力値の高さから、帝国空軍最強の『騎体』を与えられた八識は、更に師匠にも恵まれる。ディヴィジョン４でありながら、帝国空軍最強の『騎士』と呼ばれる鬼神、七星楓かえでの唯一の弟子となったのである。





[image: ]





『七しち星せい剣けん武ぶ』。

　Ｄ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバを纏まとって魔力を使用することを前提とした剣術を『機剣術』という。その流派の一つであり、最強と名高い七星剣武は、まるで魔法のような数々の技がある。

　自身の魔力をＤ・Ｍによって何倍にも引き上げ、それを利用し体感時間を伸ばす見切り技『天てん雪せつ』や、足元に魔力の力場を張ってそれに乗り、力場ごと動かすことによって瞬間移動の如き速さで動く『地ち迅じん』。その二つに抜刀術を組み合わせた『流りゆう彗すい』。

　八はち識しきの性格上の問題から師匠とは袂たもとを分けてしまったが、人類最高の魔力量に、人類最強の剣術を備えた鈴すず鹿か八識は、まさにジェイヴを狩るためだけの鬼だった……〉




〈……そのとき、彼の最終目的地は帝都東京に出現したゲート。

　そして最終目標はゲートを破壊して死ぬこと。

　鈴鹿八識は死にたかった。

　華々しく散りたかった。

　つい一時間ほど前まで共に飛びジェイヴに撃墜された十二人の味方騎士のように。八識と一緒に空軍へ入り騎士となった全ての同期生達のように。あの優しかった孤児院のシスターのように。喧けん嘩かして仲直りして皆で大きくなろうねと笑い合った孤児院の家族たちのように。顔も覚えていない父と母のように。鈴鹿八識は死にたかった。

　英雄は死に場所を求めていた。

　生まれた時から持ち得た才能を頼りに、彼はとにかく敵のど真ん中へ突っ込むことしか考えなかった。普通ならただの自殺志願者だが、タチの悪いことに鈴鹿八識は天才だった。毎回記録的な数の化け物どもを殺しては生き残り、その分味方の命を救ったことになった。

　結果的に、英雄扱いされた。

　そのことに増長はしなかった。ただ、やり方を変えるきっかけも得なかった。

　奥義の習得前に、師匠に破門されたのもそれが原因だ。それはそうだろう。彼女は『自己犠牲』という言葉が大嫌いだった。『死なないため』の『機剣術』が、死ぬために使われているのだから、破門されて当然で……〉





──『英雄の肖像』より抜粋。






☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆




　七星楓かえでが八はち識しきにやっていなかったことが『お説教』だとわかったのは、それから一週間後のことである。

　それは一回目の訓練だった。母が話をつけ、九く遠おんが前世と同じく七星楓に弟子入りし、正確には彼女の開いた私塾に入門し、場所は楓の用意した野外の訓練場で、私塾と言っておきながら生徒は九遠しかいなかった。授業らしく、教師の訓示から始まった。

「私は『英雄』ってやつが大っ嫌いだ。そいつ一人に全て押し付けて戦わせる軍が嫌いだ。ただの人間を英雄視して戦わせる世間が嫌いだ。自分の命を軽んじて自殺行為に走る勘違いしたアホ野郎が大大大大だいっ嫌いだ。『英雄』など必要ない。そうは思わないか？　鈴鹿八識」

「はい、そう思います」

「お前、鈴すず鹿か八識の生まれ変わりか何かか？」

「はい、そうです」

　気が付けばバカ正直にそう答えていた。

　前世で受けた楓の恐怖──教育の賜たま物もので噓うそがつけなかったのだ。

　楓はひとしきり豪快に笑った後、九遠を正座させた。それから五時間ひたすら説教された。まさに前世のカルマだった。徳を積まないと来世で苦労するという話は本当だった。備えよう。

　楓の話は概おおむねこうだ。

　八識が死んでから五年が経過している。つまり、九遠は八識が死んだ後すぐに転生したことになる。一度破門した人間は死ぬまで復縁させないが、一回死んでるから良しとしてやる。

　撤退命令の出ていた空域にアホみたいに飛び込んで、帝都のゲート内にアホみたいに突っ込んで、挙げ句の果てに自爆技まで使って死んだらしいなこのアホめ。次にあんな真似をしてみろ。お前が二度と生き返らないよう灰にして瓶詰にしてロケットに乗せて太陽まで飛ばしてやる。それから、

　ぎゅ、と楓に抱きしめられた。

　九遠の五歳の小さな頭が、それよりも一回り大きい楓の胸に挟まれる。

「よく生き返ったな、アホめ」

　師匠の泣く声を初めて聞いた。

　ああ、鈴鹿八識は本当にアホだったんだなぁと、九遠は改めて思い知らされる。

　これからもう一度、大切なことを学び直そう。時間はまだ、たっぷりあるんだから。




　七星楓が弟子に甘かったのは、それが最初で最後だった。

　Ｄ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバを纏まとって魔力を使用することを前提とした剣術『機剣術』。その流派の一つである『七しち星せい剣けん武ぶ』。本来は、『持たざる者のための剣』であると言う。ディヴィジョン４でありながら、楓かえでが人類最強の騎士となり得たのは、それをよく理解していたからだった。

　四回目の訓練にて。

「このアホが」

　練習用のＤ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバを纏まとって『生身の楓』と模擬戦を行い手も足も出ずに負けた九く遠おんは、訓練場の地面に突っ伏しながらお師匠様のありがたいお言葉を頂戴する。

「ったく、お前は昔っから『恵まれた魔力』に溺れてゴリ押しだったなぁ？　サンキューサンキュー、アホは死んでも治んねぇってわかったよ。いいぜ、私が『持たざるもの』の戦い方をもう一度その体に叩たたき込んでやる。泣いて喜べ今日からは地獄だ。だが安心しろ──お前はもっと強くなれる。『英雄』と呼ばれた前世よりも、ずぅっとな」

　最高魔力デイヴイジヨン５よりも強くなるなんてあり得ないだろ……と思いつつ、九遠は地面に突っ伏している。五年ぶりのＤ・Ｍによる戦闘で疲れ果て、最後の力を振り絞って仰向けになった。すでに騎体は解除済みで、着ているインナースーツは汗びっしょりだ。

　空が青い。帝都と違い、南国の空はどこまでも深い蒼あおだ。

　だらしなく腹を見せて寝転がる九遠の鼻に、何かが舞い降りた。

　小さな妖精だった。それ以外に形容できない。

「お初にお目にかかります、九遠さま」

　妖精が喋しやべった。ぺこりとお辞儀する。

「……師匠。幻覚が見えます」

「違う。私のガイドだ。ＡＩデバイス」

「マジですか……」

「マジです、九遠さま」

　妖精──ガイドが微笑む。女性型で、銘仙着物を改造した制服のようなものを着ていた。地方列車の車掌さんっぽく見えなくもない。

　主人と魔力リンクで繫つながるＡＩデバイス。色々と便利なのだが魔力消費が激しくて、あまり普及していない。高魔力デイヴイジヨン４の人間ですら使用を渋るほどだ。

「……よく動かせますね」

「『七星剣武』の奥義に通じる技に、魔力消費をおよそケイ分の一に抑える呼吸法がある。どっかのアホが破門されていなかったら習得していた技だ」

「ケイ分？」

「一京けいだ」

　一〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇＝一京。

　なるほど。惜しいことをした。

「ガイドをお前に預ける。なに、心配するな。魔力リンクは私と繫げたままだ」

　魔力消費は師匠が受け持つが、このガイドが得た情報も師匠にダイレクトで繫つながる。

「えーと、それってつまり、監視ですか……？」

「通信教育だよ」

　物は言いようですね。

「私塾と言っても、毎日開けるものではないしな。お前のせいで私も忙しい」

「僕のせいって……」

「十五年後に女王が再来する──そんなことを知らされては、のんびり隠居もできん」

　それ、別に僕のせいじゃないですよね、とは口には出せない九く遠おんだ。

　楓かえでには前世での最期の出来事をすでに話してある。来きたるべきときに向けて色々と動いているらしいのだが──。

　がばり、と起き上がって、九遠は叫ぶ。

「師匠、僕にも何かできることはありませんか!?　奴が来るまで、あと十五年しかないんです！　時間がありません！」

「焦るなアホ。逆だ。あと十五年もあるんだ。きっちり計画立てて迎え撃つんだよ」

「どんな計画ですか!?　僕もお手伝い──」

「お前はひたすら修行だ。弱いんだから……ふっ」

「ぐぬぬ」

　九遠にはこれである。鼻で笑うのやめてもらえませんかね。

「ここへ来られない時は、このガイドに従って自己訓練を行うこと。休息も忘れるな。焦ってオーバーワークしてもすぐわかるからな」

「……はい」

　しぶしぶ頷うなずくと、ガイドが目の前でにこりと笑った。

「よろしくお願いしますね、九遠さま」

「うん、よろしく。……本当に報告するの？」

「でないと私が動けなくなっちゃいますから」

「お互い大変だね……」

　ガイドはふふ、と笑った。九遠の耳元に近付いて、何やら囁ささやく。

「ご主人さまは心配なんですよ。また弟子が一人で死にに行くんじゃないかって」

「聞こえているぞ」

　師匠が言うと、ガイドが舌をぺろりと出した。やけに人間らしい。

「九遠さまが立派な『魔装騎士マニユーバ・キヤヴアリアー』になれるよう、私も頑張りますから！」

　びしっと敬礼して、彼女は言った。

「私のことはガイドでも使い魔でもゴーストでも、何とでもお呼びください」

「名前とか無いの？」

「ありません」

「付けていいですか？」

　師匠に尋ねる。目で「勝手にしろ」と言われた。

「名前ですか！」

　ガイドの瞳が期待と興奮でキラキラ光る。

「君の型番は？」

「ＮＳＲ‐２５０Ｒ‐ＳＥ92、でございます」

　えぬ、えす、あーる……。

「じゃあ、エヌで」

「えぬ……エヌ……。ありがとうございます、九く遠おんさま！」

　しばらくその言葉を吟味して、嬉うれしそうにエヌは笑った。

「アホみたいに単純でセンスが感じられませんけど、良い名前だと思います！」

　間違いなく、師匠のデバイスだった。




　それから七年。

　九遠の望みどおりの地獄が続いた。

　初等学校に上がると、週に三日のペースで私塾へ通った。自宅から両親が車で送り迎えしてくれて帰りはたいてい爆睡だった。それ以外の日はエヌに見てもらって自主訓練。最初の四年はひたすら基礎訓練で、Ｄ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバを纏まとうことは稀まれだった。『七しち星せい剣けん武ぶ』は剣術がベースだ。走り込みから体たい捌さばき、木剣を振り続けて手にマメを作っては、父と母に不思議な顔をされた。

　次の三年は、ようやくＤ・Ｍを使っての訓練だった。そして九遠は三年目に、上弦諸島で行われたＤ・Ｍの戦闘形式選手権でジュニア部門『ディヴィジョン別』の優勝を果たす。見る者が見れば圧倒的な実力差だったが、最低魔力デイヴイジヨン１の試合に興味を抱く者は少なかった。

　だが九遠はそれでも良かった。父さんと母さんと師匠とエヌさえ見てくれれば。

　優勝トロフィーを手にした表彰台のてっぺんで、会場まで駆けつけてくれた両親が自分よりよっぽど喜んでいる姿を見て、生きる目的がいつの間にか変わっていることに九遠は気が付く。

　女王は殺す。

　そこに変更はない。だがそれは、この人達が安心して暮らせるためだ。

　選手権優勝の成績を買われ、最低魔力ながら騎士養成の名門校『上弦魔装学園』への入学切符を手にすることができた。

　その学園長には、戦時中に活躍した『人類最強の騎士』であり、『帝都決戦』で東京ゲートを封じた英雄『鈴すず鹿か八はち識しき』の師匠でもある、七星楓かえでが就任している。

　この学園こそが師匠の計画。女王が再来するまでに、英雄に負けないほどの強い騎士を大量に育成する。そこに九く遠おんも入学するのだ。『魔装騎士マニユーバ・キヤヴアリアー』になるための第一歩をようやく踏んだと言える。背は低いままだけれど。

　準備は整った。

　無名の非才が、並み居る天才たちを驚きよう愕がくさせる入学式まで、あと三日である。




【幕まく間あい・花はな火び日記①】

　帝国暦　三五六年　四月五日　鈴鹿花火　記

『英雄の肖像』の表紙が欠けてしまった。もう何度読んだかわからない、私の原点。私も、彼のように生きたい。『英雄』のように強くなりたい。長い休みに入ると、いつもそう思う。

　明日は始業式だ。

　卒業なさった先輩の代わりに、我が部隊に入って貰もらえそうな新人を探さなければならない。ミーティングで高等部の一年生から選ぶことになった。私達が見られる時間は一年だけだが、じっくり育てていこうと思う。良い子がいればいいが……。




【非公開記録】

　帝国空軍・強襲偵察部隊・本日の作戦行動中行方不明ＭＩＡ者数：六名。





第二章　英雄入学




　四月。

　帝国からの移住民が多いこの島らしく、道の両端に植えられた桜が満開になったその日、『上弦魔装学園』の入学式が執り行われた。

　中高一貫校である上弦学園は諸島内で唯一の騎士養成校で、ここに入学できなければ騎士になる道はほぼ閉ざされる。

　倍率四百倍の狭き門を搔かい潜くぐった若き騎士候補生が、己の才覚に誇りと未来をかけて切せつ磋さ琢たく磨ましあうエリート士官学校だ。

　今年度の入学者は百名。うち高魔力デイヴイジヨン４が十名。中魔力デイヴイジヨン３が八十九名。

　残る一名は低魔力デイヴイジヨン２ですらない最低魔力デイヴイジヨン１で、もちろん桶おけ川がわ九く遠おん、十三歳のことである。




　学園長による「突出した英雄はいらない。一人ひとりが英雄たれ」と言った内容のありがたい訓示が終わり、新入生たちは第三訓練場へ集められた。広大な敷地を持つ上弦学園。そこに存在する九つの訓練場の中でも最大の広さだ。訓練場と名がつくのがおこがましいくらいだだっ広く、見ようによってはただの草原だった。ここでレクリエーションと称して、クラス分けの模擬戦が行われる。一対一を十回戦。全敗者は早速、学園を去ることになる。入学しても卒業しなければ『騎士』にはなれない。ふるい落としはすでに始まっている。

　学園が用意したＤ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバを纏まとった新入生が整然と並ぶなか、ヒソヒソと話し声が聞こえていた。

「なんで能無しのディヴィジョン１がいるんだ？」

「恥ずかしいを通り越して危ない人でしょアレ」

「でも入学試験は通ったんだろ？」

「学園長の親戚なんだって。コネだよ」

「うわ、最悪じゃん」

　話の種は、もちろん桶川九遠、十三歳のことである。

　彼は良くない意味で目立っていた。

　九遠の纏う騎体、『蒼そう穹きゆう【改】』は私物だった。最低魔力の乗れるＤ・Ｍが学園に用意されていなかったのだ。それだけでも目立つのに、更にＡＩデバイスを連れていることが拍車をかけた。ただでさえカスみたいな魔力をどうしてガイドに振り分けるんだ？　バカか？　マジで頭がおかしいアブナイ奴なんじゃないか？　そんな雰囲気が九遠の周囲に充満していた。というか聞こえるように話す奴もいた。




　その一方で、九く遠おんは平然としている。Ｄ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバ起動中のため、九遠のデバイスへ溶けこむように入り込んで姿を見せないエヌが、彼の耳だけに聞こえるように話しかけた。

「ふふふ、すごい言われようですよ、九遠さま」

　まったく心配していない口調で、むしろ楽しそうに言うガイドに九遠は答える。

「当然の反応だよ。石投げられないだけマシでしょ」

「初等部に入学した頃は色々飛んできましたからね。最初のＤ・Ｍの授業で静かになりましたけど。──左上から散弾」

「了解──って、そうだったっけ？」

「いきなりクラス全員ぶちのめしました」

「あー、あれか。人聞きが悪いよ。三十人抜きしただけじゃん。武装展開、『壱イチ』」

「強すぎて卑ひ怯きよう者もの呼ばわりされたこともありましたね」

「それは前世から一緒だから気にしない。ていうか、生身の師匠から一本も取れないから強くない」

「またまた、ご謙遜を。いやらしいですよ？」

「本心だよ。前世の僕なら中等部に上がる頃にはもう、Ｄ・Ｍを纏まとった師匠に一本取れてた。もっと強くならないと」

「ま、そうですね。九遠さまには『才能』がありませんから、そのくらいの気概じゃないと『騎士』にはなれません」

「女王再来まであと七年──。時間がない。まずは『学徒部隊』に入らないとね」

「全くです──、はい、次は右から来ますよ」

「大丈夫。見えてる」

　超魔硬ブレードを、右膝を守るように構える。一拍遅れて重い衝撃。相手の振るったブレードが九遠のそれに激突した。九遠が相手の攻撃を受け止めたのである。

「こ、こいつっ！」

「うん、悪いね」

　驚きよう愕がくの声を上げる中魔力デイヴイジヨン３の生徒を軽くいなして、九遠のブレードが吸い込まれるようにＤ・Ｍの急所たる『核コア』をなぎ払う。相手の騎体が停止して、九遠の視界に四つ目の星が点灯した。

　模擬戦の真っ最中だった。ランダムに選ばれた十人の相手と連続で戦闘を行う。九遠は現在四人目で、四連勝中で、エヌが話しかけてくるのでその相手をしつつ、自分より『才能』に溢あふれる同級生たちを苦も無く圧倒していた。

　すぐさま五番目の相手が決まる。次の生徒は高魔力デイヴイジヨン４の射撃寄り万能騎。

　指定のブロックへ移動する九遠。Ｄ・Ｍも十三年の間に進化して、バイザーに情報を投影するのではなく、魔力リンクを騎士と繫つなぎ、視界にそのまま映しだす仕様になっていた。

　その視界に、肉眼では見えない巨大な立方体があちらこちらに表示されている。このデカイ箱の中が試合場となる。

　九く遠おんの纏まとう騎体は『蒼そう穹きゆう【改】』という。

　練習用の騎体『蒼穹』をファインチューンしただけの最低性能騎体だ。飛行能力もあって無いようなもので、数分間飛ぶのが精一杯でしかも動きがトロい。地上をホバー移動するのが関の山だ。武装は威力がほとんどない小型ライフル一丁と、二本の超魔硬ブレードのみでこちらも最低限。『機剣術』に合わせて格闘戦向けにチューンしてあるが、ぶっちゃけ大した違いはない。帝国軍に普及している一般騎士用の低魔力デイヴイジヨン２騎体『日輪』にすら遠く及ばない。鈴すず鹿か八はち識しきの纏っていた『月げつ影えい【八相】』になど、比較するのもバカバカしいレベルである。

　そんな騎体で、九遠は戦い抜く。

　相手はすでに待っていた。ツンツン頭で目つきの悪い、血の気が多そうな少年だった。九遠は軽く手を上げて挨拶する。

「初めまして。桶おけ川がわ九遠。ディヴィジョン１。よろしく」

「ああ、お前が噂うわさの最低魔力デイヴイジヨン１か……って四連勝中？　よほど運がいいのか？」
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　九く遠おんの情報を見た相手が驚いた。どいつもこいつも無礼な方たちですね、と耳元でエヌが言う。九遠は苦笑い。

　名乗らない高魔力デイヴイジヨン４が心底バカにした様子で続ける。

「ま、ここまでだ。能無し。今日の退学は免れたみたいだが、お前きっと後悔するぜ。明日から惨めな日々が待ってるんだからな。せいぜい今のうちに、」

「わかったから早くやろう、怒られるよ。学園長、すごく怖いんだから」

　この学園は、学園長・七星楓かえで自ら教きよう鞭べんを執ることが多い。今も彼女は全試合を監視しているはずだ。九遠はそれを相手の今後のためにも教えたつもりなのだが、自分より格下と思っている九遠に言葉を遮られた彼はもちろん殺気立った。

「簡単には済まさねぇぞ、テメェ……！」

　まぁ、そうなるよね。

　ツンツン頭が『スタンバイ』の表示を殴るように押した。九遠も、宙空に表示されているコンソールを操作して、同じく表示を押下する。それぞれ『スタンバイ』となったことで、お互いの視界隅にカウントダウンが始まる。

「ぶっ潰す」

「仕方ないだろ、本当に怒ると怖いんだから」

　ブレードを構える九遠。

　カウントがゼロになり、高魔力デイヴイジヨン４の騎体が一気に上昇した。いまだ地上にへばり付いている九遠へライフルを構える。

「能無しデイヴイジヨン１のくせに偉そうなんだよ！」

　繰り返すが、ディヴィジョン４の魔力を持つ人間など滅多にいない。多大な魔力を武器にして高出力・高性能なＤ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバを纏まとってきた彼は初等部では無敵だった。実際、彼の動きに九遠の騎体はついていけない。

　だから追わない。

　頭上を取ったツンツン頭が雨あられのように魔力弾丸を撃ちまくる。散弾のようにバラ撒まいているため威力は落ちるが、最低魔力デイヴイジヨン１の九遠の騎体は一発でも直撃すれば試合続行不可能と判定されて負けとなる。使用されているのはもちろん模擬弾だが当たるとそれなりに痛い。九遠が息を吸った。

──七しち星せい剣けん武ぶ、天てん雪せつ。

　前世で無双を誇った、機剣術である。師匠との七年に及ぶ訓練は、桶おけ川がわ九遠に『七星剣武』の技を再習得させるには十分だった。

　これこそがジュニア選手権で優勝した理由であり、天才たちの集うこの学園で四連勝を遂げている理由でもある。そして、五つ目の星は目の前に在った。

　瞬間、九遠の感覚だけが次元の壁を越え、周囲の時間が停止したように感じられた。白と黒の反転した世界で、動きを止めた弾丸を視る。

　湧き上がる回避のイメージ。一発でも食らえば即死する弾丸の雨う中ちゆうを、いくつもの『線』が回避ルートとなって浮かんでくる。それだけではない。前世で十二年、今生で七年、都合十九年の修行が、基本の技である『天雪』をさらに磨き上げていた。攻撃を見切るだけでなく、九く遠おんは相手の射線から敵の動きを予測する。

　不思議なことに、最も得意な形で放たれた攻撃の『線』はそのまま敵の弱点へと直結するのだ。相手の移動コースを三つまで絞り込んだ九遠は、ライフルとブレードでその全てに攻撃を放つことを決定した。

『天雪』を解く。相手の降らせた弾丸の雨の中を九遠の騎体が地上を踊るように回転して無傷でかわす。そのさなかに撃っていた二発の弾丸は的を外したがしかし、回避の勢いを乗せて投とう擲てきした本命の超魔硬ブレードが相手の『核コア』を貫いた。

「うぐっ!?」

　突然胸に痛みを覚えて悲鳴を上げるツンツン頭。わけも分からず直撃判定を受け、胸の『核』の直前でバリアに防がれ停止しているブレードを信じられないような顔で見た。ゆっくりと落ちていくその刃を目が自動的に追っていく。

「いま、何をされたんだ……？」

　射撃を避けられて、ブレードを投げられた。

　ぼんやりと宙に佇たたずむ彼に、ブレードを拾った九遠がサムライよろしく一礼して声をかける。

「照準合わせエイムは早いけど騎体の軸がブレてるよ。じゃ、僕は次に行くね」

「…………は？」

　ツンツン頭が顔を上げたとき、九遠はもういなかった。




　九連勝したのは、桶おけ川がわ九遠だけだった。

　この時点で、一部の者は気付いていた。

　例えば、次の試合まで時間が空き、九遠のブースを眺めているこの二人。

「なぁ、あの最低魔力デイヴイジヨン１……」

「桶川九遠……だっけか。やべぇな、あいつ」

「あいつのアレ、なんだ？　剣術……なのか？」

「よくわかんねーけど、俺らみたいに空中機動で撃ち合うって感じじゃねぇよな」

「ていうか、なんていうか、」

　そのとき、九遠が苦もなく相手の高魔力デイヴイジヨン４を瞬殺。

　少年二人の声がハモる。

「「めちゃくちゃ強い」」

　辺りを見ると、彼らと同じように呆ぼう然ぜんと九く遠おんのブースを見つめている者たちが他にもいた。けっこういた。




　九遠の異質な強さに気付いた者たちが取る行動は二つだ。

　一つ目。エリート意識と天才のプライドに従って実力を認めず、無視すること。

「はっ、あんなわけのわからん技術、戦場で何の役に立つんだ。空中機動の基礎もできないような、そもそも飛ぶことすら叶かなわない最低魔力がこの場にいるというだけで迷惑だ。僕たちは帝国のエリートだぞ。才能がない者に邪魔をされるのは勘弁願いたい」

「非才なんだから、無理して戦闘員にならなくて良いのにな。あいつ一人のせいで貴重な新入生枠が減るし、学園も無駄な金を使うことになる。他の最低魔力が『自分も騎士になれる』とか勘違いしたらどうすんだ」

「あんな紛まがい物、どうせすぐ消える。見る価値はないわ」




　二つ目。九遠が最低魔力でありながら自分達の中で最強であることを半ば認め、彼の動きを少しでも見ようと、注目すること。

「なんだアイツ、めっちゃ強いな！　最低魔力ってマジかよ！　パネェ！」

「あんな子、見たことないよねー。この業界って、強い騎士候補生はたいてい顔見知りなんだけど。あ、最低魔力デイヴイジヨン１だからか」

「最低魔力だが、強ければ問題ない。むしろなぜ強いのか、その秘密に迫り、己の糧かてとすべきだ」

「それにしても、とんでもないのが出て来たな。おい、今のうちに見とけ見とけ。こりゃ、アタッカーの常識が変わるぞ！」




　見るか、見ないか。

　意識的に、あるいは無意識で前者を選択した者達は、新入生全体の三割程度だ。しかし面白いことに、そのほとんどが六勝以上という、模擬戦を勝ち越している実力者たちである。

　彼らは自然と模擬戦を中断し、桶おけ川がわ九遠の最終試合を観察するべく彼の佇たたずむブロックの周囲に集まった。

　そして、彼らは信じられないものを目にする。

　桶川九遠の最終戦、その対戦相手に指名された生徒。それは、倍率四百倍の狭き門であるエリート士官学校『上弦魔装学園』において『学園史上最強』と名高い学徒騎士の名であった。

　上弦魔装学園・高等部三年Ａ組・出席番号十二番。

　そして、月衛騎士団ルナテイツク・オーダー・冨ふ士じ隊所属のアタックガンナー。

　彼女の名は、

　鈴すず鹿か花はな火び。




☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆




　遡ること数十分前。

　九遠たちのいる訓練場とは別の訓練場に、その女生徒はいた。

　スラリとした長身に細い腰、引き締まった肉体で胸はかなり大きく、長い黒髪を後ろでポニーテールに束ねているモデルみたいな体型をした美少女──というより、美女である。

　実年齢の割に外見が洗練されすぎているため、簡単に言うと美人すぎて、制服があまり似合っていない。それこそスーツを着せればここの学園長である七星楓かえでよりもよっぽど女教師らしい。

　彼女の名は、鈴鹿花火。

『学園史上最強』と名高い学徒騎士であり、その容姿と真っ直ぐな性格のおかげで人気者であり、陰で『武士姫』などと言われている十八歳の女子である。




「ふーむ」

　花火は『スカウト』のために、高等部の新一年生による模擬戦を見学していた。皆、さすがにこの学園で三年間脱落しなかっただけあり、魔力による力押しから一歩進んだ戦術がだいぶ身に付いている。

　彼女は思う。どの子も悪くない。悪くはないが──ピンと来ない。例えば中魔力デイヴイジヨン３のあの女子は格上である高魔力デイヴイジヨン４の男子を翻弄して勝利しているし、その隣ブロックにいるあの男子は空中での姿勢制御が上手く射撃精度も良い。

　でもピンと来ない。

　月衛騎士団ルナテイツク・オーダー・冨ふ士じ隊に新たに迎え入れることが出来るか、そう考えた時に文句なしでＯＫサインが出せるほどの子はいない。

　Ｄ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバを駆る者たちを『魔装騎士マニユーバ・キヤヴアリアー』と呼ぶ。彼らは『強力かつ小回りが利く』その特性から、帝国の陸海空軍に振り分けられる。

　鈴すず鹿か花火が所属するのは空軍だ。

　正式名称『帝国空軍・月衛方面軍・第一機動戦隊・学徒部隊・冨士隊』。

『月衛方面軍』は『上弦諸島の防衛』を担当するという意味で、『機動戦隊』は『機動魔装騎デイヴイジヨン・マニユーバの戦闘部隊』であるということ。更に、騎士候補生──つまり学生が経験と実績を積みつつ雑務を押し付けられるための『学徒部隊』がその下に配され、複数のチームに分けられる。花はな火びの部隊は冨士迅じん道どうという三年生が隊長なので、彼から名前を取って『冨士隊』となる。

　非常に長い。

　よって、学生の部隊を通称『月衛騎士団・○○隊』と呼んでいる。

　月衛騎士団には誰でもなれるものではない。一部の選ばれた生徒のみが入隊を許される。

　花火の所属する部隊、冨士隊は現在三名。去年までいた先輩が卒業したのだ。通常は四名でチームを組むので、あと一人欲しい。その補充のための『スカウト』だった。

　だがピンと来ない。

　卒業した先輩は、花火と同じく前線で戦うアタッカーだった。いくらなんでも首席で卒業して本隊へ移った彼と比較するのは無意味だが、それにしたって今ひとつだ。

　自分と肩を並べて戦う、いわばパートナーを探しているのだ。学徒部隊の仕事は雑用が主だと言っても、本隊の先輩方にくっついてパトロールに出かけることもある。後方支援で敵の姿すら確認できないことがほとんどだが、それでも実戦には変わりがない。Ｄ・Ｍのおかげで遭難なんて滅多に起きないが、何があるかわからない。

　背中と命を預けられる生徒──なんて大層なものは最初から探していない。欲しいのは、せめて自分の命を自分で救える人間だ。自衛ができる騎士。月衛騎士団ルナテイツク・オーダーに必要なのは、そんな人材である、と鈴すず鹿か花火は考えている。

　もう、さっきの女の子で良いかな……。いやダメだ、そんな半端な気持ちで決めては相手にも失礼だ──でも、

　とかなり思考がふやけてきたところで、デバイスが着信を告げる。魔力リンクで繫つながった視界の端に相手先が表示された。冨ふ士じ隊の仲間であり級友であり幼おさな馴な染じみでもある三年女子、茂もて木ぎ凜りんからだ。一瞬ほっとした顔を見せて、その場で指をつい、と動かして通信をオンに切り替える。

「こちら」

　花火だ、の言葉は生まれる前に消えた。

「やっほ、花火。良い子いないの？」

　開口一番、ウィンドウいっぱいに楽しそうな顔を見せて凜が言った。メガネを掛けて温和そうな顔をしておきながら、この友人はかなり『ユニーク』な性格をしている。

　横目でちらっと見て、花火は返事をした。

「……なぜそう思う」

「『即断即決』が信条の花火が、こんなに時間をかけるなんてあり得ないじゃん？」

「別に信条ではない」

「じゃあさ、新入生のところ行って見なよ。面白い子がいるって話題になってるぜ？」

「新入生……中等部か？　無茶を言うな。子供を勧誘なんてできるわけがな」

「私の見立てだと、ひょっとしたら花はな火びより強いかも？」

　不覚にも毛が逆さかだった。

「いるもんなんだねぇ、ああいうタイプの天才って」

「その言葉、本当だろうな」

　凜の目は確かだ。いつも自然体でふざけてはいても、見る目は厳しく、その口はめったに褒め言葉を吐かない。その彼女が言っている。自分に匹敵する相手がいると。

「もう、たぎっちゃダメダメ。あくまで冷静に、冷静にだよ？」

「努めよう」

　そう言いつつも、荒々しく腕を振って通信を切った。「あちょっ」という凜の声はすでに聞こえていない。

「さて」

　冷静に、冷静に、見るだけ、見るだけ……。

　己に言い聞かせながら、学園最強が中等部新入生の元へ向かう。

　早歩きで。




　半信半疑だった。

　いくら凜りんが、ああ言おうとも、相手は中等部の新入生で、十三歳の子供だ。

　第三訓練場へ入った花火は、そこで自分の落ち度に気が付く。名前も特徴も聞いていなかった。話題になっているとはいえ、百数十名の中からたった一人を見付け出すのは困難だ。凜にもう一度通信をかけて、

──いた。

　何気なく視線を向けた先に彼がいた。避けようのないはずの弾幕を無駄のない動きでかわし、あまつさえブレードを投とう擲てきして撃墜した。二発の弾丸はフェイントだろうか。跳ねた短い髪の間から覗のぞく瞳が、可愛くも凜り々りしくそれでいてとても綺き麗れい。知らない男の子。けれど確信を持って言える。彼に間違いない。




　多分、この瞬間だったんだろうと、花火は後で思い返す。何度も、何度も。




　見た瞬間に心臓が跳ね上がった。頭が真っ白になるくらいの衝撃が身体の内側から走る。やっと会えたと、もう一人の自分が囁ささやいた気がした。あの子に会うために自分はいまここにいるのだという錯覚すら覚える。痺しびれるような甘い心地の感覚だった。ずっとこうして見ていたいけれど、もっと近くで話してもみたい。

──あの子とやりたい。

　そう、もっと近くで、触れ合って、斬り合って、離れては、撃ち合って──。

　あの子と戦やりたい。

　全力で、手加減なしで、真っ向勝負で。

　そうすればきっと、あの子のことがわかるから。

　熱に浮かされたように身体が勝手に動いていた。気が付けば監視していた学園長に直通回線を開いて頼み込んでいた。そうして気が付けば彼の最終戦の相手をすることになっていた。今日ほど便宜が図られやすい月衛騎士団ルナテイツク・オーダーになって良かったと思った日はない。女子更衣室でいそいそと制服を脱いでＤ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバ用のぴっちりとしたインナースーツに着替えても胸の鼓動は高鳴ったままだ。早く会いたい。早く話したい。早くやりたい。

　そして今。試合ブロックに彼が佇たたずんでいる。表示された短い情報をラブレターを読むように超スピードで何度も読み返す。心臓の早鐘が収まらない。興奮を顔に出さないようにするので精一杯だ。早く始めたいけど、ちょっと待って、ここだけ、ここだけでいいからもう一回読ませて。

　彼の名は、

　桶おけ川がわ九く遠おん。

　最低魔力デイヴイジヨン１の騎士候補生だった。




☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆




　九遠が最初に思ったのは、「良かった」だった。

　なぜかはわからない。ただ、九遠はとつぜん現れた学園最強の騎士を目にして、彼女の姿を見て安心した。会ったこともないはずなのに、懐かしささえ覚える。

「九遠さま？　あの方、『鈴すず鹿か』姓ですが、前世のご親戚か何かでしょうか？」

　首を傾げる。

「さぁ……。少なくとも僕は知らないな。鈴鹿の両親が死んで施設に預けられてからは、鈴鹿の人間とは疎遠になっていたし」

「左様ですか。では、あの熱視線はいったい何なのでしょう」

「僕が聞きたいよ……」

　師匠……いや、学園長から簡単な説明があった。先方たっての希望により、最終戦の相手は鈴鹿花はな火びが務める。それからボソリと言われた。許可する、全力で行け。

　言わずもがなだ。

「初めまして、桶川九遠くん」

　相手は最高魔力デイヴイジヨン５なのだ。

「私は鈴すず鹿か花はな火びという。急な話で申し訳ないが、よろしく頼む」

　妙に嬉うれしそうなその先輩が、デバイスを起動させた。

「『黎れい明めい』、起動」

　デバイスから眩まばゆい光が放出されると共に、米粒ほどの四角いキューブが花火の全身に無数にまとわり付いた。それらは、ぎゅん、と裏返り、瞬く間に一つの形状を整えていく。

　乗るというよりは、着るといった方が正しい。鎧よろいや甲かつ冑ちゆうのように、メカニカルな装甲が花火の手足、身体に装着されていく。起動〇・〇〇〇七八秒でバリアが展開されると、装着者はその浮力でふわりと浮き上がる。背中にも甲冑が付き、不可視の接続部分を経由して、戦闘機のようなスラスターノズルが装備されたバックパックが出現する。

　鎧のように体に纏まとい、人に秘められた魔力を動力源に空を飛び、旧世紀においてあらゆる兵器を時代遅れにした、『機動魔装騎デイヴイジヨン・マニユーバ』と呼ばれる装甲魔法兵器であった。

　鈴鹿花火の纏うそれは、真っ赤な騎体だ。

　背負うバックパックがやけに大きい。後ろ側にウィングが広がっているのだが、それだけで花火一人分くらいある。また右手に持つ大型ライフルは、かつて英雄・鈴鹿八はち識しきが使用していたものよりも更に巨大だった。

　相手の情報が表示される。同時にエヌが読み始めた。

「騎体名称：『黎明【三式火砲】』。最高魔力の射撃寄り万能騎。機動性、防御力、出力、いずれも超ちよう弩ど級きゆう。特色は、超高火力ライフルと小サ型ー遠ヴ隔ア砲ン台トを両立させる試案、【三式火砲】システムを使用者の強大な魔力によって実現させている点、です。出てきましたね、大物が」

　頷うなずく九く遠おん。これは騎士になるための最短ルート。この学園で月衛騎士団ルナテイツク・オーダーに選ばれ、実績を上げて卒業し、空軍へ入隊し、師匠の育てた仲間たちと共に女王を殺す。そのために越えなくてはならない最初の壁。

　最低魔力デイヴイジヨン１で最高魔力デイヴイジヨン５を倒す──ジャイアント・キリング。

　しかし、いくらなんでも初めっから『学園最強』が出てくるとは思わなかったけれど。

「よろしくお願いします。鈴鹿花火先輩」

『スタンバイ』を押して、ブレードを抜いた。

「胸が躍るよ、桶おけ川がわ九遠くん」

　花火先輩が、なぜか心底嬉うれしそうに微笑む。

　カウントダウンを聞きながら、綺き麗れいな人だな、とようやく思った。




☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆




　ギャラリーと化した新入生たちがトトカルチョを始めている。
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　鈴すず鹿か花はな火び：三十七票

　桶おけ川がわ九く遠おん：二票

　九遠の二票は、彼に負けた二人の分だ。俺に勝ったんだから負けるな、と九遠に入れたツンツン頭がそっぽを向いている。もう一人は九遠の剣技に惚ほれた高魔力デイヴイジヨン４の生徒で、九遠がいなければ彼が新入生で最強だったであろう。

　花火に入れた三十七人は、最低魔力が九連勝もしている事実へのやっかみと、最低魔力のくせにとんでもなく腕が立つことへの腹立たしさと嫉妬、同世代の人間が学園最強に勝負を挑まれたという焦燥感と敗北感、それでも学園最強には勝てないだろうという現実的な考え、絶対に勝って欲しくないという願望が入り混じっていた。

　最低魔力が勝つのか。

　学園最強が勝つのか。

　固唾を吞のんで新入生が見守る中、更に一票を投じる者がいた。

　新入生グループの非公開通信ルーム内に安々とハッキングして票を入れたその人物は、誰であろう、学園長・七星楓かえでその人。

　学園最強などではなく、人類最強とまで呼ばれた『魔装騎士マニユーバ・キヤヴアリアー』が投じた相手は──。




☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆




　カウントがゼロになるまで、九く遠おんは初手を思考していた。

──この騎体では最高魔力デイヴイジヨン５の空中機動にはとてもついていけない。相手はさっきのツンツン頭みたいに射撃戦を狙って離れるだろうから、あの技で距離を縮めて──。

　表示の『１』が消えた。

　と同時に、目の前に綺き麗れいな顔があった。笑っている。

　は？

　振るわれる二つのブレード。左右の刃を自分のそれで受け止められたのは無意識の産物だ。巨大なハサミに捕まったかのような圧迫感。そして圧倒的なＤ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバのパワー。蒼そう穹きゆうの腕がぎしぎしぎしぎしと嫌な音を立てて止まらない。

　花はな火びが突っ込んできたのだ。

──あのデカいライフルと中距離寄りのウィングを見せておいていきなりこれか！

　九遠が脳内で叫ぶ。息のかかるような距離で花火が笑い叫ぶ。

「やるな、桶おけ川がわ九遠くん！　だがここからどうする？　パワーの差は歴然だ。このままでは腕ごと真っ二つだぞ！」

──言われなくても！

　九遠が一瞬だけ力を込めて押し返し、そして力を抜いた。次の瞬間、花火のブレードが九遠のそれに巻き取られ地面へと叩たたき付つけられた。ガラ空きになった花火のコアに右回し蹴りを放つが、花火は即座に体勢を立て直して離脱する。

　鍔つば迫ぜり合いのさなか、九遠の反発力が上がったことに目ざとく反応して更に押し潰そうとパワーを上げた花火は、その後の九遠の脱力についていけなかったのである。

『七しち星せい剣けん武ぶ』の修行を再開した最初の三年間、Ｄ・Ｍも纏まとわずひたすら師匠から剣の手ほどきを受けてきたのだ。力押しから脱却し、『やり直す決意』と子供の吸収力も相まって、剣術だけなら今の九遠は英雄・鈴すず鹿か八はち識しきにも勝まさる。

「柔よく剛を制すか、なるほどな！　君の強さの秘密はそれか!?」

　真後ろに後退しながら嬉うれしそうに叫ぶ花火を、九遠は逃がすものかと追撃する。

　だが──待て、これは、『あっさり』すぎないか？

──七星剣武、天てん雪せつ。

　世界の時間が停止し、色が反転する。九遠は相手の攻撃を読もうと目を凝らし──一秒後に自分が突っ込むであろう区域に、敵の攻撃の『線』が網の目のように張り巡らされているのを視た。なんだこれは、と疑問に思うが時間がない。体感時間を引き伸ばすとはいえ無限ではない。天雪の効果が切れる刹那、焦った頭でようやく回答を導き出し、そして時が動き出す。

「──ぐぐぐ！」

　急制動。ぎりぎり止まった騎体の目前の空間を、天てん雪せつで視た光景と同じように細い魔力の煌こう線せんが焼き切っていく。

「よくぞ避けた！」

　なぜか賞賛する花はな火び。余裕の表れか、ただの戦闘狂か。いやそれよりも、この攻撃。こちらの死角を含む全方位から射撃を行うこの兵装。格闘向きだった八はち識しきでは使いこなせなかったこの兵装。

──『小サ型ー遠ヴ隔ア砲ン台ト』！

『黎れい明めい【三式火砲】』の背中に生えたウィング型のバックパック、その羽根一枚一枚が次々と『発進』し、意志を持った鳥のように独立して中空を飛ひ翔しようする。

　当然といえば当然の攻撃だ。相手は最高魔力デイヴイジヨン５の射撃寄り騎体。小型の移動砲台をミサイルのように飛ばし、魔力リンクによる遠隔操作で自由自在に射角・位置を取れる無類の遠距離兵器を使用しないはずがない。

　むしろ、最初の一撃を止めたことで使わせたというべきか。相手が本気にならなければ、勝ったところで意味は無い。

　九く遠おんの胸に湧き上がったその高揚と自信は、しかし瞬時に霧散する。

「それで終わりだとは、まさか思うまいな？」

　急制動をかけた九遠の騎体に、サーヴァントの別群体による攻撃が加えられた。慌てて反転し、そのままジグザグかつ闇雲に全速移動を開始する。なにせ視界の外側から射撃されるのだ。どこから狙われているのかわからないまま、『勘』と『直感』を頼りにとにかく逃げ回る。

　そこへ、

「──かわせよ」

　と声が届く。

　振り返って『天雪』を始動。そこには花火が大型スカウト・ノヴァ・ライフルを構えていた。

【三式火砲】システム。超高火力ライフルと小型遠隔砲台を両立させる試案。サーヴァントで動きを制限し、ライフルでトドメを刺す射撃騎体にとっての理想形。

　右の頰ほおが引きつるのを感じた。だが、

──七しち星せい剣けん武ぶ、地ち迅じん。

　天雪の解除と同時に九遠の騎体が搔かき消える。花火が引くはずであったライフルの引き金を寸前で止め、彼女の右みぎ側そく面めん死角に潜り込んだ九遠の姿を認識した。

　縮地、と花火が呟つぶやいたのを九遠は聞き逃さなかった。正解、と思いつつ絶妙の角度でブレードを打ち込む。

　金属がひしゃげた音は響かない。模擬戦であるためにブレードは『黎明』のバックパックを斬り捨てたとシステムに『判定』され、その機動力を半分ほど奪う。

　花はな火びは打ち込まれる瞬間に体を捻り、機動力の半分を犠牲にして負けを回避したのだ。九く遠おんはそのスキを逃さない。返す刀で追撃するが、これも花火が受け止めた。

　二度目の鍔つば迫ぜり合い。

　そして『剣術』ならば、すでに九遠は『英雄』を超えている。

　刃と刃が弾けたように離れた。

「はあああああああああああっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合を乗せ、九遠のブレードが学園最強へ襲いかかる。花火は天性の反応の良さでかろうじて初撃は凌しのいだが、剣術をある程度でも修めた人間の斬撃をかわすことは本来ならば一度だって不可能だ。二度目の『奇跡』は起こりえない。

　あるとすれば、才能による『現実』だ。

『近付きさえすれば全方位攻撃は恐るるに値しない』。それはＤ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバ戦術において常識であったし教科書にもそう書いてある。

　常識を覆すから、鈴すず鹿か花火は天才なのだ。

　突如として九遠の死角から飛来した一条の光が、防がれるはずのない二撃目を防いだ。

──なっ……!?

　目を疑う九遠。

　それは光の剣つるぎだった。

　小サ型ー遠ヴ隔ア砲ン台トによる極細魔力煌こう線せんがいくつも収束し、六本もの剣となって彼女の周りを舞っていた。あり得ないはずの事態に九遠の思考は停止する。『下敷きの上に乗せたビー玉を転がす』程度にしか大おお雑ざつ把ぱな操作が出来ないサーヴァントを自身の手足のように操るこの若き騎士候補生に、前世で『英雄』と呼ばれた男は初めて恐れを抱いた。動きを止めた彼に合わせて七本の刃が襲いかかるが、

──七しち星せい剣けん武ぶ、流りゆう彗すい！

　地ち迅じんに抜刀術を合わせた応用技。瞬間移動のごとき縮地で相手の横をすれ違いざまに薙なぎ払う。

　九遠の放ったこの技により、花火の全ての刃と『黎れい明めい』の左腕が切り払われた。

「ぐっ！」

　うめき声を上げたのは、しかし九遠である。相打ちだ。無傷とは行かなかった。彼自身も今の攻防で利き手である右腕を落とされ、『使用不能』の判定がくだされる。こうなるともう、テコでも動かない。

──天てん雪せつも地迅も使いすぎた。集中力が保たない！

　このまま長引けば九遠は不利。向こうだって当然それはわかっているはずだ。距離を取られて射撃戦をされる前に、何とかもう一度、接近しなければ。

　わずかに焦りながらも九く遠おんが振り返ると、同じようにこちらを向いた花はな火びが新しい羽根でサーヴァント・ブレードを展開し、楽しそうに笑って──突っ込んできた。

　まだ近接格闘で戦うほどの余裕が先輩にはあるのか。そう思わずにはいられない、意図不明、理解不能な突撃だった。




　九遠の予想に反し、そして希望に沿う形で、試合はそのまましばらく、激しい剣撃の応酬へと突入する。




☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆




「誰よ、アレ」

　花火の様子がおかしいことに気が付いたのは、花火に黙ってちゃっかり観戦に来ていた彼女の級友、茂もて木ぎ凜りんだけだった。確かに花火は戦闘狂に近いものがあるし、強い人間には「手合わせ願おう」などと言って試合を挑んだりすることもしょっちゅうだし、あまりの魔力の高さに全力を出せず悶もん々もんとすることもよくあった。

　でも、いまのアレは何だ。

「冷静に戦え」。凜はいつもそう言っている。三年前に同じ月衛騎士団ルナテイツク・オーダーへ入ってからずっとだ。その甲か斐いあって、最近の彼女はとても冷静沈着に試合を運ぶ。相手の実力と自分の実力を推し量り、強い部分、弱い部分、得意不得意、好き嫌いを観察しつつ戦闘する。最高魔力デイヴイジヨン５の力押ししか知らない女に考える脳みそを与えたら、いつの間にか学園史上最強とまで呼ばれるようになっていたのが鈴すず鹿か花火だ。

　じゃあ、いまのアレは何だ。誰だ。

　あの、顔を真っ赤にして興奮しまくっている女は誰だ。

　あの、試合中にも拘かかわらず「嬉うれしくってたまんない！」って感じでニヤニヤしっぱなし女は誰だ。

　あの、射撃寄り騎体のくせに接近戦ばかり仕組んで男の子の顔をじっと見つめては恥ずかしそうに離れる女は誰だ。

　ため息をつく。

「私の可愛い花火が……。ちょっと妬けちゃうなあ……」

　でも、そういう凜の顔も嬉しそうなのである。




☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆




　二人の試合は一つ上のステージへと移って行く。

　魔力量の差から長期戦は不利であると初はなっから判断している九く遠おんは、ここへ来てさらにギアを上げる。剣の交わる一合ごとに『天てん雪せつ』を使用し、一気に勝負をかけようと攻勢に出た。

　花はな火びが三本のサーヴァント・ブレードを九遠へ放つ。天雪で時間を止めた九遠が、その刃が通るであろう『線』と、花火の周囲を舞う残り三本のサーヴァント・ブレード、更に彼女が持つブレードの軌道を読み、なおかつ相手の隙が生じている角度を見極め、そして彼女自身が取るであろう回避行動の先に九遠のブレードが通るよう体たい移い動どうのルートを決める。

　時間停止＋未来予測。

　たゆまぬ努力で『天雪』をここまで極めた九遠の刃は、しかしそれでも一歩届かない。

　時が動き出す、九遠が花火のブレードを全てかわす、絶対に間に合わないはずのタイミングで仕掛けた九遠の剣撃が、反応予測のわずか上を行っていた花火のブレードによって防がれる、花火が反撃のためサーヴァント・ブレードを仕向ける、その瞬間には天雪を使用し時を止めた九遠が、回避ルートと攻撃ルートを算出する。

　この繰り返しが延々と続いていた。

　消耗は両者に振りかかる。

　九遠の時間停止、その体感時間がどんどん短くなっていた。試合開始時には十秒はあった持ち時間が、いまはもう三秒にも満たない。意識だけが動いているため、呼吸を整える暇も無い。ただ思考と視線を巡らせ、自分が生き残り、かつ相手に致命傷を与える角度だけを求める。

　一方、花火もとっくに余裕は無かった。

　細心の注意と神経を使って針の穴を通すような精密さで六本のサーヴァント・ブレードを操りながら、自らも懸命に体術を駆使して九遠の恐るべき剣撃を凌しのいでいく。そう、凌ぐのがやっとなのだ。絶対に見えない角度から攻撃しているはずなのに何故か全く当たらず、しかもこちらの四本の刃を縫うようにして最も防御しにくい箇所を当たり前のように突いてくる。

　斬り、突き、薙なぎ、払い、表取り、裏返し、斬り落とし、強撃、巻き打ち、足払い、燕つばめ返がえし、不意撃ち、龍りゆう尾び返し、五月雨斬り、右剣、左剣、八方剣、逆流の太刀。

　一撃、一撃がとにかく正確で、全ての斬撃が必殺。一度でも反応が遅れたらその瞬間にやられる。それでいて、九遠は花火の攻撃を避ける素振りすら見せない。でも当たらない。

　一いち分ぶの無駄なく攻撃をする九遠の動きは、回避している風にすら見えない。花火のブレードが勝手に外れていく印象を見る者に与えていた。

　花火からすれば、未来が見えているとしか思えない反応であった。そしてそれは半分正しい。




　二人は、まるで踊っているようだった。手を取り合い、足を交差させ、時にはその身を預け預かり、舞うようにステップし、くるくると回転しながら、時に獰どう猛もうで時に麗美な剣けん閃せんを輝かせていく。お互いがお互いに相手のことを考え、その思考を想像し、その反応を想像し、その行動を想像していた。

　そして、研ぎ澄まされた剣舞の空間で、二人の意識が共鳴を始める。

　拮きつ抗こうした実力者による戦闘は──否、戦闘に限らず全ての競技において、しばしばこのような現象は起こる。己の持ち得る全ての力を出そうと懸命になる姿が、相手の持ち得る全ての技を見切ろうと懸命に観察する者を魅了してしまう。そしてそれは、互いに同時に起きている。




──楽しんでいる、喜んでいる、ずっとこうしていたいと、先輩は考えている。




──見切られている。そして、こちらのすべてを見られている。桶おけ川がわ九く遠おん、とても十三歳には思えない。もっとずっと年上に感じる。




──なんて綺き麗れいで、美しくて、寂しい人なんだろう。




──どうしたらここまで強くなれるの。何をされたら、ここまで強くなろうと思えるの。




『剣と剣で語り合う』。古臭い言い回しが、しかしいまこの時はぴったりと嵌はまる。




──先輩、僕は、




──九遠くん、私は、




　こんなに楽しい相手と巡り会えたことは、なかった。




☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆




　そして、均衡は崩れる。




　いつから気が付いたのか、激しい攻防のなかでそれは定かではない。ただ、九遠がその選択をしなかったのは、彼女が不利であるはずの近接格闘戦を挑んできたこと、そして花はな火びの感情を読み取ったこと──ずっとこうしていたいと花火が願ったことと無関係では無いだろう。

　均衡を崩す、という選択。

　残りの魔力が限りなくゼロに近付いて、どのみちこの勝負も長くないと九く遠おんが判断した時、その選択はなされた。

──先輩、行きます。

　九遠の纏まとう気迫の色が変わる。それを感じ取った花火が躊ちゆう躇ちよと途惑いを見せる。だが、

──ああ、来たまえ。

　腹を括った。そして、

──ありがとう。付き合ってくれて。

　微笑んだ。

　花火のサーヴァント・ブレードが九遠を襲う。九遠はそれをかわそうとせずに、

　ぱきん、

　と切り落とした。

　選んだ答えは、『武器破壊』。

　花火が九遠の攻撃を凌しのいでいたのは『七本の刃』があったおかげである。うち一本でも無くなれば、二人の均衡はたやすく崩れ去る。

　九遠のブレードが花火へ迫る。一方、花火はもはや守る必要はないと、残る全てのブレードを攻撃へと転じた。玉砕覚悟の相打ち狙いだが、それでも良いと思った。

　思ったのは、花火だけだった。

　そして彼女には、九遠が一瞬だけ時を止めたように感じた。白と黒の反転した一切の音が無い世界で、九遠はまっすぐ花火を見詰めていた。その目が言っている。恐るべき殺意を込めて。

──僕は勝ちます。

　ぞっ──と。鳥肌が立った。

　九遠が攻撃を取りやめ、花火の六本のブレードを同時に薙なぎ払う。全ブレードを喪失。そう認識した時すでに、花火の身体は九遠の回し蹴りを受けて後方へ吹っ飛んでいた。

　なぜ、と花火は思う。なぜこちらのブレードを折った。なぜ距離を取らせた。なぜ、なぜ中距離射撃戦が最も得意な自分に有利な状況を作りだした──。

　まさか、

　そういうことか。

「ダメだよ、もう」

『黎れい明めい【三式火砲】』が華麗に体勢を立て直しながら右腕を背中へ回し、備え付けていたスカウト・ノヴァ・ライフルを前方へ構え、流れるような素早い照準合わせエイムで正確に九く遠おんを捉えた。

──さんざん接近戦を挑んだ私に対する返礼か？　最後くらいは好きに撃たせてやると。その上で勝ってみせると。

　似たようなものです、とスコープの中で構える彼が笑った気がした。

　ダメだよ、と花はな火びは思う。もうダメだ、もう気が付いた、もうわかってしまった。

　自分の気持ちの、正体に。

──こんなに真っ直ぐぶつかってくれるこの子を、全てを見せてくれたこの子を、私は。

　スカウト・ノヴァ・ライフル。それは『使用者の魔力が強ければ強いほど威力が増大する兵器』。そこから放たれた『光ノヴア』はまさしく光速で飛び、超高熱の光線へと変換された魔力があらゆるものを融解し蒸発させる。

　花火のライフルのエネルギー・パックに込められた魔力が上がっていく。ぴくりとも動かない九遠へ向けて、剣術の粋すいを見せてくれた少年に向けて、自分も全てを出しきろうと残る魔力を振り絞る。それは学園長にして『月をも壊す』と言わしめ封印された、規格外の天才による規格外の砲撃。

「どうか──受け止めて」

　最高魔力デイヴイジヨン５による全力全開の一撃が放たれた。




　蒼そう穹きゆうの右腕は死んでいる。

　九遠は左手一本でブレードを握り、半身に構えた。紛まごうことなき『刺突』の型。相手との距離は数十メートルで、もちろん届くはずもなく、投とう擲てきするにしてもまだ遠かった。

　バイザーがアラートを鳴らす。敵がロックオンしている。エヌが言うには「月もぶっ壊せそう」な魔力が蓄積されているらしいライフル。かつての自分・鈴すず鹿か八はち識しきとはまた違う方向の天才が、いまは非才の自分・桶おけ川がわ九遠へ向けて全力全開の一撃を寄よ越こそうとしている。過ぎた攻撃だ。自分には勿もつ体たい無ない。それが嬉うれしかった。だから全力で行く。

　視界に映る遥はるか彼方のあの人が、微笑んだ気がした。

　光が、来き──。




『不思議なことに、最も得意な形で放たれた攻撃の線はそのまま敵の弱点へ直結する』

　彼女の『線』が視えた。




──七しち星せい剣けん武ぶ、刺し滅めつ。




　九遠の放った刺突は確実に、花火の撃った魔力煌こう弾だんを捉えた。

　Ｄ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバに限らず魔力を弾薬代わりとする兵器には共通して、人の魔力を粒子へと分解し力場に包み込んで熱エネルギーへ変換する機構が備わっている。それにより視認できない『生命力』と同義の魔力が、強力な超ちよう高こう熱ねつ煌こう線せんとして使用可能になる。

　そして『七しち星せい剣けん武ぶ』の意義は『持たざる者』が魔力差という壁を破ること──つまり魔力攻撃の『無効化』を図ることに奥義がある。

　七星剣武、刺し滅めつ。

　力場に包みこまれて超高熱煌線へと変換された魔力、それを構築する力場の核を『天てん雪せつ』で見極め破壊し分散させ、元の魔力へ再変換する技。

　簡単に言えば、

　魔力煌こう弾だんを分解し、搔かき消けす技だ。




　光が、弾けた。




　その余韻が収まる前に、すでに九く遠おんは全魔力を注ぎ込んで地ち迅じんを使用している。数十メートルの距離が一瞬にして溶け、激しい魔力消耗のために発生した目め眩まいと吐き気と頭痛と血が逆流するような不快感を全て無視して九遠は最後の攻撃を敢行した。

　何が起きたかわからない、といった表情の花はな火びが目の前にいる。ライフル煌弾を搔き消された経験など無かっただろう。それでも彼女は反応して右手を動かそうとする。心の内で最高の賛辞を送りながら九遠は突撃の勢いのままブレードを振るった。次の瞬間、花火の纏まとうＤ・Ｍ『黎れい明めい』が弾けた。勝負はついたと思った。

　思ったのは、九遠だけだった。

　天雪を使うことすらできなかった。ただスローモーションのようにゆっくりと花火のＤ・Ｍが分かれ、離れていき──最低限の装具を纏って身軽になった花火が、さんざん見せられた九遠の剣撃にカウンターを合わせていた。

──ディヴィジョン・パージ。

　まさかこんな奥の手を、まだ持っていたとは。

　もはや尊敬の念すら抱く九遠。花火の手にはライフルのグリップに付けられていた小さなナイフが握られ、横に薙なぐ九遠のブレードに見事なくらいしっかりと軌道を合わせていた。それは九遠が先ほど見せた技の一つ、

──『巻き打ち』！

　短期決戦のつもりで剣技の大バーゲンをしたのが仇あだとなった。見よう見まねでここまでできるとは。天才は何をやらせても天才だからタチが悪い。ダメだ今更かわせない。突撃の勢いは収まっていない。

　脇をすれ違うつもりでいた九遠はそのルートを花火の身体に遮られ、なす術すべもなく彼女のナイフを受け入れる。

　九く遠おんのブレードが花はな火びの心臓を貫き、

　花火のナイフが九遠の心臓を貫いた。

　そう『判定』したシステムが互いの視界に勝敗を告げるが、正面衝突した二人の騎士はそのまま錐きり揉もみ回転して吹っ飛んで行き、確認する余裕は到底無かった。




☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆




　前世が鈴すず鹿か八はち識しきであることを、桶おけ川がわ九遠は話せない。

　彼が五歳のころ、師匠にこんなことを言われている。

「あん？　誰が信じるつーんだよアホが。変人か、妄想たくましいアホと思われて終しまいだ」

　追い打ち。

「『英雄』なんてものがもう一度出てきてみろ。軍のアホどもが『また』祭り上げて、戦場に一人でぶっこまれて、無様に死ぬだけだぞ」

　とどめ。

「今のお前じゃ『英雄』みてぇな戦果は出せねぇよ。最低魔力デイヴイジヨン１なんだから。そんなお前が名乗り出たところで、周りを期待させるだけさせといて何にも出来ねぇ、ただの噓うそつき野郎になっちまうぞ」

　だいたいこんな感じで、桶川九遠は自身が『鈴鹿八識』の生まれ変わりであると話すことを七星楓かえでによって禁じられた。もし破れば、二度と『七しち星せい剣けん武ぶ』を教えてもらえないどころか、学園長という立場からありとあらゆる力を使って九遠が『騎士』になれないようにする、とまで言い渡された。

「いっときの虚栄心に溺れてみろ。お前の二度目の人生、棒に振るぞ。私はそれでも一向に構わないからな」

　本気の目だった。

　以来、九遠は両親にすら「前世で英雄だった」と言わなくなった。

　だがそれで良いと思っている。師匠の言う通り、今の自分は才能が無い。『前世』の貯金のおかげで少しは強いが、『英雄』と同じようには戦えない。自分は変わらなければならない。桶川九遠は最弱のまま、強くならなければならないのだ。




　ついでに、エヌが九遠にこっそり教え、あとでこってり絞られた言葉も記しておく。

「ご主人さまは、『英雄』一人にすべて押し付けて殺した世間や軍、自分の命を軽んじた八識さまに、ものすごーく怒っておいでです。でも、あの方が何よりも許せないのは、それを止められなかったご主人さま自身なのですよ」




☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆




　トトカルチョの結果は、『引き分け』に入れた七星楓かえでの一人勝ちに終わった。




　気が付けば、九く遠おんは騎体を解かれてインナースーツだけとなり、地面に仰向けになって倒れて動けず、なぜ動けないのかと疑問に思うヒマもなく、顔に当たる妙に柔らかくて暖かくて良い匂いがするでっかいマシュマロみたいな何かを摑つかんで揉もんでいた。

「ひゃんっ！」

　と、マシュマロの主が可愛らしい悲鳴を上げる。

　いや待て。

　ひょっとして認めたくはないがこのマシュマロ、まさか、

「……女子の胸がそんなに珍しいのか、君は」

　ですよねー。

　九遠と同じくインナースーツ状態の花はな火びが覆おおいかぶさるように倒れていた。

　スイカみたいなマシュマロが九遠の顔を離れていく。いやそれは果たしてスイカなのかマシュマロなのか。何を言っているかわからない。混乱している。それにしても幸せな柔らかさだった。もう少し味わっていたかっ

「名残惜しそうだね？」

「はい！」

　うっかり良い返事で即答してしまった。九遠を押し倒したままの花火がくすりと笑う。とっさに噓うそが付けない性格を何とかしたい。

「お疲れ様だ、正直者の桶おけ川がわ九遠くん」

　花火の声が、優しく降りてきた。くっきりぴっちりと身体の線が出るインナースーツ姿の彼女。胸がめちゃくちゃ大きいのに腰がありえないほど細くて、そのわりにお尻が豊かな丸みを帯びている。その肉体が惜しげもなく晒さらされて、この上なく艶なまめかしい。

「お疲れ様です、先輩……。あの、今のは失言でした」

「構わんさ。ここには誰もいないからね。聞いた者もいないよ」

「え、ここ、どこですか……？」

　仰向けになったまま首を回す。確かに誰もいない。

「訓練場の端っこだよ。そうとう吹っ飛ばされたからね。怪我はないかな？」

「ええ、魔力が空っぽでろくに動けませんが、Ｄ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバのおかげで怪我はありません──で、あの、先輩、降りて」

　くれませんか、とは続けられなかった。

　馬乗りになった花はな火びが顔を近付ける。吐息のかかりそうな距離でじいっと見詰められた。豊かなお胸がふにょん、と九く遠おんの体に乗っかって形を変える。インナースーツ万歳。

「あああ、あの、」

「──君に興味がある」

「ぴゃっ!?」

　キョドった。

　恥ずかしながらこの男、前世から数えて三十数年、まともな恋愛経験が無かった。ジェイヴを殺すだけの人生だったからだ。その魂はすでに魔法使いの域に達している。

「きょっ！　興味ですかっ！　い、いやぁ、困っちゃうなぁ……ウェヒヒ」

「あの剣どこで習った？　いや待てわかる。あれは『機剣術』だ。師は学園長だな？」

「ま、まぁ、僕もそういう経験が全く無いわけじゃないんですよ？」

「謙遜するな。相当の経験があるだろう。恐るべき腕前だった。尊敬すべき力量だ」

「そ、そこまで言われると照れるっていうか……話が嚙かみ合あってないっていうか……」

　知ってた。

　興味があるのは『七しち星せい剣けん武ぶ』だって、くおん知ってた。

「ええ………………師匠は七星楓かえでですよ……………………」

「やはりか！　私がいくら頼み込んでも教えてくれなかったのに！」

「え、そうだったんですか」

「門外不出の技だ、とか何とか言われて！」

「いや、普通に弟子取りますけど」

「本当か!?　くぅ、なぜだなぜだ！」

「まぁ、みんな最初の三ヵ月で辞めちゃうんですけどね」

「ん？　それはまたどうして？」

　不思議そうな顔をして花火が首を斜めにする。可愛い。

「師匠、初めのうちは木剣の素振りとか、走り込みしかやらせなくて、Ｄ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバに触らせないんですよ。それで話が違うって辞めちゃうんです」

「なるほど。あくまで剣術の延長上にある技ということか」

　身体を起こして頷うなずく花火。九遠の上に座る体勢になり、そのお尻が九遠のお腹に密着する。インナースーツの下にはとうぜん下着なんて着けておらず、九遠の腹筋はいま、花火のお尻の形まで手に取るように把握していた。安産型です。

「先輩、あの……！」

「しかしなぜだ。なぜ私に教えてくれないのだ。まさか嫌われているのかしら……」

　先輩が急に落ち込んだので、九遠は慌ててフォローする。

「い、いやっ！　たぶんそれ、先輩が強いからですよ！　最高魔力デイヴイジヨン５だからです！」

「ん？　それはまたどうして？」

　花はな火びが首を斜めにして不思議そうな顔をする。二回目だけどやっぱり可愛い。

「その……『英雄』は師匠の弟子だったんですけど、その彼もああいうことになってしまって、責任を感じているらしいんです。元々、『持たざる者のための剣』であった『七しち星せい剣けん武ぶ』を最高魔力に教えたから暴走したんじゃないかって……」

「暴走……」

「英雄は奥義を教わる前に破門されました。しかしそれも彼の猪ちよ突とつ猛もう進しんな性格であった故と、」

「そうか、なるほどな。だが九く遠おんくん。忘れないでくれ」

　九遠の言葉を遮って、花火が顔の横に両手を突いた。床ドンされた。その瞳がほのかに怒りの色を帯びている。

「あの人のおかげで、今の私達はあるんだ。英雄のおかげで私達は生き長らえている」

「あの……はい……ごめんなさい……」

　花火が何に対して怒っているのかさっぱりわからないながらも、ひとまず謝る九遠。

「それで君は、その『七星剣武』を学園長に教わっているんだな？」

　機嫌を直し、花火は再び身体を起こして九遠のお腹に座る。なんでこの体勢なんだろう。見上げると大きなおっぱいがたぷたぷ揺れていて迫力満点だ。いやそれは関係ない。

「ええ、そうですが……」

「じゃあ、私に教えることも出来るな？」

「はっ？　いや、それはちょっと……怒られちゃいますし……」

「お願いだ、九遠くん！　英雄も習ったという『七星剣武』！　その強さ！　私にも教えてくれ！　できることならなんでもするから！」

　床ドン二回目。画面いっぱいに広がる超絶美人の「お願い」攻撃。なんでもするからって、そんなことを言われたら健全な十三歳児として色んな妄想をしてしま

「どこを見てるのかな？」

「おっぱいです」

　とっさに噓うその吐つけない九遠は自動的に返答する機械である。花火が胸を隠して赤面するのを見守る機械である。

「き、き、君という子は……！　一度ならず二度までも……！」

「ってああ、違います違います見てません見てませんごめんなさい！」

「あまりいやらしい目で見ないでくれたまえ。私にだって羞恥心というものはある」

　胸を隠したままそっぽを向く花火。可愛い。

「えっと、じゃあなんでどいてくれないんですか……」

「実はだな。先の模擬戦の影響で、腰が抜けて立てない」

「えぇっ!?　早く言ってください！」

「ひゃんっ！　だめ、九く遠おんくん動かないで！　足がぴくぴくしてるんだ！　あんっ！」

「いや、ちょ、ええぇ？」

「──貴様ら、何をしている？」

　為す術もなく固まる九遠の頭上から声が掛かる。吹っ飛んだまま連絡が取れず、いつまで経っても戻ってこない二人の様子を見に来た師匠がそこにいた。

「これは学園長。申し訳ない、魔力切れにて連絡ができませんでした」

　とっさに申し開きをする花はな火び。

──ああ、こういう対応力の高さが羨ましい。

　でも僕だけ後で怒られるんだろうな……と九遠は遠い目をしながら思った。

　本日も蒼そう穹きゆうなり。




「ああ、言い忘れていた九遠くん」

　Ｄ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバを起動できる程度には魔力が回復し、何とか自力で訓練場の入り口まで戻ってきた九遠と花火。学園最強騎士と、『きっと手加減されていただろうとは言え』その彼女と引き分けた九遠に、新入生たちが話を聞こうと興味津々に詰め寄る。ひとしきり彼らの相手をした後で、花火が九遠へ声を掛けた。

「君を我が隊──月衛騎士団ルナテイツク・オーダー・冨ふ士じ隊にスカウトする」

　………………。

「「「うええぇぇぇぇぇっっ!?」」」

　騒然となった。

　新入生の悲鳴や歓声が渦巻くなか、姿を現したエヌだけは嬉うれしそうに、

「やりましたね、九遠さま！」

　と賞賛した。

　こうして、桶おけ川がわ九遠の学園生活は始まったのであった。




【幕まく間あい・花火日記②】

　帝国暦　三五六年　四月八日　鈴すず鹿か花火　記

　新入生の模擬戦で有望な男の子をスカウトした。中等部の一年生だ。冨士くんは反対するだろうが、あの子の実力を見れば納得するだろう。

　これからが本当に楽しみだ。あの子と毎日話せると思うと、胸が高鳴ってしまう。

　深い意味はない。




【非公開記録】

　帝国空軍・強襲偵察部隊・本日の作戦行動中行方不明ＭＩＡ者数：九名。





第三章　英雄入隊




　入学式から三日後の朝。

　桶おけ川がわ九く遠おんの所属する１‐Ａは、模擬戦において成績の良かった上位二十名が振り分けられていた。

　その教室に、エヌを連れた九遠は初めて足を踏み入れる。

「お、おはようございます……」

　魔力切れのため全く動けず、許可を貰もらって入学早々二日間学校を休んで、心底気まずい気分の九遠が挨拶をすると、やかましかった教室の喧けん騒そうがしぃん、と止んだ。全員が九遠を見たまま動きを止める。

　イジメだろうか。

　胸中に不安がよぎる。だが、

「桶川だ「桶川九遠「桶川くんだ！　「桶川！　「九遠くん！　「あいつか「あの最低魔力デイヴイジヨン１「鈴すず鹿か花はな火び先輩と引き分けた「月衛騎士団ルナテイツク・オーダーにスカウトされた「思ったより小さいな「思ったより可愛い！　「そのデバイスってガイドか？　「おい桶川、すげぇなお前「アレってどうやったの？　「ていうかアレってなんなの？　「俺らにも教えてくれよ！　「アレって機剣術だろ？　「学園長と師弟関係ってホント？　「だからあんなに強いの？　「本当に最低魔力デイヴイジヨン１なの？　「月衛騎士団ルナテイツク・オーダーにはもう入ったの？　「冨ふ士じ隊長ってチョーかっこいいよね！」

　取り囲まれて質問攻めにされた。

　背の低い九く遠おんは突破することもできず、オロオロしながら返答するしかない。

「本当に最低魔力だよ「まだ月衛騎士団には入ってないよ「うん、エヌって言うよ「そう、機剣術だよ「学園長は師匠だよ怖いよ「教えると師匠に怒られるんだごめん師匠怖いんだよ「師匠はとにかく怖いよ」

　始業ベルが鳴って、担任の先生が来て、ようやく九遠は解放された。担任によると窓際一番前が九遠の席だと言う。優しそうな若い女性教師・角野が九遠に尋ねる。

「桶おけ川がわくん、学園長の弟子なんだって？」

「はい怖いです」

　ホームルームが終わって、授業が始まる。騎士養成の軍事学校とは言え、通常の勉強ももちろんやる。ただ、戦闘での実用性を重視したものになるから、おのずと偏ってはくるのだが。

　席に備え付けられているディスプレイをタップして「新しい数学１」とタイトルされた電子教科書を開き、軽く目を通してみる。「正の数・負の数」の章タイトルを見て、前世で二十二年を過ごした元英雄は懐かしくなって笑った。




　その後も慌ただしい時間は続く。

　入学初日に月衛騎士団へスカウトされた最低魔力がどんな奴かと、中等部の上級生、場合によっては高等部の生徒からなる大量の野次馬が発生した。

　ある日、先輩に呼び出しを喰くらった。同級生たちが青ざめている。騎士養成校はその性質上、『荒っぽい』方々が多いのだ。それと同様に仲間意識が強い生徒も多い。一緒に行くという頼もしい級友たちを丁重に断って、九遠は指定された講堂前にやってきた。こんな人目の多いところでどうするつもりだろう、と不思議に思う。

　そこには屈強そうな高等部の先輩男子が四人待ち構えていた。

　彼らは言う。

「俺の部隊に入ってくれないか「いやウチに来てくれ「こっちが先だ「いや待て」

　月衛騎士団は全部で八つある。そのうち、四つからの勧誘だった。

　花はな火びに言われた通りだ。彼女は、これから君の争奪戦が始まるだろうから注意するんだどこにも入るんじゃないぞ、などと（自分のことを棚に上げて）助言していたのであった。

「もう、冨士隊に勧誘を受けたので……」

　屈強そうな高等部の先輩に取り囲まれて、背の低い九遠はオロオロと断るしかない。

　そこをなんとか、考えてくれるだけでも良いんだ、と更に詰め寄られる九く遠おんの元へ、颯さつ爽そうと一人の美女が助けに現れる。彼女は、むくつけき男どもから哀れな子供を引ひき剝はがし、その大きな胸に九遠の顔をぎゅうっと抱きしめて言った。

「ダメだ」

　美女は更に続ける。

「この子は私のものだ。誰にも渡さない」

　そのセンセーショナルな光景は、講堂前にいた全ての人間に衝撃を走らせた。

──『武士姫』がデレた。

　学園に『武士デレ』という単語が流行りだしたのは、その翌日の事だった。

　無論、鈴すず鹿か花はな火びのことだった。




　入学前、九遠としては月衛騎士団ルナテイツク・オーダーにさえ入れればどこでも良かった。最低魔力デイヴイジヨン１の自分を入れてくれる部隊なんてあるだろうかという心配さえあった。まさかここまで勧誘してくれるとは思ってもみなかったのだ。

　それもこれも、鈴鹿花火のおかげであった。

　それだけでも彼女のスカウトを受ける理由は十分であるし、何よりも模擬戦での『楽しい時間』を過ごした経緯がある。あの人と肩を並べて戦えることが、九遠にはとてもワクワクするのだ。こんな思いは、前世では味わったことが無かった。

　だから、桶おけ川がわ九遠は冨ふ士じ隊へ入ることを決めた。

　別に『武士デレ』などという変な単語が流行ってしまったからその責任を取るためとかではない。ましてやおっぱいに惹ひかれたわけでもない。断じてない。




　そしてまさか、花火が冨士隊長に話を通していないなど、考えもしない。




☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆




　学園の一角に騎士団棟と呼ばれる建物がある。三階建ての古い施設だ。

　その一室。月衛騎士団・冨士隊・ミーティングルーム。

　教室を半分くらいにした広さの部屋に、でん、と大きなデスクが置いてある。それ自体が一種のモニターとなっており、三次元立体映像によって作戦会議やミーティングを効率よく進めることが出来る。

　そこに九遠と花火の模擬戦の様子が映し出されていた。

　部屋の中にはそれと、イスや文房具にコーヒーやお茶菓子、そして人間が四人いる。

　見覚えの無い青年は、この部隊の隊長である高等部三年生、冨士迅じん道どうだ。爽やかな好青年といった風情の美男子である。その隣には花はな火びの級友、茂もて木ぎ凜りんが立っていた。

　彼らの向かいにいる鈴すず鹿か花火は、桶おけ川がわ九く遠おんの背後から両肩に手を置いて、自信満々に頷うなずいた。

「──という訳で、彼が、我が冨ふ士じ隊の新隊員となる桶川九遠くんだ」

「ちょ、ちょっと待ってくれ鈴鹿くん！　彼はまだ中等部だろう!?　そんな子を部隊に入れるなんて、」

「私と引き分けた男だ。なにか問題が？」

「いや、その、若すぎるだろう。いくらなんでも」

「はは、これはおかしい。我らが学生というだけで本隊の人間に侮られるのは我慢ならない、冨士くんはいつもそう言っているだろうに。年齢ではなく実力で見極めろとな」

「それは……そうだが……」

「何なら君と九遠くんで模擬戦をやってみると良い」

「……いや、この映像を見る限り、正直言って俺と彼じゃ勝負にならないだろう」

「どういう意味で？」

「わかるだろ。彼ほどのアタッカー、俺では止められないさ」

「では、」





[image: ]





「だがそれとこれとは別だ。個人戦がいくら強くてもチームとして動けない人間を入れるわけにはいかない。学園長がいつも言っているだろう。鈴鹿八はち識しきのような、『たった一人の英雄』にはなるなと。英雄はいつも単独行動を取っていたと言うが、欲しいのはそういう人材ではない。……断っておくけれど、別に英雄を批判したわけじゃないぞ」

「わかっている」

「じゃあその、睨にらんでくれるなよ」

「睨んでなどいない」

　鈴鹿八識の名前を出した途端に険悪な雰囲気になった。どういうことだろう、と生まれ変わりの九く遠おんは思っていると、

「花はな火びはね、『英雄』さんのファンなの。憧れてるの」

　凜りんがこっそりと教える。「だから気に障るんだね」

「別に怒ってないぞ！」

「あらあら、そうだね、花火は怒ってないね、怒ってない」

　軽くかわす凜。ぐぬぬ、と花火は悔しそうに唸うなる。

　冨ふ士じが咳せき払ばらいして話を戻した。

「とにかく、中等部に入ったばかりでは、まだチーム戦の経験すら無いだろう？」

　花火が反論、

「基礎訓練は来週から始まるはずだ。それと平行して、我々が指導すれば良かろう」

「そこまでして……」

「するさ。彼の実力を見ただろう。私の隣で戦えるアタッカーは、学園中どこを探しても彼以外にいない。それにこのまま長引けば、他の部隊に取られてしまうぞ」

　はぁ、と一つため息をつく冨ふ士じ。睨にらむように花火を見て言った。

「鈴すず鹿かくん、君は本当にわかっているのか。ウチの部隊に入れるということは、彼を実戦に出すということでもあるんだ。まだ十三歳の子供をだ。本当に良いのか、それで」

　冨士が一番気にしている部分はどうやらそこらしい。確かに、桶おけ川がわ九遠は肉体年齢十三歳だ。比較的落ち着いた戦況とは言え、軍事学校に入学する時点で本人も両親もその意味はわかっているだろう。だがそれでも、「子供を戦場に出すわけにはいかない」という彼の考え方は、鈴鹿八はち識しきよりもよほど英雄らしい。

「それは──」

　花火が言いい淀よどみ、九遠をちらりと見た。

『実戦』という単語を聞いて九遠が最初に思い浮かべたのは、前世で死ぬ直前に見た、脱出便の航空機が次々と落ちていく光景だった。空中でジェイヴの群れに取り付かれ、機内へ侵入され、大勢の民間人が逃げ場も無く喰くらい尽くされ、やがて爆発し、鉄片と爆炎と誰かの手や足や頭が散らばって落ちていくのを、八識はＤ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバのバイザーを通して網膜に焼き付けていた。

　身体がぶるぶると震え出す。恐れではなく、怒りで。

「冨ふ士じ先輩」

　鈴すず鹿か八はち識しきの父と母、孤児院で共に育った家族たちは、みな『ああやって』死んだのだ。

　ならば、桶おけ川がわ九く遠おんは、

「僕は、今の家族を守るためにジェイヴを殲せん滅めつしたいんです。大切な人達が誰も死なないように、化け物に喰われるような最期を迎えないように、僕は騎士になりたいんです」

──そして、再来する女王をこの手で今度こそ、殺すために。

　その気迫に息を吞のむ冨士。彼をまっすぐに見て、九遠は言う。

「そのために少しでも多く経験を積みたい。お願いします。僕を冨士隊に入れてください！」

　ほぉ、と凜りんが感心したように息を吐く。花はな火びは何故か誇らしげに腕を組んだ。

「どうだ、私の九遠くんは。立派だろう？　凄いだろう？」

「花火のモノじゃないでしょ？」

「う、うるさい、言葉のアヤだ！」

「で、どうするの、隊長さん？」

「うぅむ……」

「お願いします！」

　頭を下げる九遠。

　冨士はもう一度、うぅむ、と唸うなった後で、

「仕方ないな。そこまでの覚悟があるのなら、何も言うことはないさ」

　と、微笑んだ。その手を差し出す。

「よろしく頼む、桶川九遠くん」

　ぱぁっと顔が明るくなる九遠と花はな火び。九遠が冨士の手を握り返し、なぜか花火も両手で二人の手を握ってそこに加わる。

「ありがとうございます！」

「ありがとう、冨士くん！」

　しみじみと微笑む凜。

「良かったねぇ、花火」

　冨士が九遠の手を離す。にもかかわらず、花火はずっと九遠の手を握ったまま動こうとしない。

「あの、先輩？」

　すると花火は、九遠に顔をぐっと近付けて満面の笑みで、

「これから一緒に頑張ろう、九遠くん！　私が手取り足取り教えてあげる！」

「は、はぁ……よろしくお願いします……？」

　それを見て、しみじみと微笑む凜りん。

「良かったねぇ、花はな火び。ちょっと犯罪の匂いがするけど」

　パン、と冨ふ士じ隊長が手を叩たたいた。

「そうと決まれば早速ミーティングだ。ポジションと訓練スケジュールを決めるぞ」




　モニターデスクのディスプレイに、スケジュール表がカレンダー形式で表示される。その隣のウィンドウ、『帝国空軍・月衛方面軍・第一機動戦隊・学徒部隊・冨士隊』の構成メンバー一覧には、

　隊長・『コントロール』・冨士迅じん道どう（Ｄｉｖデイヴイジヨン４）・使用騎体『天てん晴せい【思網】』、

　副隊長・『スナイプガンナー』・茂もて木ぎ凜（Ｄｉｖ４）・使用騎体『陽よう閃せん【隼はやぶさ】』、

　隊員・『アタックガンナー』・鈴すず鹿か花火（Ｄｉｖ５）・使用騎体『黎れい明めい【三式火砲】』、

　が表示され、その最後に、

　新入隊員・『フロントアタッカー』候補・桶おけ川がわ九く遠おん（Ｄｉｖ１）・使用騎体『蒼そう穹きゆう【改】』……申請中。

　の文字が入力された。




☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆




　上弦魔装学園において、土曜日は午前授業だ。

　放課後の帰り道、花火と凜が浮かれ気味な雰囲気の通学路を並んで歩いていると、前方に見覚えのある小さい背中がいた。凜が声を上げて呼び止める。

「おーい、きゅーくーん！」

　気付いた九遠が振り返った。柔らかく微笑むその顔が落ち着きすぎていて、とても十三歳のものには思えないと、いつも花火は感じている。

「お疲れ様です、花火先輩。凜先輩」

「ああ、お疲れ様だ」

「きゅーくん、いま帰りかい？」

「はい。これから家でご飯を食べて、その後は稽古です」

　ああ、と手を打つ凜。「きゅーくん、家が近いもんねぇ」

「はい。両親がここへ通う僕のために引っ越してくれたんです」

「「おおー」」

「だから、頑張って『騎士』にならないと」

「そうだねーがんばれー」

　と九遠の頭を撫なでる凜を、花火が信じられないと言った目で見て、

「う、うむ、がんばれよ」

　とか言って自分も九く遠おんの頭を撫で始める。

　凜りんのメガネが怪しく光り、そっと場所を譲った。譲ったその手でデバイスを操作して、花はな火びの緊張しつつも嬉うれし笑いを堪え切れない顔を激写する。それはもう撮りまくる。珠玉のコレクション『花火フォルダ』へ保存しつつ、あとで何枚か本人に送ってやろうと思う。

「先輩方は学生寮でしたっけ？」

　花火に髪をくりくり弄いじられながら、九遠が尋ねた。

「ああ、学園の裏にある。今日はこいつに付き合って買い物だ」

「ちなみに、私と花火は同室なんだぜ？　羨ましいだろー」

「あ、あはは……」

「今度遊びに来てもいいよ？」

　泡を食ったような花火。

「ばっバカを言うな、凜。女子寮は」

「男子禁制なんて気にすんな！　ねぇねぇ知ってるきゅーくん、花火はねぇ、こう見えてズボラでねぇ、脱いだら脱ぎっぱなしで、部屋中にスイカが入りそうなくらいでっかいブラと、女の子らしい可愛いショーツが」

「うううううそをつくな！　信じるなよ九遠くん！　私は服を脱いだらちゃんと畳むし、ブラジャーだってそこまで大きいわけじゃないし、パンツだって別に可愛くなんて……って恥ずかしいことを言わせるな！」

「そうなんだよきゅーくん、花火ったら味気ないのしか穿はかなくってねぇ。君からも何か言ってやってくれたまえ。もう少し下着にも気を配れ、そんなんじゃいざって時に困るぞって」

「だから！　私の下着の話題から離れろ！」

「ところで花火」

「なんだ！」

「いつまできゅーくんの頭を撫なでてるの？」

「…………」

「…………」

「あ、あはは……」

　困ったように九遠が笑う。実際、心底困っていた。ただ、花火が光速で手を離し、顔を真っ赤にして泣きそうになっているのは、ぶっちゃけ可愛いと思った。




「それにしても『機剣術』の稽古か……羨ましいな」

　ひとしきり凜りんをチョップして機嫌を直した花はな火びが呟つぶやくと、九く遠おんは思い出したように、

「あ、師匠から『剣術までなら構わない』って許可もらいましたから、僕で良ければお教えしますよ」

「ほ、本当に!?　それはその……君に直接教わるということか……？」

「え、ええ、僕で良ければ……」

「そ、その……二人だけで……？」

「え、ええ……」

　妙にモジモジしながら確認を取る花火に訝いぶかしがりつつ、九遠は頷うなずく。

「ぜひ、お願いしたい……です」

「はぁ……わかりました」

　そして沈黙する二人。

「…………」

「…………」

「あのー」

「わっ、いたのか凜！」

「ずっといたわよ。ずぅーっといたわよ」

「あまり人を驚かせるな……やれやれ」

「やれやれはこっちのセリフなんだけど」

「……お二人は仲が良いですねぇ」

　九遠の呆あきれ半分の呟つぶやきに、凜りんがにまーっと笑って花火に抱き着く。

「そりゃもう！　ちっちゃい頃から一緒だし！　ねぇ花火ー？」

「くっつくな鬱陶しい離れろ」

「いやーん」

「いやーんではない。は・な・れ・ろ」

「あはは、幼おさな馴な染じみですか。ちょっと羨ましいです。僕、小さい頃から稽古ばっかりであまり友達できなかったし」

「あのガイドちゃんは？」

「あーエヌは……監視役みたいなものですし……」

「お呼びになりましたか、九遠さま」

　ドロン、となぜか煙エフェクトと同時にスーツを着た妖精が出現する。そしてなぜか一緒に座布団とちゃぶ台、遥はるか太古に存在した『ブラウン管』と呼ばれる四角い映像通信テレビ放送モニターが現れた。ちゃぶ台の上にはみかん。ブラウン管が映し出すはサムライドラマ『剣術商売』。

「こいつ、古い映像放送を見てばかりで、ちっとも話が合わないんです」

「んまっ！　酷いです九く遠おんさま。私なりに剣術とは何かを研究し、少しでも九遠さまのお役に立とうと思っているのに！」

「好きな俳優は？」

「渡辺篤郎ですわ～。初代大五郎がもう素敵で……ぽっ」

「誰だ？」

「誰よ？」

「とまぁ、こんな感じで変なやつですけど、友達って言ったらこいつくらいしかいなくて……いなくて……あれ？　なぜかいま心底泣きたくなりました」

「九遠さま酷い」

　凜りんが笑う。

「なんだー仲良しじゃんー！」

「いえ全然」

「九遠さま酷い」

「あ、でも、」と九遠が言う。「今のクラスには結構友達が出来て嬉うれしいです！　やっぱり同じ目標を持った同志って良いですね！」

　そう笑う九遠は年齢相応に子供っぽく見えて、

「まだ戦場に出てないから誰も死にませんし！」

　でもやっぱり、とても年齢相応の子供には見えないと、花はな火びは思う。

「……きゅーくん、君は、」

　笑顔を消して何か言おうとする凜を遮り、花火が微笑んだ。

「そうだね、それに私達もいる。年は離れているが、同じ月衛騎士団ルナテイツク・オーダーのメンバーだ。お互い助け合おう。困ったことがあったら、仲間を頼ってくれていい」

「はい！」

　元気よく微笑む九遠。

　花火はそっと凜を見て、その目で頷うなずいた。なに、心配はいらないさ。

　ため息をついた凜は、それが返事だ。あなたがいいなら、それでいいけどね。

　花火がまた、九遠の頭を撫なでた。




　週が明けた月曜日。

　冨ふ士じ隊構成メンバー一覧、桶おけ川がわ九遠の項目から、「申請中」の文字が消えていた。

　九遠は正式に、月衛騎士団のメンバーになったのであった。




☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆




　全部で八つある月衛騎士団ルナテイツク・オーダーの部隊は、その戦績や成績によってランク付けされている。トップの部隊ほど、実戦へ連れて行かれやすく、学園の整備課による各騎体のチューンアップも優先してもらえる。冨ふ士じ隊は現在二位。

　ランク付けに大きく影響する学徒部隊同士の模擬戦は、週に三回ある。本日はその一回目。九く遠おんが冨士隊へ正式に入隊した翌日のことだった。

　訓練場の練習ブロック入り口で、冨士が言う。

「ポジションの説明をもう一度しておこう、桶おけ川がわくん。

　桶川くんの『フロントアタッカー』は最前衛。敵部隊への切り込み役だ。人によっては盾役を担ってもらうこともあるが、君には突破力と格闘力を活かして暴れて欲しい。

　鈴すず鹿かくんの『アタックガンナー』も同じく前衛だ。ただしこちらは、中距離射撃も含めてだ。ウチの部隊では、桶川くんを援護しつつも一緒に切り込み、また後衛を守る役割もある。

　茂もて木ぎくんの『スナイプガンナー』は後衛。正確かつ精密な狙撃スナイプシヨツトで敵戦力を確実に削っていく。また前衛二人の突撃を援護するための開幕射撃も行う。

　俺、冨士の『コントロール』は部隊の指示を行う。騎士によって違うが、前衛の後ろにくっついて共に突撃したり、後衛でガンナーと一緒に狙撃を行ったりする。俺は中盤に位置して前衛と後衛の援護に入ることが多いかな。

　大おお雑ざつ把ぱだけどこんな感じだ。わかった？　よし、じゃあ行こうか」

　九遠と花はな火び、そして凜りんが頷うなずく。全員、Ｄ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバを起動させていた。

「いきなりで大丈夫でしょうか……」

　自信なさげに呟つぶやく九遠。八はち識しき時代から、チーム戦などほとんどやったことがない。

「指示は俺が出す。君は自分の間合いまで敵に近づくことだけを考えればいい」

「その後は？」

「君の得意分野だろ？」

　斬りまくる、か。

「みんな、準備はいいな？　今日勝てば一位だ。頑張ろう！」

　冨士が代表して『スタンバイ』を押す。カウントダウンが始まり、やがてゼロになった。

　九遠は緊張した固い脳みそで、やることを思い出す。

──えーと、僕はフロントアタッカー。切り込み役。勝利条件は相手の全滅かコントロールの撃墜。時間切れの場合は生き残りが多い方の勝ち。……で、まずは近づかないとな。

　チーム戦のブロックは、入学式に行った個人戦で使用したものの四倍の大きさだ。開始地点は両端で、会敵するまでに何秒間かの猶予がある。その間に各チームは部隊を展開し、少しでも有利な位置を取るべく移動する。戦争の基礎は兵へい站たんであり、戦略の基礎は情報であり、戦術の基礎は位置取りである。

　その位置取りを、九く遠おんは完全に無視した。忘れていた。忘却の彼方であった。

「おけが「九遠くんっ！」

　冨ふ士じの声は花はな火びの絶叫に搔かき消けされた。

　Ｄ・Ｍの通信を通して九遠の耳に届く頃には、彼の目の前に夥おびただしい数の煌こう弾だんが迫ってきていた。あろうことかこの元英雄は、敵部隊に対して真っ直ぐ突っ込んでいったのである。あの弾幕に晒さらされては、最高魔力デイヴイジヨン５でさえ生き残るのは難しい。早くも一騎落ちた。両陣営がそう思った。だが、

──七しち星せい剣けん武ぶ、天てん雪せつ。

　いつものように時間を止め、平然と煌弾の嵐をすり抜けていく最低魔力デイヴイジヨン１。異世界の化け物相手に単独で生き残り続けたのは伊だ達てではない。しかし、やはり九遠は忘れていた。今の相手が人間だということを。

　天雪を解く。

　次の瞬間、ぴゅん、という音が聞こえた。

「──あれ？」

　胸に痛みが走る。模擬弾が当たったのだ。とＤ・Ｍの判定が『撃墜』を示すことで教えてくれていた。

「あら、狙撃ですよ、九遠さま」

　エヌが面白そうに告げる。

「どうやら人類は、ジェイヴよりも射撃は上手いようですね。英雄がいとも簡単に落ちるんですから。良かった良かった」

　かんらかんらと笑うエヌの声をミュートにして、自分も消えたいくらいの情けない気分を味わいつつ、視界にウィンドウ表示されている先輩方に、

「………………………………………………………………ごめんなさい」

　と謝った。

　三人共、苦笑いだった。

　なお、花火の奮闘により、試合には勝った。




「いや、君は悪くない。俺の落ち度だよ。開幕射撃が時間差で来ることを教えてなかったからね。すまなかった」

　冨士は真面目な顔でそう言った。そもそも真っ直ぐ突っ込んでいった九遠がアホなだけなのだが、そんな素振りはおくびにも出さずそう言った。よく出来た隊長である。

　九遠には、まだ前世の癖が抜けていない所がある。

　今生ですでに十三年を過ごしているのだが、実質Ｄ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバを纏まとったのはつい四年前だ。個人戦では鳴りを潜めていた『猪ちよ突とつ猛もう進しん』が目立ち始めていた。

「特訓だね」

　冨ふ士じが微笑む。でも目が笑ってない。九く遠おんはこの先輩に師匠と同じヤバさを感じつつも、よろしくお願いしますと頭こうべを垂れるしかなかった。




　通常授業でも、チームでの模擬戦がある。

　中等部の１‐Ａクラスでクジを引いて四人一組に分かれて対戦する。こちらの勝利ボーナスは純粋な『成績』だ。

　平日は授業後に月衛騎士団ルナテイツク・オーダーの任務および訓練を行い、土日は師匠に『七しち星せい剣けん武ぶ』を学ぶ──そんな生活を続けてきたおかげで、チーム戦における九遠の動きもだいぶマトモになってきていた。

　ガンナーの開幕射撃を邪魔しないように側面から攻め、チームメイトの前衛と二人で敵陣へ切り込んでいく。中等部一年生にして月衛騎士団、それも学園最強部隊のフロントアタッカーである九遠を相手に、敵が取る戦術は大まかに分けて二つ。近寄らせないか、待ち受けるか。

　どちらも上手くいかなかった。

　逆に言えば、九遠は誰にも止められなかった。

　新入生の下手な射撃ではあるものの、スナイプガンナーの援護射撃で相手のガンナーを黙らせ、その間に敵のアタッカー二人を瞬く間に斬り捨てる。これで勝ち確定。正面に見据えれば狙撃も回避できる。ガンナーを落とすか、コントロールを落とすかして勝利する。

　マトモになったどころか、無双状態だった。

　当然といえば当然だ。

　九遠を止められる騎士など、この学園には花はな火びと学園長以外にはいないのだから。

　最初の三戦を終えた時点でそれに気付いたクラスメイトがぼやく。

「桶おけ川がわと同じチームになれば絶対勝つなこれ」

「逆に桶川のいるチームと当たったら絶対負けるけどな」

「私らの成績、ただのクジ運で決まっちゃうじゃん……」

「やる意味あんのか……？　ていうか、俺らは、いる意味があるのか……？」

　倍率四百倍を突破してきた天才たちが次々と自信を失っていくさまを見て、

「うん、そうね。まるで練習にならないわ！」

　クラス担任でありＤ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバの講師でもある角野教諭が、笑顔で言った。

「桶川くんはアタッカー禁止。自分で攻撃するのも禁止。コントロールをやってみて」

　かなり無茶な要求をする。だが、と九遠は思う。いつも冨士隊長の指示を受けている自分だ、何とかやれるだろうと気楽に請け負った。




　ボロボロだった。

　九く遠おんの出す指示はことごとく的外れで、チームを混乱の坩堝るつぼに落とした。

　開幕射撃までは良い。その横を通らせてアタッカー二人を送り込むのも良い。定石通りだ。そこからがダメだった。相手の射線が薄いな、と思った時には、味方二人が敵三人に囲まれてタコ殴りにあって負けた。敵が射撃を早々に終わらせてこちらのアタッカーを待ち構えていることに、三回同じ負け方をしてチームメイトに言われてやっと気が付いた。

　ならば、とアタッカーと一緒にガンナーも突っ込ませた。開幕射撃で全員やられた。チームメイトの白い目が忘れられない。

「「「桶おけ川がわァ……」」」

「ご、ごめん…………」

　負け癖がつき始めると、積極性も失われた。開幕射撃が終わっても全く動かず、敵の攻撃を待ち構える方策を取った。敵アタッカーが一人ずつ時間差で切り込んできた。味方に相手をさせていると、いつの間にか自分の後ろで敵のコントロールが銃口を向けていた。目の前の敵ばかり見ていて全く気付かなかった。やられた。

　結局、九遠がコントロールになってから、チームは一度も勝てなかった。

「気にすんなよ。ていうか、お前でも出来ないことがあるんだな」

「ちょっと安心したわ」

「良かった。桶川も人間だった」

　などとクラスメイトに慰められたり（？）したが、その日ばかりは落ち込んだ。放課後に冨ふ士じ隊のミーティングルームへ行くと、がっくりと肩を落とした九く遠おんを心配した花はな火びが彼の話を聞いてこう言う。

「特訓だな」

　映像記録で冨士隊長のコントロールをひたすら見た。花火がやけに嬉うれしそうに九遠の隣に座って解説する。九遠はわからない部分は花火に聞きまくり、花火はそのたびに大きな胸を偉そうに張って高説を垂れた。ノートを取るのも忘れない。きょうも先輩のおっぱいがおおきい。めちゃくちゃおおきい。揺れてる。




　翌日は、月衛騎士団ルナテイツク・オーダーのランク戦だった。

　九遠は意識して、冨士隊長の指示を聞く。まず驚いたのが決断の早さ。迷いが全く無い。相手の手の内や実力を知り尽くしている部隊同士、正攻法や奇策が絡まり目まぐるしく戦況が変化する。どんな状況でも淀よどみなく指示を出し、チームを鮮やかに勝利へと導く手腕に九遠は感嘆した。

　冨ふ士じだけではない。学園最強の騎士である花はな火びの援護射撃や切り込みは、前世で英雄だった九く遠おんですら目を見張るものがある。そして凜りんの射撃も恐るべきものだった。弾幕をばら撒まいて目め眩くらましをしていたと思ったら、それに混ぜて精密な狙撃も行っているのだ。一秒間に異なる種類のライフルを二丁交換しなければできない芸当である。凜の手は、実は四本あるんじゃないかと九遠は思っていた。

　以下は、九遠が最も感動した試合のハイライトだ。

　定例の開幕射撃後、花火と凜が執しつ拗ように射撃を継続。コントロールによる援護射撃にスナイプガンナーの狙撃はもちろん、最高魔力デイヴイジヨン５のサーヴァントとスカウト・ノヴァ・ライフルによる【三式火砲】を無視できない相手は仕方なく射撃に付き合うことになり、戦況は長距離射撃戦へと移行した──まさにその瞬間、左側面から大きく迂う回かいした九遠が、敵の固まった陣地へ躍り出た。彼が感動したのは、それまで一切自分の存在を相手に感知されなかったことだった。

「コントロールがしっかりして、仲間が上手いと、アタッカーは目の前の敵に集中できる。こうなるよう、いつも考えているよ」

　学園ランク一位部隊の隊長の言葉を思い出しながら、九遠は相手の四騎を斬り倒した。




　クラスのチーム戦で、九遠のコントロールするチームが初勝利を収めたのは、その翌日のこと。

「コントロールすらこなすとは……。桶おけ川がわ九遠……やはり天才か……」

「いや、あいつ最低魔力デイヴイジヨン１だから才能は無いんだけどな」

「そこが余計にすごいわ。ていうか言われるまで忘れてたわ」

　クラスメイトの評価に、なぜかエヌが「ふふん」と自慢げに鼻を鳴らしている。




【幕まく間あい・花はな火び日記③】

　帝国暦　三五六年　五月十日　鈴すず鹿か花火　記

　九遠くんの成長が著しい。もともと機剣術による近接格闘能力は高かったが、それに状況判断能力も付いてきた。『コントロール』を学んだ成果が確実に彼を強くしている。

　私も九遠くんに剣術を教わっている。まだまだ付け焼き刃だが、努力してモノにしたい。彼は「筋が良い」と褒めてくれる。世辞が上手いのも困りものだ。真に受けて鍛錬を欠かしてはいけない。

　剣術を習うにあたって、九遠くんと手を握ることが多くなった。彼の手は小さいのに、暖かくて、強くて、硬いマメがたくさんある、剣士のそれだ。

　生まれの魔力値に悲観せず、努力を欠かさない人間の手を、私はとても好ましく思う。

　深い意味は無い。




【非公開記録】

　帝国空軍・強襲偵察部隊・本日の作戦行動中行方不明ＭＩＡ者数：十二名。




☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆




　入学から一ヵ月が経ち、学園生活にも慣れはじめたある日の放課後。

「今日は『うみ』に出るよ」

　ミーティングルームに集まった隊員たちへ、相変わらず爽やかな笑顔で冨ふ士じが言った。

「海ですか？」

　九く遠おんが尋ねる。もちろん、上弦諸島の周囲は海ばかりだが。

　笑顔を崩さぬまま、冨士は答えた。きらん、と笑顔が輝いて見える。

「レクリエーションさ」




　やめといた方が良いんじゃないかなぁ、とは思ったのだ。

　凜りんの差し出した水着があまりにも布地が少なくて、いつもなら止めている冨士隊長は珍しくクラスメイトとどこかに行ったきり帰ってこず、九遠が顔を真っ赤にしている横で、『武士姫』こと鈴すず鹿か花はな火びは実に泰然とそのビキニを受け取った。

　紐ひもに、申し訳程度の三角形があてがわれているだけだった。

　先輩、それ本当に着るんですか。

　それ着て、本当に海に入るんですか。

　学園から船で三十分揺られた先に茂もて木ぎ家のプライベートビーチがある。茂木家とはもちろん凜りんの実家で、花火も小さい頃から一緒に暮らしている。姉妹のように育った凜と花火は勝手知ったる我が家といった調子で別荘に入ると、前述のやり取りがあった末に花火がひとり更衣室代わりに吊つるされたカーテンの向こうへ消えていった。

　ぱさり。衣きぬ擦ずれの音がした。

　カーテンの向こうでは花火が服を脱ぎ、いまにも紐ビキニを着ようとしている。

　先輩、他の月衛騎士団ルナテイツク・オーダーの騎士も一緒に来てるんですよ。

　男子もたくさんいるんですよ。

　本当にそれを着るんですか。

　何度も言いかけた言葉はどうしても口に出せず、いや出そうとしたたびに凜からチョークスリーパーをかけられて止められていた。後ろで九遠の首を締める凜は、

「──花火の可愛いとこ、見たくない？」

　と囁ささやいた。

　悪魔のそれだった。

「もちろん、露出度が高いだけじゃないよ？　──いいから、いいから聞いてきゅーくん。男子に野獣モードと賢者モードがあるように、花はな火びにも二つの顔があるのよ」

　どういうことですか、と首だけで九く遠おんは尋ねる。

「いいから見てなって。『武士姫』の可愛いらしさを、さ」

　ウィンクのひとつでもしてくれれば安心できるのに。

　凜りんはただただ悪い顔で「にやり」と笑うのだった。




　やっぱり止めておけば良かった。

　全部で八つある月衛騎士団ルナテイツク・オーダーの全騎士三十名（男女比五対五）が浜辺で遊んでいると、平常心を養う修行とかなんとか凜に言われて騙だまされた花火が裸みたいな紐ビキニで出てきた。

　だまくらかした凜も凜で、ワンピースなのにあちこちが丸く空いている裸より卑ひ猥わいな水玉モザイク水着を披露して自信満々にやってくる。

　次の瞬間にはバスタオルを持った冨ふ士じがすっ飛んできた。

「誰かに見られたらどうするんだ君たちは！」

「誰にも見せてないじゃんせっかく着たのに！」





[image: ]





　凜りんと冨ふ士じのまったく嚙かみ合あわない議論が起こる。力ずくで彼女を別荘へ引き連れていこうとする冨士と、セクハラだパワハラだとぎゃーぎゃー喚き立てる凜。

　その二人の間に、「まぁまぁ、落ち着き給たまえよ」とその肢体を惜しげもなく夏の太陽の下に晒さらした花はな火びが割り込んで、

「あ」

　冨士の指が花火の背中の紐ひもに引っかかった。

　紐ビキニがぐいーと引っ張られてもう保たない。

　騒ぎに気付いた他の騎士たちが花火を見る。

　人生で一番速く動いたと九く遠おんは思う。

　鍛えに鍛えた脚力でもって五歩の距離を一足飛びで縮めた九遠は、宙に舞うバスタオルを引ひっ摑つかみ花火を隠す。そこまでは良かった。しかし足場が悪かった。砂に足を取られた九遠は勢い余ってバスタオルごと花火に突進し、

「──ふむ？」

　堂々と仁王立ちをした花火からついに水着が取れた。すっ転んだ九遠の視界いっぱいに肌色が映る。ごつん、とも、ぷにょん、とも言えぬ効果音を頭の片隅で聞いて、花火の爆乳に九遠が頭からダイブした。

　顔にかかる砂が熱い。鼻孔をくすぐるのは潮の香りと女性特有の甘い匂い。太陽の光を跳ね返してきらきらと輝く水面と、馬鹿みたいに水の透き通った蒼あおい海が斜めに一瞬だけ見えた。

　転倒。

　顔中がめちゃくちゃ柔らかくて、いい匂いがする。

　はたから見れば、花火の水着を脱がした挙げ句に白昼堂々と砂浜へ押し倒した九遠がおり、その頭の上に、ぱさり、とバスタオルが降ってきて、花火の胸と九遠を隠したところだ。

　頭の上で、花火がふむ、と頷うなずいた。

　九遠は身動きが取れない。下手に動けば、自分の頭に乗っかったバスタオルが取れてしまって花火の裸体が見られてしまう。なんとかバスタオルを取らないようそーっと爆乳の狭間から出ようと試み

──動かないで。

　花火に囁ささやかれた。

　そうして彼女は『胸に挟まった九遠ごと』バスタオルを身体に巻いて立ち上がり、

「すまない。水着が取れてしまったようだ。失礼する」

　いっさい恥ずかしがることなく言い放ち、啞あ然ぜんとする凜と冨士と騎士面々を取り残したまま颯さつ爽そうと踵きびすを返して別荘へと戻っていった。

　胸の谷間に九く遠おんを抱えたまま。




　モードチェンジ。

　悠然と砂浜を後にした花はな火びは別荘の扉を開けて中に入り後ろ手に鍵を締めてからようやくバスタオルを取った。九遠が解放されてすとん、地面に着地する。

「あの、先輩……？」

　なぜか連れてこられた九遠が恐る恐る声をかける。

　結果的に九遠が花火に飛び込んだ形になってしまった。誤解されていないだろうか、と不安になりつつ花火を見上げるとそこには、

「……………………」

　何の感情も宿していない武士姫の顔と、九遠の頭と同じくらい大きな丸出しおっぱいがあった。慌てて下を見る。

「九遠くん？」

「はっ、はいっ！」

「私の胸、見た？」

「見ました！」

　しまった、と九遠は思う。またありのままに答えてしまった。

　絶対怒られる、と震えながら下を向いていると、

「はうぅっ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!!」

　言葉にならない呻うめき声ごえを上げながら、何かが九遠の視界に降りてきた。その場に座り込んだ上半身裸の花火の頭頂部が見える。

「はうぅぅぅっっっ～～～～～～～～～～っ！　はふぅ～～～～～～～～～～っ!!」

　屈んだ花火のつむじが、なおも力なく叫ぶ。

「花火先輩……？」

「忘れてっ！　今日見たことはぜんぶ忘れてっ!!」

「え？　は？」

　予想外の言葉に九遠の頭は混乱する。や、よく考えれば『裸を見られた女子が言う台詞』としては普通のことなんだけど。

　このひとさっきまで全然そんな素振りなかったじゃん。

「花火先輩、その……恥ずかしい、んですか……？」

　膝を抱えて見上げる花火は、上半身どころか全裸に見える。その太ももに潰されて形が変わり、横にぽろりと零れ出た爆乳を見ないようにしつつ、涙目で答える彼女の声を聞く。

「当たり前だっ！　恥ずかしくないわけがないでしょう!?」

「で、でも、さっきは堂々としてて……」

「それは…………皆の前だから………………学園一の『騎士』として、ちゃんとしないとって思って…………わ、私だって羞恥心くらいある！　前にも言った！」

「聞いたかも知れません……」

　さっきまで顔色ひとつ変えなかった花はな火びが、いまや耳まで真っ赤である。その姿は完全に花も恥じらう『乙女』。いつもの『武士姫』からは想像もつかない。

　なるほど、と九く遠おんは思った。これが凜りんの言っていた『花火の可愛いところ』で、『花火の二つの顔』のひとつということか。

　なんだか可お笑かしい。

　すごくしっかりしてるけど、やっぱりまだ十八歳の女の子なんだなぁ。──と、九遠は自分の歳も忘れて微笑んだ。何気なく言う。

「先輩って、可愛いらしいですね」

「なっ～～～～！　な、な、生意気だぞ九遠くんっ！」

「ごめんなさい」

「悪いと思ってないだろう、いまの言い方は！」

「思ってますよ」

「本当？」

「本当です」

「ならいいけど……」

　花火の肩がぶるりと震えた。床に落ちたバスタオルを拾って彼女にかける。

「なにか羽織るものを持ってきますね」

　パーカーくらいなら用意してきたはずだと部屋の奥へ行こうとした九遠の腕を、ぱしっと花火が捕まえた。

「先輩？」

　顔を上げた花火が恥ずかしそうに涙目で訴える。

「も、もう少しだけ、ここにいてくれない？」

　断れるはずがなかった。

「──もちろんです」

　頷うなずいて彼女の隣に座る。花火がちら、と九遠を見た。

「君は、不思議だね」

「何がですか？」

「とても、年下には思えないよ。なんだか……」

　膝小僧に頭をくっつけて、花火は呟つぶやく。

「すごく落ち着くんだ。君の隣は」

　それは喜んで良いのだろうか。男として。

　上弦学園から船で三十分ほど揺られた先にある茂もて木ぎ家のプライベートビーチの別荘で、膝を抱えた裸の乙女と並び、九く遠おんはぼんやりと天井を眺めてそんなことを考える。

　冨ふ士じにこっぴどく[image: ]られた凜りんがふてくされながら、二人の背中を預かっている扉をドンドン叩たたくまで、もうしばらく猶予があった。

　それまでふたりは、一言も交わさずにじっと座っていた。

　悪い沈黙では、なかった。




☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆




　それからしばらくして。

　ある日の放課後。

「今日は『うみ』に出るよ」

　ミーティングルームに集まった隊員たちへ、相変わらず爽やかな笑顔で冨士が言った。

「海ですか？」

　九遠が尋ねる。ついこの間、行ったばかりではないか。

　笑顔を崩さぬまま、冨士は答えた。下を指差して。

「いや、深う海みだ」




　Ｄ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバの行動範囲は広い。陸海空・宇宙・そして深海にも対応している。

　それを可能にするのが『魔女の泡ヴアント・ポツプ』と呼ばれる魔力バリアだ。外側からのありとあらゆる攻撃を弾くこの泡は、深海の高水圧にも対応し、光の届かない低温域でも熱と空気を逃がさない。騎体による泡温調整と空気循環のおかげで『魔装騎士マニユーバ・キヤヴアリアー』は超深海層でも自由自在に移動することが可能だ。

　ただし、魔力が尽きぬ限りは。




「いいか！　絶対に魔力切れを起こすなよ！」

　冨士が五回目になる忠告をした。

「『泡』を無くしたら水圧で人間なんてすぐにぺしゃんこになるからな！　相撲取りがケーキを踏み潰すよりぺしゃんこになるんだぞ！　緊急時は仲間に摑つかまれ！　識別が味方なら泡を共有できる！　わかったか！」

「はいっ！」

「今回は『第一機動戦隊』の先輩方について周辺海域をパトロールするだけだ！　いつも通りでいい！　だが絶対に魔力切れを起こすな！　Ｄ・Ｍが解除されたら死ぬぞ！」

「はっはいっ!!」

　緊張の極地で確認しあう冨ふ士じと九く遠おんの会話に、女子二人が呆あきれて口を挟む。

「隊長、脅かしすぎだ」

「それじゃきゅーくん、よけい硬くなっちゃうよー？」

「ん？　そうか……。よし、桶おけ川がわくん、気楽に行こう。でも魔力を切らすと死ぬ」

「はいぃぃぃぃっ！」




　上弦諸島・帝国空軍・第四桟橋。

　全長二百十九メートルの巨大な船──機動母艦『紅く鷹おう』がゆっくりと出港したのは数十分前のこと。『機動魔装騎デイヴイジヨン・マニユーバ』の母艦として活躍する、その名の通り真っ赤なこの艦は、水上はもちろん、飛行もできるという。

　前後に付き出したカタパルトからＤ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバを纏まとった騎士を射出することもあれば、今回のように後部ハッチから小型高速艇を発艦させることもある。高速艇の中には騎士が詰めており、目標地点まで移動・潜水してからＤ・Ｍを纏って深海へ出る。

　冨士の言う先輩方──月衛方面軍・第一機動戦隊・第三分隊は四名の騎士によって編成されていた。月衛方面軍所属のほとんどの騎士は『上弦魔装学園』出身だ。第三分隊もご多分に漏れず。彼らと冨士隊はそれぞれ分かれて高速艇に乗り、目標地点までいっときの休養を取る。前世でも体験したことのない深海での機動に怯おびえる九遠を乗せて。

　二隻の高速艇、『焰ほのお』と『雫しずく』が第三警戒区域に入る直前、恐れる九遠のためのレッスンは始まった。すでに潜水は始まっている。高速艇『雫』の最後尾にある狭い待機室で、冨士隊の四人は二回に別れてＤ・Ｍを纏う。とにかく狭いので機能は最低限のみ。

『魔女の泡ヴアント・ポツプ』を発現するだけの『核コア』と小さなノズルを身に付け、注水開始。待機室内がゆっくりと海水で満ちていき、しかし泡に包まれた騎士たちは一切濡ぬれること無く、不可視の魔力バリアの出現を確認。そしてロックを開ける。

　黒。

　九遠が思っていたよりも、ずっと暗い空間が目の前に開けた。太陽光の届かないその暗黒さが更に九遠の恐怖心を煽あおるがいまさら引き返せない。

　どうかぺしゃんこになりませんように。

　冨士に続いておっかなびっくり艇の外へ。とんでもない浮力と水圧がかかっているはずなのに、搭載されている姿勢制御装置スタビライザーの性能のおかげか、Ｄ・Ｍの動きは地上よりも容易に行えた。

「いいか桶川くん、ぜったいに魔力を切らすんじゃないぞ！　死にたくなければな！」

　忠告八回目。

　艇の出口に付いている出っ張りを力いっぱい摑つかみながら、九遠は半泣きでぶんぶん首を縦に振る。

　何しろ九く遠おんは最低魔力デイヴイジヨン１なのだ。騎士どころかその辺のおっさんよりも少ない魔力しかないのだ。冨ふ士じや凜りんと比べれば千分の一で、花はな火びと比べようものなら一万分の一しかない。花火より一万倍早く持ち時間が減ると言っていい。死ぬ。

　それでも「激しい運動をしなければ大丈夫だ」と冨士は言う。末期の入院患者を一時的に外出させる医者が言いそうな台詞だと思いながら、九遠はその言葉にすがった。激しい運動はしない。決してしない。

　だが、

「レーダーに感あり。敵影三、いや四。まっすぐ『上弦』へ向かっている」

　最高魔力デイヴイジヨン５の射撃寄り万能騎が捉えたその情報を、騎士としてスイッチが入った花火は通信に声を乗せて淡々と告げる。

　これはパトロールなのだ。

　人類を追いかけているのか、はたまた人類以外の新しい獲物を探しているのか、『上弦』周辺の海域へノコノコと現れた『はぐれジェイヴ』を見つけ出しては殺す任務なのだ。生意気にも自動迎撃システムに引っかからない深海から攻めて来る化け物どもを狩る任務なのだ。

　つまりは、実戦である。

　魔力で包まれた煌こう弾だんや機動力の源となるスラスターは、水中の影響を受けない。桶おけ川がわ九遠はこの日、初の深海遊泳から初の実戦まで経験することとなった。脳内の九遠が小学校の教室で手を挙げた。

「先生……『戦闘行為』は激しい運動に含まれますか……？」

「バナナじゃないんだ、おやつには入らんよ。さぁ行くぞ、九遠くん。なに、遠足には変わらん」

　顔面蒼そう白はくになっている九遠に、花火が頼もしく笑ってその手を握る。二人の泡がひとつになり、九遠の視界隅に表示されていた稼働時間が一気にばびゅんと五千倍に増えた。花火の魔力が共有されたのだ。これがもし株価だったら国が崩壊したんだろうなと思う程度にはびっくりした。

「こうすれば安心だろう？」

　ぎゅ、と手を握る『武士モード』の花火。

「あ、はい……」

　不覚にも九遠の乙女心がキュンとした。女だったら惚ほれてたと思う。私の王子様……。

　ふふ、と微笑む花火はもう片方の手も九遠と合わせ、背中のウィングを展開し、彼を連れて加速する。すでに他の仲間は九遠を花火に任せて先行していた。

　彼らが戦場へ辿たどり着いたのは、すでにはぐれジェイヴが第三分隊の先輩騎士たちによって殲せん滅めつされた後のことだった。




　パトロール再開。

　各々Ｄ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバを最小限に展開し、巡航速度でルートを巡る。

　先輩騎士たちを先頭に菱ひし形がたの陣形を組み、索敵は怠らない。左端担当の花はな火びと最後尾の冨ふ士じに挟まれて、九く遠おんは進む。

　水深はおよそ千メートル。Ｄ・Ｍを介した視界は、わずかな光を元に周囲をくっきりと見せてくれて、良好だ。

　緊張の解けた九遠は、花火から巣立ってひとり海中を泳いでいた。なるほど確かに冨士の言う通りで、激しい挙動をしなければ魔力の減りは少ない。地上よりも省エネなくらいだ。ブレードを展開して色々試したいところだが、警戒中のため後にする。あ、なんかデカくてケバい魚の群れがいる。すげぇ不ま味ずそう。




　自分を間に挟みながら、チームの先輩二人が個別通信を交わしていることには気付かない。




　花火が左側面を見るともなしに見ながら、冨士へ音声通信を飛ばす。月衛方面軍・本隊の騎士といえど最高魔力デイヴイジヨン５は一人もいない。彼女の纏まとう『黎れい明めい』以上の索敵能力を持つＤ・Ｍもまた、無いのであった。

「どういうことだ、冨士くん。いきなり海のパトロールに呼ばれるだなんて」

　ノイズ越しに冨士が答えた。

「わからない。うちには新入生がいるから他に回してくれと言ったにも拘かかわらずこれだ。他の部隊も明日から駆り出されるらしい。少しでも警備を強化したいのか、あるいは」

「使える学生を探している、か」

「ああ。ここのところ、例の数も増加しているらしい。いよいよかも知れない」

「……まだ、もう少し先だと思っていたんだがな」

「この道を選んだときから、覚悟はできている。君もそうだろう？」

「…………」

「鈴すず鹿かくん？」

「ああ、いや、無論だ。そうでなくても、何もしなければ我々に未来は無い」

「やるべきことをやるだけだな」

「……この話、彼にはするのか？」

「君に任せようと思っている」

「なぜ？」

「チームの中で君が一番、彼を大切に思っているからだ」

「……否定はしないよ」

「後悔もしないようにな」

「君もな」

　二人でお互いを見やる。その間でちょこまかと嬉うれしそうに泳ぐ九く遠おんを眺めながら。




「桶おけ川がわ九遠、と言ったか、新入生は」

　パトロール開始から四十分が経過した頃、集中が切れかかっているのを見計らったのか、第三分隊の隊長が全員通信で尋ねた。映像は無しで、低い女性の声だった。慌てて答える九遠。

「は、はい！」

「海へ出るのは今日が初めてらしいが、問題ないか」

「はい、ありません！」

「本隊でも、冨ふ士じ隊は優秀と評判だ。希少な最高魔力デイヴイジヨン５もいる。良い経験になるだろう」

「はい！」

　少しの中断のあと、

「……ずいぶん幼い声だと思えば、なるほど。貴様まだ十三か。それで月衛騎士団ルナテイツク・オーダーとは将来有望だな」

　九遠の情報を閲覧していたらしい。

「ありがとうございます！」

　明らかに部隊の緊張をほぐそうとしている褒め方に、しかし型通りの返事しかしない──できない九遠である。

「ふふ、冨士はこんなに素直ではなかったな」

「……やめてください、筑つく波ば隊長」

　次の獲物に選ばれた冨士が、苦々しそうに答えた。その反応が気に入ったようで、筑波と呼ばれた女性隊長は楽しそうに続ける。

「初めて任務に連れて行った時、貴様は何と言ったかな？　ふふ」

「覚えておりません」

「貴様も十三だった。こう言ったな。『自分は月衛方面軍一の部隊を作ります』と」

「申し訳ございません、周辺の警戒を優先致します」

「なぁ桶川。おかしいと思わんか。本隊一の『騎士を目指す』ではなく、『部隊を作る』と言ったんだ。この男は十三歳にしてすでに、己の道が戦士よりも指揮官であると知っていたのだ。全く可愛げがない、ふふふ」

「は、はぁ……」

　すでに学園一の部隊は作っています、とは思っていても口に出来ない九く遠おんである。

「貴様はどうだ。どんな野望がある？　何を思って騎士養成校になど入ったのだ？」

「ぼ……自分は……」

　花はな火びが九遠を期待を込めた目で見る。後ろを向いていた冨ふ士じが振り返る。凜りんももちろん楽しげに見ていて、隊長以外の先輩騎士三人はちらりと九遠を見やり、筑つく波ば隊長は真っ直ぐ前を向いたまま九遠の言葉を待った。

　九遠は思う。

　決まっている。

　そんなことは、決まっている。

　前世でやり残したこと──二歳と四ヵ月にして理解し、決意した己の人生の目標。

「自分は、桶おけ川がわ九遠は、いずれ再来する女王を殺し、地球上にあるジェイヴの『ゲート』を破壊するために『騎士』となります。奴らを、この世界から追い出すために」

　どこか遠くでイルカが鳴いた。きゅーい、という音をセンサーが拾う。その鳴き声は下方へと響き渡る。見ると、自分たちの下には巨大な谷があった。海溝だ。どこまでも深い海の山脈に九遠が圧倒されていると、先輩たちの返事がないことに気づく。

　通信が切れたのだろうか、と思うほどの静寂の後、

「はーっはっはっはっはっは！　はーっはっはっはっはっはっはっはっはっはっは！」

　哄こう笑しようが通信に乗って響き渡った。

　それまで黙っていた先輩騎士たちも、堪え切れない様子で吹き出した。

「……あれ？」

　何かおかしなことを言ったのだろうか、と九遠は思う。最低魔力デイヴイジヨン１であることを忘れて。

　頭の後ろで浮いていたエヌが、誰にも聞こえないくらいこっそりとため息をついた。

「ゲートの破壊なんてできるわけないだろ！　『英雄』ですら叶かなわなかったことを！」

「それも最低魔力で！　はははは、笑わせてくれるな腹が痛い！」

「夢が大きいのは結構だがな、身の程をわきまえろ、能無しのディヴィジョン１！」

「くくく、いいじゃないか、お前たち。まだ子供なんだ。わからないこともあるさ」

　第三分隊はなおも笑い続ける。おかしくておかしくてたまらないらしい。

　それを憮ぶ然ぜんと聞いていた花火が、我慢の限界と言った顔で──まるで自分の大切な夢を笑われたかのような表情で──口を開いて、

「──私は、」

「花火、ダメだよ」

　個別通信で凜が抑えた。そっぽを向きながら。冨士がすばやく隊長権限で花火の通信を制限した。そっぽを向きながら。花火の通信が第三分隊へ繫つながらなくなる。

　怒りに任せたタップ操作で凜と冨士への通信を開いた花火が叫んだ。

「止めるな！　言わせろ！」

「だーめ。絶対止める。だって花はな火びを留年させたくないもん。一緒に卒業したいもん」

「…………ぐっ」

　学徒部隊が本隊へ粗相をするとペナルティが加えられる。あくまで研修であり、学生らしく言えば『社会科見学』なのだ。作戦に参加させてやってる、という体裁である。その学生が本業へ逆らえば学園のＯＢたちが黙ってはいない。良くて留年、悪くて退学である。もちろん、最高魔力デイヴイジヨン５で学園史上最強と謳うたわれる騎士をぞんざいには扱わないだろうが──。

「サーヴァント使ってぶん殴ろうとしたでしょ。撃たなくても本隊へ向けた時点でアウトだよ。普通だったら学園どころか上弦から追放されちゃう」

「それは、そうだが…………なぜわかった………………」

　バツの悪そうな言葉は反省の合図である。凜りんはようやく花火を見て言った。舌を出す。

「私も模擬弾撃ちそうになったから」

　冨ふ士じがやれやれとため息をつく。

「君たちは……まったく……」

　そこへ、

「あのう……」

　と、今の会話からは外されていた九く遠おんが三人へ通信を開いた。

「どうしてみなさん、笑っているんでしょう……？」

　心底わからない、と言った声で聞くものだから、冨士も凜も笑ってしまう。花火だけは心底傷ついた表情を見せ、思わず九遠を振り返り、

　だから気が付いた。




　笑い声しか聞こえない通信の真ん中で、九遠はこっそりため息をつく。

──やっちまった。久しぶりだな、笑われたのは。

　最近、学園ではそういう扱いを受けていないものだからすっかり油断していた。この世界は、『魔力』が絶対であるこの世界は、『最低魔力デイヴイジヨン１は笑っても良いことになっている』んだった。

　腹は立ったが、それだけだ。かつて鈴すず鹿か八はち識しきの態度がどうだったかと言えば、彼らと似たようなものだった気がする。むしろ、存在が見えてすらいなかったかも知れない。

　この学園が、いや、この部隊が暖かすぎるのだ。

　みんな、ディヴィジョン１の自分に良くしてくれ過ぎる。普通は、ああいう反応をするものだ。

　納得する。納得したつもりになる。納得したはずだった。

　記憶と魂は鈴すず鹿か八はち識しきのものなのに、魔力と肉体はそうではない。

　だから身体は勝手に反応する。視界がボヤける。あれ、と思ったら何故か頰ほおが濡ぬれていて、気が付けば隣に花はな火びがいた。

「──せんぱ」

「私はね、九く遠おんくん」

　任務中に隊列を崩すなんてのはもちろん禁止だ。それが一個人の私情に沿ったものならなおのこと。

　だが、花火はそんなこと知ったこっちゃなかった。

　他の誰でもなく桶おけ川がわ九遠が、嘲笑されて傷付いて、それを気付かせまいとして、たった一人で暗い海の底で泣いているのだ。そんな光景を見せられたら、花火は何があっても放っておけないのだ。

　泡と泡をくっつけて一つにする。花火の両手が伸びて、九遠の顔を優しく包む。そうして微笑んで、さっき言おうとした言葉を九遠だけに告げた。

「君なら、きっとできると思う。時間はかかるかも知れない。何度も失敗するかも知れない。でも、君なら絶対にできる。私は君のことをいつも見てるから」

　だからわかる。信じられる。そう言って、九遠の涙を指で拭って花火は隊列へ戻っていった。九遠が泣いているのを見たのか、先輩騎士たちは陣形を乱した学生に、何も言わなかった。

　記憶と魂は鈴鹿八識のものなのに、魔力と肉体はそうではない。

　悔しくて、嬉うれしくて、涙が止まらなかった。




　その後、パトロールは順調に進んだ。遭遇戦が二回ほどあったが、どれも大したことはなく、冨ふ士じ隊は後方で待機しているだけで終わった。

　涙は、すっかり乾いていた。




【幕まく間あい・花火日記④】

　帝国暦　三五六年　五月十三日　鈴鹿花火　記




　九遠くんが泣いていた。あの子が泣くのを初めて見た。その時は、悔しさもあったが、それよりも切なさ（？）なるものが私の心を支配していた。

　私は言うべきことを言ったはずだ。言ったはずだあああああああああああああああああああああああああああ恥ずかしいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい両手を彼のおおおおおお顔に置いてええええええ涙をおおおおおおおおお何であんなことを先輩方の前でええええええええええええええ




　ベッドで頭を抱えてじたばたしていたら同室の凜りんが変な目で見てきた。抱き着いてきたので、「プロレスではない、あっちへ行け」と言ってやったら、何か企んだ顔で戻っていった。

　何だというのだ。

　念のため、日記のパスワードを変更しておく。

　９９９９９９９９９

　９を九つ並べてみる。最近、九という数字が好きになってきた。

　深い意味は無い。




【幕まく間あい・？？？？】

　ついー、と誰かの日記がスクロールされていく。

　同室の誰かを起こしたくないのか、暗闇の中でデバイスウィンドウだけが光っていた。

「きゅーくんのことしか書いてないじゃない」

　日記を読んだメガネの女性が楽しそうに、くくくっと笑って、「深い意味は無い」の後ろに草を生やしておいた。「深い意味は無いｗｗｗ」

　その下へ更に「あるだろｗｗｗ」と書いたが、これはさすがにバレると思って消した。

「良いなぁ花はな火び。青春だなぁ」

　誰の夢を見ているのか。同室の彼女の寝顔は、本当に幸せそうだった。




【非公開記録】

　帝国空軍・強襲偵察部隊・本日の作戦行動中行方不明ＭＩＡ者数：十五名。

　ゲート付近に制御装置と思われる『肉柱』を発見。




【幕間・花火日記④・追記】

　あの「ＷＷＷ」は寝ね惚ぼけて打ったのだろうか。ワールド・ワイド・ウェブ？




☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆




　六月。

　鈴すず鹿か花火と七星楓かえで・学園長のエキシビジョンマッチがある。

　そんなニュースが学園内を飛び交った。出元は不明だが、広めたのは高等部のハッチャケ新聞部だ。アオリはこう。

『学園史上最強の騎士と、世界人類最強の騎士。果たしてどちらが強いのか！　血で血を洗うキャットファイト！　マグロ、ご期待ください。』※マグロ＝機動『魔マ』装騎で白『黒グロ』付けるぜの略：上弦学園新聞部注釈。

　多くのニュースがそうであるように、この情報もまた微妙な誤りがあった。正確には、冨ふ士じ隊四人と学園長一人での模擬戦であった。月衛騎士団ルナテイツク・オーダーのランク一位を不動のものにしている冨士隊をボコボコにして気を引き締めさせることが目的だと言う。真実は再び学園を飛び交い、七星楓かえでに傾きかけたオッズが均衡へと釣り合っていく。実は胴元のハッチャケ新聞部の部費が潤うこと潤うこと。

　結果は圧勝であった。戦闘時間はわずか七十七秒。

　生徒たちは安心した。俺達・私達は間違っていなかった。そして帝国もまた、間違っていなかったのだ。自分達はこの学園に入って良かったし、政府がこの学園のトップに『あの人』を置いたのも正しかった。

　七星楓。

　右の騎士は、いまだ人類最強である。




　人類最強の説教とは如何いかがなものだろうか。

　何ということはない。無駄に天井の高い学園長室に集まって四人で正座である。

「九く遠おん、お前はまだ突貫アホ野郎の癖が直ってねぇなアホ。

　花はな火び、お前の剣術はまだまだ付け焼き刃だ剣筋が見え過ぎなんだよアホ。

　凜りん、お前は狙撃の腕に頼りすぎなんだよもっと攻めろプレッシャーがねぇんだよアホ。

　そしてチーム全員のアホを背負って立つ究極のアホがお前だ冨士このアホ。策が見え見えの上にそれが破られたら個々人の力量に任せるってどんだけアホだ。私が『七秒の王撃セブンカウント・ストライク』を使うのはわかってただろうが真っ向から撃ち合いやがって甘ぇんだよ。初めに言っただろうが人間じゃなくてジェイヴを相手にするつもりで来いって。やつら相手に正々堂々なんて本物のアホがすることだこのアホンダラ」

　丸めた写真週刊誌で木魚のようにぽくぽくと頭を叩たたかれる冨士。隊長らしく部隊の責任を一身に請け負うつもりなのか、反省した顔を作って「はい」と「仰る通りです」と「申し訳ございません」をランダムで発している。

　よせばいいのに、見かねた九遠が口を挟む。

「あのぅ、師匠、いくらなんでも『七秒の王撃』を使うのはちょっと」

「木剣、素振り、二百回」

　楓がイケメン隊長の頭でマニアなビートを刻みながら振り返りもせずに言った。

「へ？」

「私に口答えしたな。そのペナルティ。木剣、素振り、三百回」

「増えてる!?」

「木剣、素振り、よんひゃ」

「うぉ桶おけ川がわ九く遠おおぉん！　木剣、素振り、三百回ぃ、始めますぅぅぅ！」

　正座から跳ね上がった九遠が、なぜか壁に掛けられている木剣の中から一番軽いものを選んで振りかぶって、

「それじゃねぇアホ」

　楓かえでが長さ二メートルのめっちゃ重たい木剣を指差した。「こっち」

　やる前から疲れきった九遠が素振りを始める。

「…………いち」

「声が小さい。追加五十」

「いーち！　にーい！　さーん！　しーい！」

　もはやヤケクソである。何が悲しくて試合後ミーティングの最中に正座している先輩の真横で重量三キロの木剣で素振りをしなければならないのか。天井が高い理由などわかりたくはなかった。凜りんが必死に笑いを堪えていて腹立たしい。九遠のさんじゅさーん！　の声と冨ふ士じの頭がぽく、と鳴るのがシンクロした。ポップンなミュージックに乗せて『ＰＥＲＦＥＣＴ！』のエフェクトが出た気がする。微動だにしない花はな火びに武士の潔さを見ながら、九遠は三十四本目を振った。




　七星楓は高魔力デイヴイジヨン４である。

　本来、一対一であろうとも、最高魔力デイヴイジヨン５である花火が高魔力の楓に負けることは有り得ない。九遠との模擬戦とは違い、今日の彼女は特性を活かした射撃戦を行ったのである。でも負けた。

　ディヴィジョンはひとつ上がるごとに、魔力値の桁もひとつ跳ね上がる。仮に速度で表すならば、なめくじ（Ｄｉｖデイヴイジヨン１）、よちよち歩きの赤ん坊（Ｄｉｖ２）、時速十キロで走る人間（Ｄｉｖ３）、時速百キロで走る車（Ｄｉｖ４）、時速千キロで飛ぶ航空機（Ｄｉｖ５）に例えられる。ディヴィジョンが上がるごとに、乗り越える壁が高く、厚くなっていく。

　ゆえにディヴィジョンが高ければ高いほど、上位の者には勝てなくなる。常識であるし、教科書にも載っている。

　だが、常識を覆すから天才であり、七星楓は人類最強なのである。

──『七秒の王撃セブンカウント・ストライク』。

　彼女専用Ｄ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバ、『境きよう界かい【昴すばる】』の特殊兵装であり、これがある故に七星楓の強さがあると言っても過言ではない。

　その効果は、『七秒間だけディヴィジョンを最高５に引き上げること』。

　楓はこれを使用し、その上さらに『七しち星せい剣けん武ぶ』を用いて、最高魔力たる鈴すず鹿か花火を撃墜した。

　この特殊な兵装は『七しち星せい剣けん武ぶ』を修めた者のみが使用できる。『七星剣武』使用者のための武装である。要求される魔力が莫ばく大だいすぎて、最高魔力デイヴイジヨン５でさえ足りないのだ。

　そんなシロモノを高魔力デイヴイジヨン４がどうやって使うのか？　答えはすでに、楓かえでが九く遠おんへ話している。ガイドであるエヌを彼に預けるとき、彼女はこう言っていた。

「『七星剣武』の奥義に通じる技に、魔力消費を京分の一に抑える呼吸法がある。どっかのアホが破門されていなかったら習得していた技だ」

　そのアホなら、いま生まれ変わった身体で木剣を振っている。

　だが、人生を賭けてまで愚直に稽古を続けるアホだけが、『七星剣武』の奥義へと到達できることを七星楓は知っている。かつての自分がそうであったように。

『七秒の王撃セブンカウント・ストライク』。それは『七秒間だけディヴィジョンを最高５に引き上げる』特殊兵装。

　冨ふ士じの頭で太鼓を達人するのをやめた楓が、愛まな弟で子しを眺めながらぽつりと呟つぶやく。

「七の次は八。八の次は九か」

　七星楓から鈴すず鹿か八はち識しきへ。鈴鹿八識から桶おけ川がわ九遠へ。

　その名を、剣武を、特殊兵装を引き継ぐ日は、もう、すぐそこに──。

　アホ弟子が木剣を振るう。

「ひゃくきゅーう」

「声が小さい！　もう一回！」

「きゅーーーーーう！」

「もう一回！」

「きゅーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーう！」

「九遠」

「きゅーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーう！」

「頑張れよ」

「ひゃくじゅー……てうぇえええ師匠が頑張れって言ったあああ有り得ねぇぇぇ！」

「あと五十追加」

「ひゃくじゅういーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーち！」




　仕事の邪魔だから残りは帰ってからやれ、そう言って楓は冨士隊の面々を解放した。

──なんか師匠、最近丸くなってないか……？

　喜ぶべきはずなのに、なにか恐ろしい事態の前触れではないかと心配になるあたり、七星楓の教育は実に行き届いていた。

　その予感は正しい。





第四章　英雄漂流




　七月。

　周辺海域のパトロールに同行する間隔が、どんどん短くなっていた。

『第一機動戦隊』はさいきん、部隊の編成と解体を繰り返している。記録上の総人員数は変わっていないはずなのに、部隊だけがどんどん少なくなり、十まであった分隊が今や六にまで減っていた。にもかかわらず、冨ふ士じ隊がくっついて行く分隊は必ず四人構成なのだ。記録上の総人員数が変わっていないのならば、どこかの分隊は大人数のはずである。記録が正しければ。

──先輩方、そうとう疲れてるな。

　彼らがまともに休めていないだろうということは、九く遠おんだけでなく他のメンバーも感付いていた。何か大きな作戦が月衛方面軍で発動されていて、そちらに戦力を投入しているためにパトロールの人員が削られているのかも知れない。

　そう考えていたら、分隊の数が十に戻った。

　ただし、各部隊の隊員の数は半分になっていた。

　つまり、『パトロールの回数は増やすが、人員は半分で行う』ということだった。減った戦力の調整をどこで図るか。知れたこと、今まで後方で待機させていた学徒部隊を使うのである。

　今月に入って四度目のパトロール。

　冨士隊の前方には、第三分隊の『二人』が飛んでいる。あの女性隊長、筑つく波ばともう一人の先輩騎士であった。

　筑波たちはもはや軽口を言う余裕すら無いようだった。はぐれジェイヴを発見しても、よほど『上弦』へ近付いたりしない限りは戦闘を避けた。

　それが裏目に出る。

　花はな火びが気付いた時にはもう囲まれていた。決まりきったルートで行われたパトロールは、ジェイヴのような低能の化け物にすら先回りされるほどわかりやすかった。それでも花火の広大な索敵範囲で摑つかんだ敵を倒していれば、ここまで大量には集まらなかったはずである。

　今さら遅い。

　戦力差、六十対六。十倍の数が相手だった。

　筑波の表情から生きる気力が消えた。代わりに浮かぶのは『決死』。醜態を晒さらした己の命が消えても、学生たちは必ず逃がす。

　時間を稼ぐからお前たちだけでも逃げろ、と映画でしか聞かないような命令を出すと、学徒部隊の隊長が返答をする。

「今やＢ級映画ですら聞かない台詞ですよ、筑つく波ば隊長」

「黙れ、いいから行け」

　敵の包囲網が狭まりつつある。肉眼では見えないが、Ｄ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバが視界に映す最大望遠映像では、すでに円えん錐すい形けいの赤い化け物たちがうじゃうじゃと触手を伸ばしている。海上も同様だ。無駄なやり取りをしている暇はない。誰かに伝えるための最後の言葉を托たくす暇もないのだ。

　だが、月衛騎士団ルナテイツク・オーダーの隊長は構わず続けた。

「本物のＢ級映画ってのはこう言うんです。意見具申。部隊の指揮権譲渡を我に求む」

「なんだと？」

「隊長は死ぬ気ですよね？」

「だからなんだ」

「死んだと思って、私に指揮を執とらせて頂けませんか」

「何を言っている！　今のうちに逃げろと言うのがわからんのか！」

「私達なら勝てると言っているんです！」

「どういう」

「桶おけ川がわくん！　アレをやるぞ、いいな！」

　筑波の言葉を遮って指示を飛ばす。もう話しても無駄だと冨ふ士じは思った。時間切れだ。

「桶川くんが中心だ！　鈴すず鹿かくんは桶川くんと固まれ！　俺と茂もて木ぎくんは前後！　──筑波隊長」

「貴様！　どういうつもりだ！」

「どのみちもう逃げられません。左右に分かれて頂きたい。すぐに始まります」

　アラートが鳴る。こちらの射程内に敵が迫る。筑波は歯は嚙がみしながら部下に指示を出す。

「どうなっても知らんからな！」

「ありがとうございます。貴重な戦力であらせられる先輩方を、必ず生きて帰します」

　肘を直角に曲げ、握った拳を胸に当てる。騎士の敬礼を示して、冨士は前方へ飛んだ。

　もうすぐ桶川九く遠おんの『七しち星せい剣けん武ぶ』が始まる。




　九遠と花はな火びはいつかのように泡を一つにして、手を握り合っていた。これでまず、九遠と花火の魔力リンクが繫つながる。

　次に花火の『黎れい明めい』から小サ型ー遠ヴ隔ア砲ン台トが射出され、周囲に展開する四騎に取り付いた。これで花火を経由して、部隊の全員と九遠の魔力リンクが繫がったことになる。

　そして始まるのは、九遠の『七星剣武』──その連携技。

──七しち星せい剣けん武ぶ・改、『天てん雪せつ時雨しぐれ』。

　かつて花はな火びと初めて戦ったとき、二人は共鳴現象を起こし、九く遠おんの時間停止に花火の視界がリンクしたことがあった。九遠から話を聞いた冨ふ士じはそれに着眼した。泡を繫つなげるように魔力を繫げれば、全員の感覚を天雪に導くことが出来るのではないか。

　結果は、いま、ここにある。

　六人の騎士の視界が雪色に染まっていた。

　深海の暗闇はその色が反転して真っ白となる。縦横無尽に走る太い線は敵の攻撃予測だ。いくつかが六騎のＤ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバを貫いている。そして帯のような平たい線は九遠の算出した回避ルート。視界をただ共有するだけだから、全員分の回避ルートが出るわけではない。だがそれでも、体感時間にして四十三秒の時間停止と的中率九八％の未来予測は、部隊全員の生存率及び勝率を格段に跳ね上げる。

　先輩騎士の二人は、初め三十秒を困惑に使用して無駄にした。冨士が説明をする暇がなかったせいでもある。だが直感的に「ヤバい」と思ったこの太い線だけは躱かわすべきだと、残り十三秒で考えるに至った。

　凜りんのやることは単純だ。自分を貫いていく線を躱し、どこにも線が走っていない空白に騎体をねじ込ませて真正面から迫るジェイヴの一匹一匹に右から番号を振っていく。それは照準合わせエイムを行う順番であり、ライフルを撃つ順番であり、敵が死ぬ順番でもある。

　冨士は四十三秒をフルに使って、九遠と同じように自らの回避ルートを九遠よりも遥はるかに多く導き出し、味方六騎がそれぞれどのように動いても良いように戦術を十四パターンまで練って時間切れとなった。

　花火にはこの瞬間、視界が共有されていない。彼女の時間は止まっていない。

　九遠の目の前には花火がいる。自分の両の手をそれぞれ握っている。彼女は九遠を真っ直ぐ見てはいるが、いまこのときを知覚できていないため、その瞳が九遠を追うことは無い。九遠のこの時点での仕事は終わっている。冨士の考案した『天雪時雨を用いた全方位攻撃作戦』の第一段階では、九遠は時間を停止して敵の攻撃線を仲間に見せるのみで良い。だから九遠は四十三秒間、ずっと花火を見詰めていた。覗のぞき見みしているみたいで少し後ろめたいし正直自分でもキモいなとは思うが、このきれいなものを前にして他に何を見ようか。いつか先輩に謝らないといけない。そのときこの人は、どんな顔をするのだろう。

　天雪が解ける。時が動き出す。

　瞬間、周囲の四騎が迷いなく動き出した。先輩騎士二人はジェイヴの放つ煌こう弾だんを難なく躱し、凜は躱すどころか進んで煌弾の雨に入り込み一発も当たらずに狙撃体勢を整えてジェイヴの進む道にライフルを撃ちこんでいき、冨士は仲間たちの反応を見て三番目のパターンに該当すると判断するやいなや『邪魔をしないように』停止してその時を待った。

　四騎の身体から花はな火びのサーヴァントが離れた。

　九く遠おんが息を吐く。目の前の花火の瞳が九遠を追う。その目が頷うなずく。息を吸った。

──七しち星せい剣けん武ぶ・改、『天てん雪せつ時雨しぐれ』。

　二度目の天雪。今度は九遠と花火、二人だけの時間停止。

　ジェイヴどもの攻撃線はもちろん、『行動を決定した仲間たち』の未来の線までもが視界に現れる。

　これで、誤射はなくなった。

　九遠が『射線』のルートを算出し花火と共有する。それはかつて鈴すず鹿か八はち識しきが習得した『四し神じん裂れつ帛ぱく斬ざん』という七星剣武の大技と同じ軌跡を描くルートだ。長大な攻撃範囲を持つその線を花火に見せ、共有する。

　四十三秒後、深海に流れる時が正常へと戻る。九遠から手を離した花火は、右手に大型スカウト・ノヴァ・ライフルを構え、真っすぐ伸ばした左手は掌を開いてサーヴァントの照準を集中させる。一瞬の躊ちゆう躇ちよもなく撃った。

　漆黒の空間に、空の彼方まで続くかと思われる二条の煌こう線せんが走った。水の影響を受けない花火のライフルから放たれた極大煌線と、サーヴァントの細小煌線をシャワーノズルのように集中させた収束煌線が、四時と十時の方向にいたジェイヴどもを丸飲みにして消滅させた。

　そして光は回転する。九遠の見せた射撃ルートを正確になぞり、花火は右に左に上に下に薙なぎ払うように煌線を撃っていく。海中にいたジェイヴはもちろん、浮かび上がって来た騎士を捕食するべく海面で待機していた奴らも、水中からとつぜん現れた光に反応すらできない。

　周囲に展開する仲間たちを縫って走るその攻撃が収まった時、取り囲んでいた六十匹のジェイヴは赤黒い霧へと変貌し海域を漂っていた。まさに殲せん滅めつであった。

　隊長である筑つく波ばには、何が起きたのか理解する時間が必要だ。とつぜん時が止まって最初の攻撃を躱かわしたと思えば、周囲を閃せん光こうが走って気が付けばどこにも敵がいなくなっていた。何をしたのか皆目見当もつかない。

　呆ぼう然ぜんと漂う筑波に、冨ふ士じが騎士の敬礼をして言った。

「筑波隊長、ご無事で何よりです」




『磁じ流りゆう』という動きが存在する。

　発見されたのは人類がＤ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバで深海に進出して間もない頃だ。『深海の濁流』とも呼ばれるそれは、月の満ち欠けや深層流の動き、Ｄ・Ｍの戦闘行為など様々な要因によって発生し、上弦周辺海域を嵐のように駆け巡り、あろうことか魔力を吸着する。

　油断はあったかも知れない。

　すでにジェイヴは殲せん滅めつし、花はな火びのレーダーにも敵の影はない。パトロールを中断して高速艇に戻り、『紅く鷹おう』に帰還することを決定したそのとき、

　深海に風が吹いた。

　結果から言うと、九く遠おんが波に飲まれ、彼を助けようと一番近くにいた花火もまた波に飲まれ、二人は音速を超えるスピードで部隊の前から姿を消した。一瞬の出来事だった。

　Ｄ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバの原動力がそうであるように、『魔女の泡ヴアント・ポツプ』もまた魔力で生成されている。泡によって身を守っている騎士は、深海にいる間は絶対に魔力をカットできない。だが、磁じ流りゆうは魔力の泡を流すのだ。

──先輩！

──九遠くん！　九遠くん、九遠くんっ！

　激しい流れのさなか、どうにかこうにか手を繫つないだ二人。そのまま嵐に身を任せる。九遠に残された魔力はあと僅かで、花火が一緒に流されてくれなければ十分後には死んでいた。九死に一生を救ったと言っていい花火だったが、精神的にはむしろ逆だった。泡を一つにすると、花火が九遠に思い切り抱き着いて震え出した。九遠の胸に顔をうずめて、火がついたように泣き喚く。九遠は頭が真っ白になりながらも、とりあえず花火の頭を抱えてその声を聞き続けた。




　泡が流されていく。

　深い深い、海の底へ。

　いつか見たあの恐ろしいまでの暗闇へ──アリアナ海溝の超深海層へ押し流されていくのを、九遠は為す術もなく眺めていた。

　海面に手を伸ばしても、かなわない。

　太陽が、光が、離れていく──。




　不幸中の幸いだったのは、Ｄ・Ｍが恐ろしく頑丈だということだ。

　正確には『魔女の泡』が、だが。

　水深一万メートルの漆黒の底へ辿たどり着いた九遠は、この不思議な泡が宇宙空間でも生命を維持できることを思い出した。そして、

「先輩、大丈夫ですか？」

　横抱き──いわゆるお姫様抱っこをしたままの花火に声を掛ける。魔装展開中のため重さは感じない。花火は頷うなずくと、ごめんなさい、と小さく謝った。繫いだ手は離さずに、深呼吸を一つ、二つ、三つ、顔を上げる。

「すまない、九遠くん。取り乱してしまった」

　いつもの花火のように見えた──わけがない。虚勢を張っている。やせ我慢をしている。そんなに肩が震えているじゃないか、と九く遠おんは思う。

「ずいぶん流されてしまったようだな。ここは海溝の底か……。少し休んで魔力を回復し、浮上して艇に戻ろう。部隊と連絡を取らねばな」

　それでも先輩らしくあろうとする花はな火びを、九遠は頼もしくも、いじらしく思う。

「怪我はないか、九遠くん？」

「はい、先輩のおかげで助かりました。ただ、騎体が──」

　大破した。

　九遠のＤ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバ『蒼そう穹きゆう【改】』は、いまや最低限の泡を展開するくらいしかできなくなっていた。さすが最低魔力デイヴイジヨン１の入門用騎体である。実に脆もろい。

「了承した。このまま二人で泡を繫つなげていれば大丈夫だ」

　九遠の腕の中で、花火はしっかりと頷うなずく。九遠の胸元あたりを少女みたいにぎゅっと摑つかみながら、口だけは武士っぽく自信たっぷりに。

「魔力切れはレーションで補う。持っているか？　無いなら私と半分こしよう」

『魔女の泡ヴアント・ポツプ』は水に浮く。二人は自然浮力に任せてゆっくりと上昇していく。

　くっつきながら。

　お姫様抱っこをしたままで。
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　こんな非常事態だっていうのに、いい匂いがする。先輩の身体ってキリッとしてるのに柔らかいんだよな、とか思ってしまう。勘弁して欲しい。上から見下ろすこの姿勢だと、大きな谷間が見放題で、

「九く遠おんくん？」

　見上げた花はな火びと目が合った。

「はいっ！　ごめんなさいっ！」

「……何がだ？」

「なんでもありません！」

　花火は不思議そうな顔をした後、まぁいい、と呟つぶやいて、

「この体勢だとレーションが取れん。悪いが私の腰にあるから取って貰もらえないか？」

「えっと、はい」

　ごそごそ。

「ひゃぁんっ！」

　武士姫がとつぜん猫みたいな声を上げた。

「あっ、だめっ、そこくすぐったい！」

「わぁぁごめんなさいっ！　わざとじゃありません！」

「あっあっ、はひゃひゃっ！　どこを、さわって、ひゃははは！」

「ごごごごごめんなさいい！」

　携帯食料はゼリー状のものだ。銀色のパックに入って、口をつけて吸い出すタイプ。

　それをどうにかこうにか取り出して、手渡した後に九遠はようやく気付く。

「いや先輩、なにもこの体勢じゃなくても良いのでは」

「離れろと？」

「いえ、完全に離れられてしまうと僕の泡が弾けてしまうのですが……」

　なにもお姫様抱っこじゃなくても、とは思う。

　しかし、

「──このままじゃ、駄目？」

　モードチェンジ。

　妙に寂しそうに乙女な花火がそう言うので、その瞳がひどく弱気で儚はかなげで捨てられた子犬みたいだったので、あまりの可愛さに心臓をわしづかみにされた九遠は全力で首を横に振った。駄目じゃないです。

　この先輩は、二人きりになると甘えてくる──ように思えるのは気のせいだろうか。

「………………ありがとう」

　か細い声でそう言うと、花火はゼリー状の携帯食料に口をつけて、ちゅーと吸った。

　九遠も自分の分を飲もうと思う。しかし手が空いていない。右手は花火の背中と肩を、左手は膝裏を持っている。支えているわけじゃないから、離したところで問題はない。左手を動かそうとしたその時、

「はい、九く遠おんくん」

　花はな火びがパックを差し出した。直前まで彼女が口をつけていたのを。

　半分こしよう。

　そう言えばそう言っていた。

「……………………」

　凝視する九遠。いいのか、いいのか、こんな状況で、深海一万メートルで遭難しながら超絶美人な先輩と間接キスなんてしていいのか。嬉うれしいけども……嬉しいけども！

「あっ、ごめ、ごめんね、」

　九遠の沈黙を勘違いした花火が慌てて謝った。

「デリカシーがなかったね……」

　しょぼん、とする彼女に、胸がかき乱されるような想いを感じた九遠は全力で、

「いえ、先輩、頂きます！」

「え、そ、そう……？　す、吸う……？」

「はい、先輩のちゅーしたいです！」

「いや、それはなんか違う気がするけど…………は、はい………………」

　おずおずと差し出される花火の吸い口。

「ど、どうぞ……」

　ちょっと恥ずかしそうに顔を赤らめて、そっぽを向く素振りが可愛らしい。

「先輩……とても綺き麗れいです……」

　指が。

「ば、ばか、変なこと言わないで……その、九遠くん？」

「はい」

「か、嚙かまないでね……？」

「優しく吸います」

「その、出にくくなってるから、舌で転がすようにしてから、舐なめて……？」

「わかりました」

　頷うなずいた九遠は、慎重に花火のそれへ唇を近づける。ふるふると震える彼女の身体。安心させるように優しく肩をつかむと、

「──あっ」

　ちゅ、と口をつけた。

　言われた通りに、吸い口を舌で転がすように舐める。なかなか出てこない、花火そっくりの奥ゆかしい先端に、九遠は少しだけ吸う力を強めた。花火の背中に回した指が無意識に動いてしまい、彼女のくすぐったいような声が聞こえる。

「ふぁあ……んっ……くおんくんっ……！」

「もう少しです、花はな火び先輩……」

「優しくしてって……言ったの、にぃ……」

「我慢できません」

「指ぃ、動かしちゃ……だめぇ……」

　普段は凜り々りしい武士姫も、こうなれば可愛い女の子だ。九く遠おんは彼女の差し出すそれを逃さぬように吸い続ける。そして、




「はぁっ──九遠、くんっ…………！」




　花火がひときわ大きな声で叫んだのと、やっと出てきたゼリーが、九遠の口に広がったのは同時だった。

　ちゅー、ちゅー。と吸う。

　あ、美味しい。

　レモン味なのに酸っぱくない。

　パックから口を離した九遠が、笑いを堪えていた花火に声をかける。

「先輩、これ、けっこういけますね」

「はぁ……はぁ……。君な……あんまり私をくすぐるな……」

「ごめんなさい」

　どうやら花火は腰を攻められると弱いらしいことを把握した九遠。いつかこの情報を使うときが来るのかはわからない。

　その横で、

「えー！　オホンオホン！」

　姿を現したエヌがわざとらしく咳せき込こんだ。

「わっ、いたのかエヌくん！」

「ずっといました。ずぅーっといました」

「あまり人を驚かせるな……やれやれ」

「やれやれはこっちのセリフなのですが……ここをどこだと思っているのですか……」

　花火が周囲を見渡す。

「深海……だな？」

「深海一万メートルでどうしてこうもちゅっちゅできるのか不思議でなりません」

「ちゅっちゅ……？　何を言っている。ただ携帯食料を飲んでいただけだ」

「そうは聞こえなかったのですが……。まぁいいでしょう」

　この無自覚バカップルめ……とエヌが小さく呟つぶやいたのは九遠たちに聞こえていない。

　花はな火びが言う。

「君が出てきたということは、エヌくん、通信は繫つながりそうなのか？」

「ええ、何とか」

　エヌが小さなヘッドホンとマイクを片手に答えた。彼女の前には四角い箱があり、それに付いた目盛りを慎重に回している。本人は、ラジオかソナーのつもりなのだろう。

「──繫がりました。すでにご主人さまが動いておいでです。現在地の座標を送っておりますので、しばらくすれば救援が来るでしょう」

「それは良かっ」

「──花火っ！　無事なの!?」

　大音量で聞こえたのは凜りんの叫び声。

「平気？　怪我してない？　待ってて！　すぐに行くからね！」

　映像までは無理だが、音声通信ならば何とか可能らしい。

「ああ、我が友よ。大丈夫だ、ありがとう。九く遠おんくんも無事だ」

　ホッとしたような凜のため息が届いた。

「きゅーくんと二人なのね？」

「そうだ。何とか合流できてな」

「二人っきりなのね？」

「エヌくんもいるぞ」

「どんなに頑張っても三時間はかかる。わかっていると思うけど、下手に動かないで」

「努めよう」

「きゅーくん。花火をお願いします」

「はい、凜りんさん」

「抱きしめても良いから」

「へ？」

「なんだったらちゅーしたっていいから」

「は？」

「き、切るぞ！」

　なおも何がしか叫ぶ凜の通信を切って、花火はため息をひとつ。

「すでに抱きしめられてるから……って、ああ、そういう意味ではなくてだな！」

「い、いえっ！」

「ちゅーだって、もうレーション吸ったし……」

「ん？　いや先輩、ちゅーって、ひょっとして違う意味があるんじゃ……あ」

「うん？　他にどんな意味が……あ」

「………………」

「………………」

　互いに顔を赤くする二人を見て、エヌがやけに楽しそうに言った。

「意識しだすと途端に可愛くなりますね、お二人とも！」

　九く遠おんと花はな火びはお互いの顔を見られない。エヌが実に生き生きと続ける。

「あの！　私、休眠モードに入りますから！」

「え、そうなの？」

「ご主人さまとの魔力リンクが弱いので、身体を維持するのも疲れるのです！」

「その割には元気なように見えるが……？」

「あとはお若いお二人で！　うふふふふふ」

　意味ありげな笑いを残して消えるＡＩデバイス。

「…………」

「…………」

　沈黙が満たす深海で更なる沈黙が生まれた。

「せ、先輩、そういえば！」

「何かな！」

「えーと、その……ああ、そうだ！　ずっと不思議だったんですけど、どうして上弦の周りってこんなに敵が多いんですか？」

「なぁんだ、そんなことか！　それなら簡単だ！　戦線がどんどん下がっているからだ！」

「…………はい？」

「あ」

　しまった、今のは黙っておかなきゃいけないことだった。というような顔をする花火を、九く遠おんは問い詰める。前世の両親と家族同然の孤児院の皆と騎士仲間を殺された鈴すず鹿か八はち識しきの記憶が問い詰めろと言っている。

「どういうことですか？　戦線が下がっている？　ジェイヴと戦っている前線部隊があるってことですか？　『英雄』のおかげで、ジェイヴはほとんど活動を停止していて、帝都で眠っているようなものだって説明がありました。上弦で住む者の常識です。それがなぜ」

「ああ、それはだね……」

　と、げんなりした様子で話し始める花火。

　浮ついた会話の一つもなく、クリティカルな話題に突入してしまったこの事態を花火が恨めしく思っていることを、九遠は知る由もない。そして彼女がこの話を、本当ならばしたくない、でも、しなければならないと思っていることも。

「『英雄』は確かにゲートを一時的に閉じた。そのおかげで、ジェイヴは侵攻を中断した。それは間違いない」

　だが、と花はな火びは続ける。

「封印は、十年間だけだった。三年前、ゲートが再び開き、人類は再びジェイヴとの全面戦争になった」

「そんな、そんなの……誰も知りませんよ」

「情報規制だ。言えないさ、こんなこと。地球は一部を除いてジェイヴの巣になっているし、『上弦』だって危ない。パトロールの頻度が増えていたのはそのためだ」

「そんな……」

「気が付いているか、九く遠おんくん」

　花火は言う。

「『帝国空軍』と名乗っておきながら、その実『上弦』にしか部隊がないことを。交流しているはずの本土から、情報が一切入ってこないことを」

──まさか。

「そうだよ」

　花火は頷うなずく。

「帝国本土はもうほとんど、ジェイヴに支配されている」

　疲れたように笑って、そう言った。




「海上にまで進出してきたとはいえ、やはり奴らの本拠地は帝都にある。それを潰す大規模な作戦を、月衛方面軍は起こそうとしている。帝都にあるゲート。かつて英雄がやったように、あれを閉じようと言うのだ」

「もう一度……」

　あれを、もう一度。

　自分では不可能だ、と九遠は思う。そもそも前世の戦闘でも、何が要因となって封じることができたのか定かでない。制御装置の類いだと思っていたゲート周りにある四つの肉柱を破壊しても、何の変化も無かったのだ。そこへ辿たどり着つくだけでも、並大抵のことではないだろう。よほどの大部隊か、鈴すず鹿か八はち識しきと同等の最高魔力デイヴイジヨン５がいない限り──。

　最高魔力？

「先輩、ひょっとして、」

「うん。私達、冨ふ士じ隊も呼ばれている。いつになるかは、まだわからないけれど」

「冨士隊が……」

　ならば、自分もその一人だ。五秒前の自分を九遠は恥じる。なにが『自分では不可能』だ。お前の目的は、『女王を殺す』ことでは無かったのか。それはゲートを封じることと同義のはずだろう。それにそもそも、『女王が再来する前にゲートを破壊』してしまえば、それで何もかもうまくいく。

　決意を改める。全身に力が湧く。二度目の人生、無駄にするつもりはない。

「僕も命の限り戦います。先輩たちと一緒に、必ずゲートを封じます」

　そんな九遠を、花はな火びは眩まぶしそうに眺める。目を逸らして俯うつむくと、呟つぶやくように言った。

「君は強いね、九く遠おんくん」

　自嘲気味に笑う。

「月衛騎士団ルナテイツク・オーダーになったり、さっきの『天てん雪せつ』だったり、とても十三歳には思えないよ」

「いえ、僕は──」

「冨ふ士じくんも、今の君と同じようなことを言っていた。凜りんもそうだ。皆、覚悟ができている。冨士隊で私だけだ、まだ、恐がっているのは」

「先輩……？」

「ごめんね、九遠くん。幻滅しただろう？　いつも強がっているけど、いつも本当はすごく恐いんだ。最高魔力なのにね、まったく情けないよ。月衛方面軍の統括指揮官直々に『英雄に代わって、君がゲートを封じるんだ』なんて言われた。でもね、そんなこと、そんなこと……」

　花火の肩が、小刻みに震え出す。涙の雫しずくがその手にひとつぶ落ちた。

「私には、とても自信がないよ……」

　九遠の頭の中が真っ白になった。

　なにか喋しやべらないといけない、なにか話さないといけない。慰めなければ、励まさなければと思う。でもどうやって、何を言えばいい。わからない、わからない。

　九遠には何も言えない。言える言葉はない。だから──。

　だから、『鈴すず鹿か八はち識しき』の記憶に喋らせることにした。

　思い出せ、前世の自分は、こういう時なんて言った。

　息を吸う。

「広大な深海で漂流している。いつ敵が来るともわからない暗い闇の中で、救助を待っている。隣には頼りない後輩が一人。だから、『君きみ』もいつになく弱気になってしまったんだと思って、僕は今日ここでのことを誰にも話さない」

　花火が耳を傾けた気配がする。九遠は続けた。

「君は、よく、やっていると思う」

　気付けば勝手に、口から言葉が出ていた。

「『学園史上最強の騎士』なんて呼ばれて、最高魔力デイヴイジヨン５のプレッシャーもあって、本当は怖がりなのに強がって、魔力の高さに驕おごれず努力して、いつも頑張っている」

　顔を上げた花火に微笑んだ。そうして、手で涙を拭ってやる。

「君ならきっとできる。僕は君のことをいつも見てるから、そう信じられる」

「それ……」と花はな火びが泣きながら呟つぶやいた。「私の」

　花火の顔を手で包んで、九く遠おんに戻った少年は言った。

「先輩なら大丈夫です。僕が保証します」

　花火の瞳からボロボロと涙が落ちていく。花火は拭っても拭っても追い付かない。凜りんから許可はもらっている。九遠は花火を優しく抱きしめた。

　腕の中で、いじらしく可愛い先輩が、うん、うん、がんばる、と頷うなずいている。

　深海で良かったと思う。背丈の低い自分でも、花火の頭を胸に抱きしめることができたから。

　ゆっくりと浮かび上がりながら、頭上にある奇跡みたいなそれを見付けた。まあるいその輪郭を指差して、花火に告げる。

「先輩、見て下さい」

　だいぶ昇ってきたらしい。太陽の丸みが遠くに光り、その手前を魚や海月くらげが漂っていた。ぐるぐると、円を描くように。

　それはまるで、皆既日食のようだった。

　海が見せる一瞬の幻だったのだろう。水流やくらげの透明な身体が光に乱反射して、魚達の影を大きく写し、まるですぐそこで日食が起きたかのように大きな黒い円が出来ていた。桶おけ川がわ九遠には、それがとても幻想的な光景に思えたのだ。

　だが、




──とてもおおきな、黒い月。




　それを見た瞬間、花火の精神年齢は五歳にまで退行した。




☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆




　思い出されるのは虐殺の記憶。フラッシュバックする肉と血と骨と人間だったモノの残骸。両親だったモノの成れの果て。戦場となった帝都・銀座ではあちこちで火の手が上がり、幼い花火の周囲は炎に包まれていた。

　鉄と肉が焦げる匂い。血と砂の味。耳に届くのは悲鳴と警報と何か大きなものが引きずられる音。視界のほとんどは不燃物をなお燃やした真っ黒な煙で、のこりは赤。

　化け物の赤。

　近づいてくる。

　黒煙の向こうから、何か大きなものが、瓦が礫れきの間を狭そうに、でも確実に、ずるずると這はうようにして、何本もの触手を生やし、その一本いっぽんに人間の頭や腕を絡ませて、いくつもある口に放り込んで、咀そ嚼しやくして、飲み込んで、

「……やだ」

　自分もああなるのだと悟った花はな火びがようやく声を出せた。

「やだ、やだ、いやだ、いやだ、いやだ、いやだ、いやだ、いやだやめてこないで！」

　恐怖で目が離せない。涙を流しながらそれでも叫ぶ。叫び、叫び、

　ぬるり、と

　後ろの首筋に、何かが這った。

　振り返る。そこにいた。目の前にいた。何匹もいた。何匹も何匹も何匹も花火を取り囲んで見ていた。人間を食料とする赤い肉の化け物。夥おびただしい数の触手が、花火の首を、腕を、足を、

　絶叫を上げた。

　なにもかもわからなくなるくらい、叫んだ。

　その時だった。




──七しち星せい剣けん武ぶ。




　と聞こえた気がした。幻聴だと思った。燃え盛る街には自分しかいないし、誰も助けには来ない。

　けれど、風が吹いた。

　丸い、お皿のような風の塊が自分の周囲を舞い踊った。それが『かまいたち』と呼ばれる円盤状の風の刃であったと、今ならわかる。

　次の瞬間には、気持ち悪い触手が一本残らず斬り落とされていた。それどころか、あれだけいた化け物ども全て消えてなくなっていた。あたりには黒煙に混じって『赤黒い霧』が舞っていたが、それが化け物どもが消滅した証だと幼い花はな火びは知る由もない。

「大丈夫？」

　人がいた。大人の、お兄さんだった。おおきな鎧よろいを着て、おおきな刀を持っていて、それで私を助けてくれたんだと、花火にはなんとなくわかった。

　見たことのある人だった。

「生き残ったのは、君だけ？」

　膝をついて、幼い花火と目線を合わせた。映像通信テレビで見たことがある。確か遠い親戚の人で、人類最後の希望とか言われてて、とても強くて、カッコ良い騎士さん。

　花火が頷うなずくと、彼はそっか、と寂しく笑って立ち上がった。そうして辺りの死体を見渡して、まるで謝るように言った。

「自分も、すぐに行きますから」

　五歳の少女にもわかることはある。「すぐに後を追う」と言った意味を。皆と同じ場所に行く気なのだ。両親と友達とたくさんの人達がいる場所へこの人は行く気なんだ。自分一人で。

　その言葉が、その目が、とても羨ましく思えた。自分もこんな風に、全て諦められたらどんなに良いだろうと。

「あの、」

「うん？」

　自らの中でうねる感情が上手く言葉に出せないまま、幼い花火は問うた。




「英雄さん、死んじゃうの？」




　花火が英雄と呼んだ青年──『鈴すず鹿か八はち識しき』は、少女の頭に手を置くと困ったように笑う。

「──君は生きるんだ」

「私だけ……？」

「そう、せめて君だけでも」

「みんな、みんな死んじゃったのに……？」

「だからだよ。皆の代わりに、君だけは生き残って欲しい」

「英雄さんは一緒に来てくれないの？」

「ごめんね」

「どうして？」

　八識は空を見上げた。夜でもないのに馬鹿みたいに大きな月が浮かんでいる。

　その月は真っ黒で、輪郭がぼやけていて、『あちら側』とこの世界を繫つなぐ扉で、人類を喰くらう触手の化け物どもを際限なく吐き出す、悪魔の月それだった。

『玄ゲ界ー門ト』。

　あいつらの巣だ。

「俺はこれから、皆の仇かたきを取りに行く」

　弾かれたように花はな火びは言った。

「私も連れて行って！」

「ダメだよ。それはできない」

「みんな、みんな死んじゃったの！　お願い！　私も一緒に死にたいの！　みんなと同じ場所に行きたいの！」

「ごめんね……」

　とても辛そうな顔をして謝ると、八識は花火の手にそれを握らせて、唱えた。

「──ディヴィジョン・マニューバ、起動」

　薄い光の泡が花はな火びを覆う。そうしてそのまま浮かび上がる。

「英雄さん！」

「君にあげるよ。脱出くらいならできる」

「待って、お願い！　一人にしないで！」

「さようなら、元気でね」

　花火を包み込んだ光の泡がゆっくりと空へと飛んでいく。帝都を離れるように、ふわふわと。

「──英雄さん！　英雄さん！　英雄さんっ！」

　声が枯れるまで叫んでも、届かない。

　そのまま花火は、先行する脱出船に拾われた。帝都からの脱出に成功した数少ないその船は幼い花火を回収し、花火は船に乗せられても八識と別れたあの場所を脱出船の窓から見詰めていた。

　とても大きな黒い月が、ゆっくりと離れていく。




☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆




　桶おけ川がわ九く遠おんは狼ろう狽ばいしていた。

　花火に日食もどきを見せた途端の出来事だった。彼女は、いつも凜り々りしい武士姫は、子供になったように泣き喚き、いやだやめてと悲鳴を上げ、九遠の身体にしがみついて、一人にしないで、どこにも行かないで、と号泣した。

「──九遠さま」

　いつの間にか姿を現したエヌに思わず叫ぶ。

「エヌ、助けてくれ！」

「いいえ、助けるのはあなたです、九遠さま。花火さまの動揺は、ＰＴＳＤの類いかと思われます。まずは花火さまを落ち着かせましょう」

「ど、ど、どうやって！」

「声を掛けるのです。そして、九遠さまがここにいると伝えてください。安全であると教えるのです。決して一人にしない、と」

　しどろもどろになりながら、九遠は頷うなずく。

「せ、先輩！　花火先輩！　花火先輩！　安心してください！　僕はここにいます！　どこにも行きません！　あなたのそばにいます！　絶対に一人にしません！」

　それを何度も何度も繰り返す。

　飽きるくらいに繰り返す。

　すると、荒々しかった花はな火びの呼吸がだんだん落ち着いてきた。泣き声はやみ、抱き着いていた力も緩まっていく。そのまま意識を失ったように眠りに就く、その直前に、

「……英雄さん、置いて行かないで」

　と花火が呟つぶやいたのを、九く遠おんは聞いてしまった。そして悟る。

　やっと悟る。

──この人は、鈴すず鹿か八はち識しきが……僕が最期に助けた、あの女の子だ。




☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆




　救助隊が来て機動母艦『紅く鷹おう』に搬入されても花火は眠り続けており、そのまま医務室へと運ばれた。

　艦内の冨ふ士じ隊に割り振られた狭い部屋で、三人は重い沈黙の中にいた。筑つく波ばと先輩騎士が謝りに来たが、ろくに思い出せない。

「花火のことだけど」

　凜りんが口を開く。

「昔はあの子、よくあったの。ここ数年は全然『発作』が無かったから安心してたんだけど。漂流して、心細くなって、思い出しちゃったんだね。君には言っておけば良かった。ごめん」

「いえ……僕が軽率でした……」

　仕方ないよ、と笑う凜。

「少し眠れば良くなると思う。前もそうだったから」

「はい……」

　凜の言葉に少しだけ救われた九遠。意を決し、尋ねることにした。

「凜さん、教えてください。花火先輩のこと。上弦に来てからのことを」

　かつて自分が助けた女の子が、取り残してしまった女の子が、今までどうやって生きていたのかを。

　やや躊躇ためらったあと、凜はため息をついて、話し始めた。

「花火はね、あの『帝都決戦』を生き延びて、上弦に来た。私の家、茂もて木ぎ家はこれでも名門でね。身寄りがない花火を引き取って、私と花火はずっと一緒に育ったんだ。茂木姓になるはずだったんだけど、花火の実家が、どうも英雄さんの血筋と同じらしくて。うちの父親も『英雄に助けられたなら、その名前を継げばいい』って言って、それで鈴すず鹿か姓なの。花火は遠い親戚なんだって言ってた。英雄さんはうちの家族なんて全然知らないはずだけどって」

　確かに知らない。孤児院に預けられてから、鈴鹿の人間とはほとんど縁がなかった。

　凜りんは語る。懐かしそうに。

「初めのうちは、すごく喧けん嘩かして、仲も悪かったなー。花はな火びは戦地で受けたショックが大きくて、ぜんぜん喋しやべらなかった。こっちがたくさん話しかけても無視されてるみたいで、私は気に入らなかった。

　でも花火も強くてね。意地悪したらやり返すし、叩たたいたら叩き返すし、最後には結局私が泣かされた気がする。無言でこっちの目をじぃっと見てくるんだよ。ふふ、それが怖くてねぇ。

　それにあの子はとても頑張り屋さんだった。父親が娘二人にたくさん習い事をさせるんだけど、私が投げ出した習い事も花火はちゃんと続けてた。あの子の方がお嬢様らしくなっちゃってね。わかるっしょ？

　私も『こいつは只ただ者ものじゃない』なんて子供ながらに思って、辞めた習い事をもう一回始めたりした。まぁ、どれもこれも花火には勝てなくて結局ほとんど辞めちゃったんだけど。唯一楽しくて続けたのが射撃で、それだけは花火より上手かな。

　で、花火とはどんどん仲良くなって、何をするにも一緒になって、花火も変な喋り方だけど話すようになって。そんなある日、あれが起こった。発作が」

　凜は視線を落とす。

「びっくりした。突然、泣き出して、私に抱きついて、どこへも行かないで、一人にしないでって叫ぶんだもん。後から、ＰＴＳＤの一種だってお父さんから聞いて、当時の私はそんな言葉の意味は理解できなかったけれど、なんとなくわかることがあった。ああ、この子は私には見えないものを見ているんだ。私にはとても正視できないものを見てきてしまったんだって」

　誰かが息を吐いた。

「私は思ったね。この子を守らなきゃって。いちおう私の方が二ヵ月お姉さんだし、茂もて木ぎ家の長女だし、何もかもこの子には勝てないかも知れないけど、この子の抱きまくら代わりにはなってやろうって。花火、最初は骨ばった身体つきだったけど、どんどん柔らかくなったし。おっぱいとかちょーおっきくなるし」

「最後のが無ければ美談で済んだのに君という人はまったく……」

　冨ふ士じが眉間を押さえてため息をついた。凜は気にせず続ける。

「花火は騎士になる道を選んだ。本人は英雄さんに憧れてるからって言ったけど、まぁ、そんな単純な感情じゃないとは思う。助けてくれたのは確かだけど、一人で放り出されたようなもんだしね。『お願い』も聞いてもらえなかったって言うし」

　その言葉が九く遠おんの胸にちくりと刺さる。

「それって、どういう『お願い』だったか聞いていますか？」

　凜は首を横に振った。「絶対に教えてくれないんだ。それだけは」

「そうですか……」

──私も連れて行って。私も一緒に死なせて。

　言えるはずがない。こんなにも自分のことを大切にしてくれる人に。

　もし、と九く遠おんは考える。

　もし、まだ花はな火びがあのときの『願い』を持っていたらどうか。前世の自分、鈴すず鹿か八はち識しきのように『華々しく死にたい』などという自殺願望を抱えていたら、どうか。

　とてもそうは見えない。そう思いたくない。だが、絶対にそうでないと言い切れるだろうか。

「花火は最高魔力デイヴイジヨン５だったし、上弦学園にも成績トップで入学して──あ、私は三位で、二位がこの男ね」

「指を差すな、指を」

　と、凜の人差し指をどける冨ふ士じ。

「三人とも月衛騎士団ルナテイツク・オーダーに選ばれた。初めはバラバラね。で、高等部一年の時に冨士くんが新しい部隊を作って、それからずっと一緒。最初がすごく大変だったよね」

　凜の投げかけに、ああ、と冨士が頷うなずいた。

「決められた期間内に『既存の七部隊と戦って全勝』しなければ、新しい部隊の設立が認められなかったからな。花火くんのおかげでもあるが、彼女の突貫癖が直っていなければ、不可能だっただろう」

「そういう意味では、花火にきっちり戦術を教えた私のおかげでもあるね」

「まぁ……そうだな……そうであると言えなくもない」

「なんで渋々なんだよ」

「うむ。皆がよく頑張ったからだ」

　まとめやがって、と凜りんが冨士にチョップ。それを止めた冨士が、九遠に向かって頭を下げた。

「君に今までの話──鈴すず鹿かくんの件や、上弦と帝国本土の現状を話していなかったこと、本当にすまないと思う。申し訳ない」

「い、いえ、そんな」

「信用していなかったわけじゃない。この件は鈴鹿くんに委ねていたんだ。うちの部隊で、君のことを一番理解しているのは鈴鹿くんだと思ってね。気に障らなかっただろうか」

「いえ、はい、大丈夫です。流れで強引に聞きだしちゃった雰囲気もありましたけど……それで、冨士隊長、凜さん、お尋ねしたいのですが」

「なんだ？」

「どうして私には先輩を付けないのかずっと気になってるけど今はいいや。なに？」

「花はな火び先輩は、『英雄』に憧れてると言っていました。突貫癖もあったって」

「うむ」

「それでひょっとして、花火先輩はその、『生き急ぐ』ことがあるのでしょうか？」

「生き」

「急ぐ」

「変な言い方ですけど、『英雄的行動』みたいな、『自殺願望』みたいな……」

「ふむ……。俺からはそういう特徴は見えないな。茂もて木ぎくんはどうだ？」

「そうだね、無いとは思う。でも君がそう思ったなら本人に聞いてみるのが一番だよ」

「本人に……」

「ていうか、『英雄的行動』とか『自殺願望』って、君の方が強いと思うんだけど。正直言って、見てて危ないよ」

「う、でも、すぐ突貫する癖は直そうと思ってますし……」

「俺もそう思うな。花火くんも心配だが、後ろで見ていると君の方がよほど恐い。最低魔力デイヴイジヨン１でなぜそのような動きが身に付いたのか」

「うう、ごめんなさい」

「ま、それも花火に話してみなよ。同じアタッカー同士、何か言ってくれるでしょ」

　と、軽く言って、凜は手をひらひらさせた。

　鈴すず鹿か八はち識しきの癖はだいぶ直したつもりでいたのだが、外から見るとそうでもないらしい。

　また少し落ち込んだ九く遠おんを乗せて、紅く鷹おうは帰還する。

　上弦に着く頃、花火は無事に目を覚ました。




　女王の再来まで、残り六年と半年。




☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆




　物には限度がある。

　先の遭難で、九遠のＤ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバは大破した。だが実際は、『彼の動きについて来られなかった』結果といっていい。そもそも無理をさせていたのだ。

　九遠の纏まとう『蒼そう穹きゆう【改】』は、初心者用の騎体を無理やりチューンアップさせて使用していたものだ。『七しち星せい剣けん武ぶ』の動きや、模擬戦、深海での実戦、そして『磁じ流りゆう』に飲まれての遭難など、設計上、全くこれっぽっちも考慮に入っていない。

　言ってみれば、改造した子供用三輪車である。

　どれだけ補強を付けた所で、三輪車で山を登るには無理があるのだ。

「だがお前に自転車は乗れない。だからせめて、お前専用の三輪車を作ることにした」

　学園長室。

　小さな師匠が大きな胸を張ってそう言った。

「それでも十分無理がある気がしますけど……」

「木剣、素振り、」

「なんでもありません！」

　危うくまた学園長室の天井の高さを思い知るところであった。

「安心しろ。今までのが子供用なら、今度のは大人用の三輪車だ」

　何が違うというのか。

「気合を入れればバイクにも勝てる」

「師匠もたいがい脳筋ですよね」

「木剣、」

「申し訳ありません！」

「お前はそう言うがな。これはお前が学園に入る前から開発していたんだぞ」

「そうなんですか？」

「当たり前だアホ。Ｄ・Ｍが一週間や一ヵ月で作られると思うな」

　これは本気で感動した。

「師匠……ありがとうございます……」

「壊したら殺すからな」

「はい！」

「そういうわけで、月衛騎士団ルナテイツク・オーダーの模擬戦はしばらく中止だ。ん？　次の三回はすでに組まれているのか……。ではこの三回が終わったら休止。お前は新騎体の開発を手伝うのと、特訓だ」

「特訓ですか？」

「Ｄ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバが無ければどうせ授業にもならんしな。模擬戦が終わったら一ヵ月、私塾で使った訓練場へ泊まりこむ」

「はぁ……」

「まだ早いとは思う。だがもう時間がない。あの作戦が噂うわさ通りに決行されるなら、なんとか間に合わせなければならん」

　何を、と言いかけて九く遠おんは口をつぐんだ。師匠がいつになく真剣な顔をして、言った。

「お前に、『七しち星せい剣けん武ぶ』の全てを教える」

　それは、つまり、

「死ぬなよ」

　つまり、鈴すず鹿か八はち識しきの到達できなかった境地へ、九遠はついに行くのだった。

　すなわち──七星剣武の、『奥義』である。

「そのために、九く遠おん。お前は思い出しておけ。前世で、鈴すず鹿か八はち識しきがなぜ、どのように死んだのかを」

「前世で、どうやって死んだか……？」

「まずはそこからだ」

　寂しそうな目で意味深な言葉を告げて、師は頷うなずく。

　十三年前。

　まだ、自分が転生する前。

　鈴鹿八識の最期の戦いを、九遠は思い出さなければいけないようである。




☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆




　だが、七星楓かえでの予想よりも、ほんの少しだけ時代の流れは早かった。

　それも無理はない。七星楓が報告した『女王再来』は、軍上層部では懐疑的に扱われている。根拠に乏しいからだ。それゆえ帝国空軍は、楓や九遠の思惑とは別の動きをする。




　この翌日、帝国空軍・月衛方面軍総司令部は、『帝都降下作戦』を発動した。





[image: ]








　機動母艦『紅く鷹おう』を衛星軌道上まで打ち上げ、Ｄ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバの大群を帝都に一気に降ろして制圧するという大作戦。帝都を包み人類を阻む黒い霧は、上部へ行くほど薄いのだ。

　作戦発動により冨ふ士じ隊に紅鷹への乗艦命令が下され、その指定日時は三週間後。

　九く遠おんの新騎体完成までは、およそ一ヵ月。

　わずか一週間の差。

　Ｄ・Ｍの無い九遠は、作戦に間に合わなかった。




【幕まく間あい・花はな火び日記⑤】

　帝国暦　三五六年　七月二十日　鈴すず鹿か花火　記




　あの子が好き。どうしようもない。




【非公開記録】

　帝国空軍・強襲偵察部隊・本日の作戦行動中行方不明ＭＩＡ者数：二十名。

　ゲート制御装置『肉柱』の破壊を試みるも、失敗。

『最高魔力デイヴイジヨン５』投入の必要を認める。





第五章　英雄決戦




　その翌日。

　学園からほど近い一軒家。ファンシーな表札には『桶おけ川がわ』とある。

「……………………めっちゃ恥ずかしい」

　そんなことを呟つぶやいて、九遠は自分の部屋の、自分の机の上をじぃっと見詰めていた。

　視線の先には一冊の立派な装丁の本。

　表紙には、『英雄の肖像』とある。

──まさか僕が本になっていたとは。

　前世の記憶を思い出すために、花火に頼んで、鈴鹿八はち識しきの生前が記された本を貸してもらったのだ。いや別に忘れたわけではないが、何しろ十三年前である。資料があるに越したことはない。

　花火が何度も読んだのだろうか、表紙がところどころ破けてはいたが、大切に扱われていたのがわかる。

　自分の人生を誰かに記された挙げ句、チームメイトの気になる女性の先輩に読み込まれているというのは、ちょっと──いや、かなり気恥ずかしいけれども。

　奥義のためだ。致し方ない。

　覚悟を決めて、九く遠おんは本を開く。膨大な文字の奔流が脳内を駆け巡り、

「──ああ、そっか。そうだった」

　桶おけ川がわ九遠ははっきりと思い出した。




★　★　★　★　★　★　★　★




──これは、人類で最もジェイヴを殺した騎士の、最期の記憶。




　かつて、鈴すず鹿か八はち識しきという男がいた。

　帝国空軍・首都防衛軍・第一機動戦隊・鈴鹿隊隊長の『魔装騎士マニユーバ・キヤヴアリアー』。

──通称、『英雄』。

　十三年前のあの日、帝都に突如として出現したゲート及びジェイヴ掃討のため、彼は出撃した。

　仲間と共に戦場へと駆け付けた八識は、その仲間たちを異世界生物との戦闘で全て失いながらも、たったひとり、帝都上空へと辿たどり着つき、

「さぁ、行こうか──『月げつ影えい【八相】』」

　愛騎の名前を呼び、英雄と呼ばれた青年は一人、戦場へと飛び降りる。

　地上へ降下しながら、八識は眼下を見た。黒い影が蠢うごめいている。彼と──人類の憎き天敵。その大群が。

　視界が黒紫の群体で一杯になっていく。ウネウネと触手を動かす円えん錐すい形けいの出来損ないの化け物どもが、降下する八識を一飲みにしようと待ち受ける。あの中のたった一体ですら、並みの『魔装騎士』なら三人がかりで倒せるかどうかわからない。

　だが八識は、全く怯ひるむこと無く右手に持った大型ライフルを構えた。頭部に装着したバイザーには高度や速度、敵・味方の位置を示すレーダーなど戦術行動に必要な情報が表示されている。中央に現れている照準にはロックオンとチャージ完了の文字。

　躊ちゆう躇ちよはいらなかった。レーダーには敵しかいなかったからだ。

　引き金を絞った瞬間には、数メートルの全長を持つジェイヴの一匹を眩まばゆい閃せん光こうが飲み込んだ。スカウト・ノヴァ・ライフル。『使用者の魔力が強ければ強いほど威力が増大する兵器』。そこから放たれた『光ノヴア』はまさしく光速で飛び、超ちよう高こう熱ねつ煌こう線せんへと変換された魔力が触手の化け物を一瞬で蒸発させ、帝都の地表へ着弾した。

　世界が揺れる。

　着弾地点を中心として衝撃波が円状に広がった。黒紫色の群体のなかを、サッカー観戦サポーターによるウェーブのように外側へ膨らんでいく。

　次の瞬間、大爆発が起きた。

　高度八百メートルにまで降りてきた八はち識しきの真横を火柱が駆け上っていった。続いて轟ごう音おんと共に黒黒しい爆煙が広がり、魔力煌こう爆発の独特の匂いが鼻孔をくすぐる。地表を覆い尽くしていた二百六十五匹のジェイヴは跡形もなく蒸発した。その下にある街と共に。

　繰り返すが、ジェイヴ以外の生体反応──ましてや人間の反応──は一切無かった。Ｄ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバの探知能力に間違いは無い。八識がこの戦場へやってくる間に、奴らは建物の下敷きになったり火事に巻き込まれて動けなくなった怪我人や死体をも残さず喰くっていた。犬猫すらも。

　常人ならば魔力不足で一週間は昏こん睡すいするであろう一撃を放った後で、しかし八識は平然としていた。ノズルを吹かし落下にブレーキをかけ、宙に浮いたまま視線を真横へ向ける。

　飛行型のジェイヴが大挙して向かってきていた。いま消し飛ばした奴らと大した違いはない。円えん錐すい形けいの地上型に比べ、飛行するタイプは平べったい扇形で、空を泳ぐエイかマンタの出来損ないみたいな不細工だ。ブヨブヨした黒紫のカラーコーンが、ブヨブヨしたデカいマンタになったところでやることは一緒である。

　駆逐する。

　スカウト・ノヴァ・ライフルを群体の中心へ向けると奴らに動きがあった。八識の正面から二手に分かれ左右から挟み込もうとする。頭を使っているのか、それとも本能か。

　気にしないで撃った。まずは右手の奴らから。

　再び地上に太陽が生まれたような爆発が発生する。吹き飛ばされる雲が衝撃波の伝わり方を教えてくれる。二手に分かれたうちの一方は完全消滅。さてもう一方は──飛行速度を倍にして突っ込んできた。なるほど、囮おとりだったか。ライフルのチャージが済む前に勝負を仕掛けるつもりらしい。狙いは悪くない。化け物にしては。

　マンタの先端が一斉に光る。満天の星々のようにパパパッと夥おびただしい数の明滅が起こり、バイザーがアラートを鳴らす。敵が攻撃をしてきたのだ。不可視の弾丸が迫る。百三十二発。

──七しち星せい剣けん武ぶ、天てん雪せつ。

　技の名前を口に出すことで精神を集中させる。効果はあった。瞬間、八識の感覚だけが次元の壁を越え、周囲の時間が停止したように感じられた。白と黒の反転した世界で、動きを止めた見えないはずの弾丸を視る。

　湧き上がる回避のイメージ。一発でも食らえば即死する弾丸の雨を、いくつもの『線』が回避ルートとなって浮かんでくる。

　時が動き出す。

　考えるより早く、身体が動く。避けるというよりは勝手に外れていくような感覚で、ただ『線』に沿って飛んで行く。攻撃を抜けると、音速に近いスピードで突撃してくるジェイヴの群体はもう目の前にあった。

　その時すでに八はち識しきの騎体背部には左右対称のアームが八つ展開されている。右側上部のそれを摑つかむ。『壱イチ』と刻まれた柄を引き抜くと、八識の魔力が込められた真っ黒な刀身を持つ超魔硬ブレードが鈍く光った。

──七しち星せい剣けん武ぶ、流りゆう彗すい。

　飛行ジェイヴの第一陣とすれ違う。編隊を組んでいた八つのマンタどもが気色悪い叫びとともにバラバラになって落ちていった。ジェイヴのドス黒い血が黒い霧となって散っていく。言うまでもなく、八識が交錯の際に斬り捨てたのである。

　左側上部のアームから『漆ナナ』のブレードを抜いた。息を吐く。

「いくらでも来い」

　前後左右、上下まで含めて敵が一斉に襲い掛かってくる。『天てん雪せつ』で時間を止めて動きを見切り、両手に備えた二刀で化け物どもを片っ端から刺身にしていく。

　たった一人の生き残りすらいない戦場で、たった一人の騎士が異世界の怪物を圧倒していた。

「…………」

　飛行型の最後の一匹を解体したところで、八識の剣が止まる。周りの空は雷雲がたちこめたように真っ黒だ。ジェイヴの血が霧となって舞っている。汚らわしい大気。

　レーダーが敵の第二波、三波の接近を報せる。有効射程距離に到達するまで七十五秒。付き合ってやっても良いが今回はパス。ここらの敵は駆逐した。生き残った人間もいない。放置したって問題はないだろう。

　もちろん撤退なんてしない。奴らを無視してゲートを目指す。

　残存魔力量四五％。騎体に装備されたアイテムパックから小さな箱を取り出して、中の錠剤を一つ口に放り込む。視界がぎゅっと狭まって赤くなり心臓が早鐘を打つ。お世辞にも身体によろしくないそれは、魔力を瞬間的に回復する効果がある。息が整うころには魔力が戻っている。きっと寿命が三年縮まったが心配ない。どうせ今日までだ。

「死ぬ前に、ゲートだけは潰しておかないとな……」

　これまでゲートの攻略に成功した例はなかった。もし上手く行けば、後進の役に立つだろう。

　迫り来るマンタの群れを尻目に、八識の纏まとう『月げつ影えい【八相】』は帝都中心部へ飛ひ翔しようした。




★　★　★　★　★　★　★　★




　八識の最終目的地は帝都東京に出現したゲート。

　そして最終目標はゲートを破壊して死ぬこと。

　鈴すず鹿か八はち識しきは死にたかった。

　華々しく散りたかった。

　もう一人になるのは嫌だった。取り残されるのが嫌だった。だから自分も死にたかった。一匹でも多くのジェイヴを道連れにして。




　そして、花はな火びと出会った。




　彼女を助け、しかし懇願されたのは──。

『みんな、みんな死んじゃったの！　お願い！　私も一緒に死にたいの！　みんなと同じ場所に行きたいの！』

　八識はその願いを叶かなえなかった。

　本当にすまない、と思う。これは自分のわがままだ。自分が死ぬ意味を少しでも見出すために、会ったばかりの見知らぬあの子に生きていて欲しいと願った。あの子だって、自分と同じ気持ちだったのに。

　あの子の目が、まるで幼い自分のように見えて、たまらなかった。




★　★　★　★　★　★　★　★




　帝都中心部、上空。

　中空に、ブラックホールのような黒い力場が渦を巻いている。直径およそ三百メートル、薄さわずかに一センチ。それが異世界と『こちら側』を繫つなぐゲートだ。

　その周囲に、四つの巨大な肉柱が設置されている。制御装置であろうその肉柱を、到着した八識が片っ端から消し飛ばした瞬間、ゲートが開いた。

　悪寒が走る。直感が『引け』と命じる。

『天てん雪せつ』を使用すると、全ての回避ルートが『後ろへ走っていた』。それらを全て無視して気合で踏ふみ止とどまる。鈴鹿八識は決して退かない。

　次元の向こうから現れたのは、ゲートと同等の直径を持つ巨大なジェイヴだった。外見は地上型に近い円えん錐すいだが飛行しており、全身も黒紫ではなく内臓を思わせる赤。初めて見るタイプのアンノウン。そいつの全身に付いた『口』がかぱりと開き、中から飛行型ジェイヴ『マンタ』が次々と吐き出された。

　八識は悟る。こいつは『女王クイーン』だ。

　口が笑みの形に引きつる。ノータイムでスカウト・ノヴァ・ライフルを発射した。

　マンタが女王の盾となる。八識と奴の中間に巨大な火球が生まれたがそれだけだった。何百というジェイヴを消滅させたライフルは、女王には届かなかった。

　反撃とばかりに女王の前に光が集まっていく。本来、不可視であるはずのジェイヴの弾丸があまりの熱量によって視認できるレベルにまで達していた。

　八はち識しきの胸に奇妙な高揚が生まれる。ライフルを捨て、ブレードの最後の一本『捌ハチ』を抜いた。

　見せてやる。最強の技を。




──七しち星せい剣けん武ぶ、四し神じん裂れつ帛ぱく斬ざん。




　全身が燃えるような錯覚に陥った。Ｄ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバを介して自身の魔力が数倍に引き上がり、放熱が追い付かない『月げつ影えい【八相】』の周囲が陽かげ炎ろうのように揺らぐ。マンタが数匹飛び込んできたが、近づく前に蒸発していった。人類最高の魔力を全開で展開し、その総すべてを一本のブレードに乗せていく。八識が刃を大上段に構え、

　女王が煌こう弾だんを撃った。先手を取られた。だが、

「四神！」

　叫び、

「裂帛斬っ！」

　振り下ろした。

　それは、空の彼方まで続くかと思われる赤い光の剣だった。

　スカウト・ノヴァ・ライフルの『光ノヴア』に匹敵する破壊力を秘めた女王の煌弾が、無限の長さを持った赤い刃に飲まれ消きえ失せた。その剣は女王に到達し、巨大な肉塊を真っ二つにせんと襲いかかる。

──ぎぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい。

　大地を震わす咆ほう哮こうは女王ジェイヴの悲鳴だ。腹の底から不快になるその音に精神を削られつつ、八識は剣に纏まとわせた全魔力を解放した。

「ブレイク！」

『光』の数倍の爆発が生まれた。半径一キロメートル圏内に存在するありとあらゆるものが瞬時に蒸発し霧散する。すでに使用者のいなくなったビルが、マンションが、病院が、建物が、公園が、橋が、それら全てに植え付けられていたジェイヴの卵もろともに何もかもを消し飛ばしていく。突風のごとき衝撃波が走り、真空となった爆発中心部に逆再生のように大気が戻ってくる。ジェイヴの末路である黒い霧が渦を巻いて爆心地へ留まっていた。

　全てが薙なぎ払われた。

　ただ二つ、鈴すず鹿か八識と、ゲートを除いて。

「──しぶといな」

　さすがに肩で息をする。魔力回復の錠剤を更に一粒。三日に一度のみの使用とされているが知ったこっちゃな──心臓が一瞬、鼓動を止める。視界が真っ黒に染まる。音も聞こえなくなる。落下していることに気が付き、慌てて体勢を立て直す。オーバードーズ。全身から脂汗が吹き出た。魔力が半分も戻っていない。

　知った事か。

『天てん雪せつ』とレーダーを併用してあたりを探る。女王がゲートの向こうに吹き飛ばされたことが魔力の形跡として残っていた。衝撃で吹っ飛び、蒸発する前に次元の扉へ入ったのだろう。

　躊ちゆう躇ちよなく、『月げつ影えい【八相】』をゲートへ向ける。

　逃がしはしない。

　ついでだ。ゲートが外側から破壊できないのならば、中からぶっ壊してやる。

　黒い渦状の異世界の扉へ、八識は飛び込んでいった。その挙動がフラついていることに気付きもしないで。




　静かな場所だった。

　月と地球の間のような空間に、八識はゆっくりと浮かんでいる。第五世代Ｄ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバ先行試作騎の大気圏突入テスト直前に見た光景に近かったが、ここからは月も地球も見えない。

　計器類が全てイカれた。レーダーと速度計と高度計と魔力計を愚直に信じるならば、いま八識は魔力値「７７７７７７７」の球体に包まれながら光の三倍の速さで地上マイナス五千メートルを飛んでいることになる。無視した。今はそれよりも優先して視るべきモノがある。

　五時の方向に女王ジェイヴが浮いていた。全体の三分の二ほどが消失し、剝むき出だしとなった『核コア』と思しき球体が紫色に光っている。それを触手が癒やすように触れていた。

　直感が告げる。アレを壊せ。

　背部に設置された全てのノズルを展開して突っ込んだ。心臓を中心に体中が悲鳴を上げる。うるさい黙れ。どのみちもう長くないのは察しがついている。元の世界へ帰れないことも。

　ならばせめて、一匹でも多く道連れに。

　何度となく繰り返したその思いをもう一度燃やす。女王が回復して再び『こちら側』へやってきたら、もう倒せる人間はいない。過信でも傲慢でもなく悲しい事実だ。

　幸いブレードは健在だった。大技は使えない。だが一太刀浴びせられれば良い。敵の間合いに飛び込みつつ、この空間でも自由に動けるのだな、と頭の片隅に思った。そこで気が付いた。レーダーが生きている。正確に敵の位置座標を表示している。そのアラートが告げた。瞬間、何もなかった空間から槍やりのような触手が無数に飛んできた。半ば無意識に『天てん雪せつ』を使用する。体感時間を引き延ばして回避ルートを探る。どこにもなかった。

「……ようやく」

　全身を貫かれる。喉が自動的に血を吐いた。

　意識が遠のく。全身が熱い。激痛で頭がガンガンと鳴る。体中から触手を生やしたまま、ゆっくりと引っ張られた。女王の『核コア』に触れるような距離まで近付けさせられ、

　ぎょろり、

　それが八はち識しきを見た。

　紫色に光る『核』の中に、眼球のような細長く暗い亀裂がある。どこまでも沈み濁った瞳。勝利を確信した汚らしい肉塊どもの親玉。

「く、くく、くくく」

　笑ってやろうと思ったが口がうまく動かない。代わりに心の中で言ってやる。侵略者へ放つ最期の常じよう套とう句く。

──醜い出来損ないの化け物め。

　ようやく、と思った。

　一度は試してみたかった。華々しく散りたかった。だから今までできなかった。

　これで、ようやく『使える』。




──七しち星せい剣けん武ぶ、祖そ龍りゆう乱舞。




　最期の自爆技を。




　アラートを鳴らし続けていたＤ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバが静かになった。警告する必要が無くなったからだ。四し神じん裂れつ帛ぱく斬ざんを使用する際に集め、騎体内で圧力をかけ続け延々と収縮させていた八識の魔力が彼の意識をトリガーにして臨界点を超えた。過剰な魔力圧縮はコントロールが著しく困難だが『七星剣武』を修めている者ならば不可能ではない。そして意図的に暴走させることも。

　何かを察した触手が八識の身体を引き裂こうとするがもう遅い。圧縮臨界点を超え膨大な魔力が拡散する。それはかつて地上に在った全ての魔力の源たる『祖龍』が乱れ舞う様を描いた技だ。高純度の魔力に当てられた別の魔力はそれに引っ張られるという性質を持つ。八識の暴走した魔力が、周囲にある全ての魔力を引っ張って拡散していく。魔力とは人間に秘められた力であり、生命力そのものだ。その命が、根こそぎ散らされていく。

　死の息吹が吹き荒れる。

　かつて、息をかけるだけで人を殺す神が在ったという。それと同じ風が走っていった。それは『魔解』と呼ばれる現象だった。

　女王ジェイヴが崩れるように散っていく。巨大な肉体の物理的な維持を魔力に頼っていたという証左だ。

　殺さつ戮りくの始発点であり、中心点である八はち識しきはもちろん無事で済まない。最期の灯火が消えいくのを感じながら、彼はその言葉を思い出す。




『英雄さん、死んじゃうの？』




　暗闇で眠るように、八識は意識のまぶたをゆっくりと閉じた。

　ここに、一人の英雄が戦死した。




☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆




　そして──十三年が過ぎ去ったいま。

　かつての英雄は桶おけ川がわ九く遠おんとして転生し、今度こそ女王を殺すべく、奥義の修練を開始している。

　師の言葉の意味は、しかし、わからなかった。





第六章　英雄修恋




　乗艦指定日時まで、あと二十日。




　花はな火びは絶不調に陥っていた。

　九遠が仮の騎体（倉庫で埃ほこりをかぶっていた最低魔力デイヴイジヨン１用騎体）で参加した模擬戦は、花火と九遠の連携ミスで自滅した。

　花火が九遠を誤射したのだ。

　三回連続で。

　これにより冨ふ士じ隊のランクが二位に落ちた。更に九遠は新騎体調整及び特訓のため部隊を離脱、冨士隊はしばらく三人でランク戦に参加することになり、一位奪還は難しくなるだろう。それどころか、ずるずると順位が落ちていく可能性も大きい。

　その原因となった花火の不調に対し、

　隊長の冨士は「先日の発作が原因だろう、無理もない」と言い、

　隊員の九遠は「大規模作戦のプレッシャーかも」と思い、

　副隊長の凜りんはそのどちらでもないことを察していた。

　普段は見せない涙を流し、「本当にすまない」と謝る花はな火びを慰める男性陣。

　凜りんは「ここは私に任せて」と男二人を先に帰し、花火とミーティングルームに残った。

　以降は二組の会話である。




「花火先輩、大丈夫でしょうか……」

「姉妹のように育った茂もて木ぎくんがついている。心配はないさ」

　と、冨ふ士じがやや言いにくそうに、

「ところで君は、あの話を鈴すず鹿かくんにしたのか？」

『自殺願望』のことだろう、と九く遠おんは思った。

「いえ、まだとてもできなくて……というか、最近ほとんど話をしてくれなくて……本を借りたときも、なんか素っ気なかったし……」

「そうか。お互いに覚悟がいることだしな。だが桶おけ川がわくん。作戦は待ってくれないぞ。俺たちは騎士だ。命令があればいつでも死にに行く。わかっているだろう？」

「だからです。その命令を口実に、先輩が突っ走ってしまうんじゃないかと……」

「ふむ。鈴鹿くんも真っ直ぐだからな。だが、案外気弱な所もある。そこは男の君がしっかりしないとだな。出来れば君から言ってあげると良い」

「はい……ところで微妙に話が嚙かみ合あってない気がするのですが……」

「ん？　なんのこと──あ、すまない、俺はここで失礼する」

　校門の前、冨士の視線の先には、見覚えのない、おそらく高等部の女生徒が立っていた。可愛い人である。まさかと思いつつ、まぁお約束だよな、といちおう聞いてみる。

「えーと、隊長、彼女さんですか？」

「いいや、違う」

「あー、ですよね、妹さん？」

「いいや、それも違う」と冨士は首を振って答えた。

「婚約者だ」

「…………」

「どうした？　鳩はとがサテライト・キャノンを食ったような顔をして」

「どんな顔というより鳩がサテライト・キャノンの方が気になりますけど、そんなことより婚約者って」

「さっき言っただろう。いつ死ぬかわからない。だから言えるうちに言っておけ、と」

「だからって……」

「生きて帰ったら結婚しよう、そう言っただけだ。婚約なら未亡人になることもない」

「死亡フラグってモノを知らないんですか！」

「そんなモノは折ってでも進むさ。君も頑張れよ」

　ぽん、と九く遠おんの肩を叩たたいて冨ふ士じは、あ、と気付く。

「せっかくだから紹介しよう。桶おけ川がわくん、少しだけ時間をくれたまえ」

「は、はぁ……」

　連れられて行く九遠。紹介された冨士の婚約者は、花はな火びのように気が強そうなわけでもなく、凜りんのように面白い性格をしているわけでもない、ふわふわとした癒やし系な女性だった。

──冨士隊長が、あの二人と全くフラグを立てなかったのがわかった気がする。

　色んな恋愛があるのだな、と前世からほとんど縁のない九遠はぼんやり思った。




　もちろん凜は、とっくに気付いている。

　花火が九遠を誤射する前から、あいつの様子はおかしかった。ぼーっとしていると思えば虚空へため息をついたり、今までは見向きもしなかった恋愛の歌を聞き始めたり、自分と話しているときでも常に誰かを探していたり、メールの着信をえらく気にしたり、ポニーテールを結ぶ色気のないゴム紐ひもが可愛いリボンに変わったりした。

「──さて、花火」

　男どもを帰らせた凜はミーティングルームの鍵をきっちり閉めて、禁止されている校舎内でのＤ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバ展開を行い、騎体のレーダーを活用して通信の消し忘れや盗聴の有無を徹底的に確認し、Ｄ・Ｍを解除して部屋の中央で花火と膝を突き合わせて座っている。

「念のため確認しておくけど」

「……うん」

　乙女モードな花火はいやに殊勝な態度である。言い換えると『しおらしく』て、もっと言うと落ち込んでいた。

「花火の不調の原因は、発作でも作戦のプレッシャーでも無いよね？」

「……うん」

　はぁ、と凜はため息をついた。安心が半分、呆あきれが半分である。

　ならばひとつしか無い。

　凜はちら、と花火の背中側にあるドアを見て言った。わざとらしく。

「あっ、きゅーくんどうしたの？」

「ふぇっ！」

　聞いたことのないような声を上げて首が百八十度回転する勢いで花火は振り返った。

　誰もいない。

　ぐりん、と首を戻して凜を睨にらむ花火の顔は真っ赤だ。

　はぁ、と凜はまったく悪びれずに、もう一つため息をついた。

「あなたねぇ、きゅーくんのこと意識しすぎだよ」
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　う、となる花はな火び。しどろもどろに釈明する。

「だって、だってだって、どうしようもないんだ」

「あなたがきゅーくんのことを気に入ってたのは最初から知ってたけど、それでもここまでひどくなかったでしょ？」

「知ってたの!?」

「当たり前だ」

　うう、と唸うなる花火。

「その、同じ部隊になって、最初のうちは、ただ嬉うれしかった、でも……」

「でも？」

「でもどんどん気持ちが止められなくなるんだ。それでこの間の発作だ。思い切り抱きしめられて、そばにいます、離れません、とか何度も言われて、本当に英雄さんに励まされてるみたいで……。もうだめだ。今は、顔も見れない……見れないんだ……。わかるか、凜りん！　『天てん雪せつ』のとき、ずっと見詰め合っているんだぞ！　みんなの感覚が止まってるなかで、私と九く遠おんくんだけが意識がある状態で、ずっと二人で見詰め合っているんだぞ！　とても直視できない！　直視できないから、皆の回避ルートがわからなくなって、でもつい九遠くんを見てしまうから、つい撃ってしまう……。いまはもう、『九遠くん』と、彼の名前を口にするだけで胸が苦しいんだ」

　凜りんが耐え切れないと言った様子で、窓を開けガラガラガラばぁん！　叫ぶ。

「ぅ乙女かーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー！」

　そして残響の収まらない間に、花はな火びを振り返って指差した。

「告白しろ」

　顔を真っ赤に染めた美少女が涙目で訴える。

「そ、そんなこと……そんなことできないよう！」

　誰だコイツ可愛いな、と凜は不覚にも萌もえた。

「じゃあデートしなさい」

「で、でーと……。む、無理！　無理無理！」

「そうだね知ってた。じゃあこうしよう。あなた、きゅーくんに剣術教わってたよね？」

「う、うん」

「で、今月は模擬戦で三回もきゅーくんをライフルでぶち抜いたよね？」

「あああ……！」

「泣かない！　そのお礼とお詫わびをするんだよぉ！　一日中、きゅーくんの好きな所に連れてってあげて、美味しいご飯食べさせてあげるの！　騎士団報酬、あるでしょ？」

「全部貯ためてる……」

　全部かよ。

「今こそ使いなさい！　日頃の感謝を示すのだ！」

「お礼、お詫わび、感謝……」

「ね、そう考えれば誘えるでしょ。デートじゃないよ。感謝だよ？」

「デートじゃなくて、感謝か。わかった、やってみる！　いつも本当にありがとう凜」

「いいってことよ。あ、ついでに私も謝っとくわ。ごめん花火。発作のこと話したわ」

「そ、そうか……。いや、いいんだ、むしろ私が言わなきゃいけなかったんだ」

「これからはきゅーくんに抱きしめてもらいなさい。私はもう抱き枕にはならないから」

「そ、そんな……！　見捨てないでくれ凜！」

「そんなすがるように見ないでよ……わかったよ……先が思いやられるなぁ」

「あ、ところで凜」

「今度はなに？」

「ＷＷＷって何だろう。少し前、私の日記に、」

「ワールド・ワイド・ウェブ」

「やはりそうか」

「そうよ」

「その下に『あるだろ、だぶるだぶるだぶる』とも書かれていた」

「いや、それは消したはず。あっ」

「やはりお前か」

「やっべ」

　鍛え抜かれた上腕二頭筋から繰り出された花はな火びのチョップがテヘペロをしてる凜りんの脳天に突き刺さった。舌を嚙かんだ凜がつむじと口を押さえて部屋の隅にうずくまるのを見て、花火はちょっとやり過ぎたかな、と雀すずめの涙ほど反省する。

　なお、凜に恥ずかしい日記を読まれたことに気が付き、もう一撃チョップを加えた後に反対側の隅で顔を押さえてうずくまる花火が見られるのは、あと数分先のことである。




☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆




　九く遠おんの修練は熾し烈れつを極めた。

『七しち星せい剣けん武ぶ』、その技のひとつに『刺し滅めつ』というものがある。入学式で花火と戦った時、彼女の極大煌こう弾だんをかき消したあの技だ。煌弾の核を見極めて破壊することで無効化するものだが、九遠の習得する奥義もそれの延長線上にある。

「刺滅で視たものは『煌弾の核』だったが、奥義は更にその奥深く、『魔力そのものの核』を視る。魔力とは人間に秘められた力であり、生命力そのものだ。いわば──」

　楓かえでの声が降ってくる。訓練場からほど近い川べりでボロ雑巾のように突っ伏している九遠の上に。

「『命の光』とでも言おうか。まずはそれが『天てん雪せつ』で視えるようにならなければ話にならない。だから……って、おい、聞こえているか？　死んでないだろうな？」

「………………はぃ」

「良し。十分間の休憩後、目隠し・手錠・足あし枷かせを着けた現在の状態でお前を再び川に落とす。そのまま百二十分待機だ。Ｄ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバの起動はもちろん認めるが、うまく魔力を調整しないと途中で魔力不足になり解除されて窒息するから気を付けろ。ドザえもんになりたくなければな」

　古来より、水を使った訓練という名のシゴキは連綿と受け継がれている。長い伝統を持つ『七しち星せい剣けん武ぶ』もその例に漏れない。また今後九遠は、山岳地帯で低酸素状態による修練を行うことになるが、今はまだ知る由もないし楓も言わない。心が折れるから。

　水中での低体温症や窒息、高山病によるクモ膜下出血に、酸素欠乏症。

　いずれも発症すれば死に至る危険性を秘めた試練と戦いながら、九遠は奥義習得への第一段階、『魔力消費を極端に抑える呼吸法』を少しずつ摑つかみかけていた。

　だが、

──それでもまだ、足りない。

　緊縛状態の十三歳の少年を足蹴にして川に落とし、楓は更に表情を険しくする。




　九く遠おんは浮かんでこなかった。




☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆




　乗艦指定日時まで、あと一日。




　自由を奪われ目隠しをされ──両手両足が使えず目が開けられない真っ暗闇の状態で川に落とされることがここまで精神的に辛いことを九遠は身を以もつて知った。

　おかしくならないようにエヌが延々と話しかけてくれたが（「グッモーニン『上弦ジヨーゲン』！　月曜の朝の憂鬱な気分を吹き飛ばす、ハッピーアワーの始まりだ！　ＤＪエヌ・エス・アールの超クールでハイパーでスーパーなレイディオ『レプソル９９９スリーナイン』！　『水漏れなし』で楽しんでくれ！　ＯＫ、まずは一曲目！　伊い福ふく部べ昭雄で『剣術商売』！　タータタッター（鼻歌）」）、これが無ければ本当に危なかったと思う。楓かえでとフザけた鼻歌ラジオに覚えた殺意はこの三週間で三桁を超えたはずだ。そんな視線を真っ向から受けながら、それでも手を抜かずに九遠を苛め抜いた楓も延々とラジオ放送を垂れ流したエヌもそれはそれで凄いと感心する。

　感心できる程度には、九遠は心の余裕ができていた。

　九遠を除く冨ふ士じ隊が機動母艦『紅く鷹おう』へ乗艦するのは明日。それ以降は、作戦開始まで艦内で待機することになるから、彼らに残された自由時間はあと三十時間足らずである。

　特訓開始からはじめての休暇を貰もらったその日の朝、九遠はひたすら寝ていた。爆睡だった。ここ十数日間の合計睡眠時間がたったの二十四時間しかなかったからだ。自分でもよく死ななかったと思う。

　そんな、夢を見ることすらなくただただ眠っていた彼の枕元にあるデバイスが着信を告げる。寝ぼけ眼を擦りながらウィンドウを見ると、ぼやけた視界に相手先の表示が見えた。

『鈴すず鹿か花はな火び先輩』とあった。




　デートである。

　いや違う、お礼と謝罪と、日頃の感謝の気持ちである。

　でもデートである。

　いやいや、違う。お礼と、謝罪と、

　花火の頭のなかでそんな会話がぐるぐると回り続けていた。

『上弦』で一番大きい繁華街で、花火は一人、九遠を待っていた。

　待ち合わせである。それは間違いない。

　凜りんに見立てて貰った洋服を着てみたが変じゃないだろうか、と花はな火びは気が気でない。高そうなバッグはどうやって持ったらいいかわからないし、胸元は開きすぎている気がするし、常夏の島とはいえ袖がないのはどうかと思うし、いくらなんでもスカートが短すぎる。道行く人がちらちらと見ていくのが余計に不安を煽あおる。こんなことなら制服で来れば良かった。ジャージで出掛けようとしたら凜に止められたけれど。

　待ち合わせ場所は、大きな時計の下だ。「ベタな方が──じゃない、わかりやすいほうが良い。ワタシ的にも」という凜の提案だった。

　凜が提案したということは、つまり凜は二人の待ち合わせ場所がどこか知っているということである。当たり前のことだ。しかしそれが意味することまでは、初デート（じゃなくて感謝の気持ち）で緊張の極みにある花火は思い至らない。

　かーん、こーん、かーん。

　鐘がなった。正午ぴったり。時間だ。

　九く遠おんは現れない。

　急に心細くなった。

　来ないんじゃないだろうか。

　九遠はずっと奥義の取得のために訓練していると言っていた。

　朝、通信したときも寝ぼけていた。疲れて寝ているのではないだろうか。自分との約束なんて後回しにしているのではないだろうか。何と言っても『七しち星せい剣けん武ぶ』の奥義だ。Ｄ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバを纏まとえば人類最強の剣術だ。その奥義と自分と、どちらが優先されるべきか、三秒考えればわかる。

　花火の胸にどしん、と大きな固まりが出来た。不安という名のそれは彼女の中でどんどん膨れ上がり、息が苦しくなって、舞い上がっていた己が情けなくなり、柄にもなくオシャレをした姿が恥ずかしくなり、惨めな気持ちでいっぱいになり、泣いちゃダメだ、もう帰ろう、でも待って、あと五分、いや三分待って来なかったら、

「お待たせしました、花火先輩！」

　来た。

　目の前に九遠がいた。俯うつむいていたから気が付かなかった。

　慌てた様子で彼が謝る。

「すいません！　最初すごい綺き麗れいな人がいるモデルさんだろうなって思ったんですけどまさか先輩だと思わなくてスルーしちゃってその格好が探しまわってやっと、」

「来てくれたんだ」

　たぶん、すごく嬉うれしそうな顔をしていたと思う。

「──はい、あの、先輩、」

　恥ずかしそうに、九く遠おんは言った。

「とても綺麗です」

　花はな火びはまた俯いた。




　ひとまず、凜りんとエヌはガッツポーズを決めた。

　九遠にくっついているエヌはもちろん『休眠モード』という体ていで消えていて、逐ちく一いち凜に報告を入れている。と言うより途中から面倒になって、エヌの聴覚をそのまま凜にリンクしてライブ音声を流している。

　だが、

──花火め……全然きゅーくんと会話してないじゃないか！　地面に何があるっていうんだ！　いま見るべきものは私が貸したサンダルじゃなくて隣の男の子でしょうが！

　と、悪態をつく凜。無事に待ち合わせを終えた二人が歩いて行くのを物陰から確認しつつ、花火が俯いたまま全く顔を上げないのでやきもきしっぱなしである。

　凜が習い事の射撃用に使っているＰＧＭ‐Ｆ４ライフルスコープを覗のぞきつつ二人を追う。

　ちなみに、この企みがバレた凜とエヌが、七星学園長に折せつ檻かんされるのは数時間後のことである。




『武士姫』と『英雄の生まれ変わり』による人生初デートは実に渋いスタートを切った。

　名目上は、漂流時のお礼と、模擬戦での誤射の謝罪と、剣術指南の感謝の気持ちである。花火は九遠に行きたいところを尋ねてみたが、

「温泉、ですね……」

　と、やたら真面目な顔をして言うのである。デバカメしている一人と一機は「ジジ臭っ！　十三歳の好みじゃねぇよ！」などと二人してツッコミあっていた。

　花火が困ってオロオロしているのを見て、九遠はハッと気が付く。

「すみません、繁華街に温泉はありませんよね！　銭湯にしましょう！」

　そうじゃねぇよ。

　そうじゃないです。

　どうしたらこのやるせない思いが届くのか、一人と一機は固く拳を握る。確かに銭湯ならあるけども。

　一方、凜から教わったデートコースがまるで役に立ちそうにないと悟った花火はいよいよ進退窮まって、

「茂もて木ぎの実家に大きなお風呂があるけど、そこで背中を流したりすればいい!?」

　などと口走っては己が九遠と二人で裸で風呂に入って彼の背中に手を触れるところまで想像して「違うのだ！　違うのだ！」と慌てふためいて、九く遠おんと二人で顔を赤くして俯うつむく始末である。手に負えない。

「あのっ、じゃあ欲しいものは……？」

　気を取り直して尋ねる花はな火び。

「えーと、チョコレートですね。本土があんな状態だからか、どこの店にもなくて」

「わ、わかった！」

　ぱぁっと顔が明るくなる。これは凜の調査通りだった。

　物陰でドヤ顔をする凜を通行人が訝いぶかしげに見ているのは知らない。

「外国からの輸入品を扱っているお店があるんだ。そこへ行こう、九遠くん！」

「はい！」

　それからは順調だった。

　ジェイヴにより海シ上ー交レ通ー路ンがいくつもだめになったせいで滅多に手に入らないチョコレートはやけに値段が高くて、九遠は断ろうとしたのだが半ば強引に買ってもらった。店員さんがやけに親切にしてくれたのが印象的だった。

　その次はやっぱり銭湯に行ってぽかぽかした後、お爺じいちゃんお婆ちゃんに混じり浴衣姿で二人並んでマッサージチェアに座って「あ～～～」とか言った。九遠は花火のお風呂上がりの香りにそわそわしたり、浴衣から覗のぞく豊かな胸元と、にゅっと出た長い足に自動的に惹ひきつけられる視線を強引に外しつつもやっぱりチラッと見ていたりした。本当に胸が大きい。九遠の顔くらい大きい。海であの谷間に顔を突っ込んだ事故を思い出し、慌てて首を振って煩悩を払う。

　何度目かのチラ見と首振りのあと、隣にいたおばあちゃんが「頑張ってねぇ」とアメをくれた。不思議に思った九遠が手のひらに乗ったアメとおばあちゃんの顔を見比べていると、「アンタがた、騎士さんでしょう？　私も昔は本土にいてねぇ」と微笑まれる。チョコレートを買ったときの店員さんの態度の意味が、騎士学校一年生の九遠にもようやく理解できた。自分はこの人達を守るために戦っているのだ。




　二人とも、上手くやっていたと思う。

　招集を翌日に控えた花火の緊張を九遠は溶かしていたし、九遠の溜たまりに溜まった肉体的、精神的疲労も花火は抜くことが出来ていた。

　お互いに一番伝えたいことは、何一つ言葉に出せないままに、楽しい時間はあっという間に過ぎていった。




　帰りのバスを待っている。

　花火は学園宿舎へ戻り、九遠は訓練場へと戻る。

　二人は並んで待っている。

　ここでお別れだった。

　この時間、繁華街から学園へ向かう路線を使う人間なんて、そうはいない。宙に漂う停留所の電子標識が寂しげに光っている。九く遠おんと花はな火びは、無言でそれを見詰めている。

　花火は再確認した。今日一日で何度も思い知らされた。この子と一緒にいるととても楽しいし、この子が笑うととても嬉うれしい。いつか日記に書いたことを、花火は今日、何回も何回も何回も何回も何回も何十回も心の内で繰り返していた。

　冨ふ士じは伝えたという。

　凜りんにはそういう相手はいないそうだけど、でもきっと迷わないんだと思う。

　自分はやっぱり意気地なしだ、と花火は思った。でも、それに甘んじていてはいけないのだ。もう帰って来られないかも知れないから。帝都へ降りて、それっきり上弦には帰って来られないかも知れないから。

　もう二度と会えないかも知れないから。

「九遠くん」

　彼を見た。低い身長。細く、でも筋肉がしっかり付いている無駄のない体格。瞳には強い意志と満みち溢あふれる自信。とても五つ年下には思えない落ち着いた雰囲気と、たまに見せる子供らしさ。そして、小さくも硬い手。たくさん努力をしてきたであろう、剣士の掌てのひら。

　彼も花火を見た。真っ直ぐ、花火の言葉を待っていた。

　言う。

　言う。

　言うぞ。




「私は、君のことが、す、す、す、」




　絶妙なタイミングでバスが来た。

「素晴らしい騎士になると思う！」

　途方も無い疲労感が花火を包む。九遠が微笑んだ。

「ありがとうございます。僕も、先輩は立派な騎士になると信じてます」

　うん、ありがとう、と力なく笑って、花火はバスのステップを踏んだ。死にたい。

「先輩！」

　九遠がバス停から花火を見上げている。その声に切迫感と悲壮感を漂わせて、

「明日からの作戦、参加できなくて本当に、本当にごめんなさい。どうか、どうか、」




　バスが走る。

　乗客は花はな火びだけで、一番後ろに彼女は座って、そうして顔を手で覆った。

　ドアが閉まる瞬間、九く遠おんが言ったことを思い出す。

「どうか……ご武運を……」

　ずっとそれが言いたかったのだろうか。冨ふ士じ隊の一人として残ることを、共に戦えないことを、今日二人でいる時、一緒に御飯を食べた時、お風呂に入った時、笑っていた時、彼はずっと気に病んでいたのだろうか。そんなこといいのに。仕方ないのに。

　心の底から楽しんでいたのは、自分だけだったのだろうか。

　だとしたら、こんなに惨めなことはない。こんなに恥ずかしいことはない。

──やめてよ。

　どうして最後に、あんな顔を見せるんだ。

　九遠の心底辛そうな表情が、花火の脳裏から離れなかった。

　バスが走って行く。

　一人の乗客もいないなかで、花火は静かに泣いていた。




「……何やってんだよ、もう」

　次のバス停からスコープで見ていた凜りんは、花火が言えなかったこと、花火が言われたことの意味を考えて、酷い無力感に襲われた。

　何をやっているんだろう。

　妹みたいな親友のデートまで覗のぞいて。

　やってきたバスに、凜りんは乗らなかった。

　最後尾に座っているはずの花火もまた、凜に気が付かなかった。

　バスが走って行く。




　言いたかったことは半分も言えなかったと九遠は思う。

　花火を乗せたバスを見送った。あのまま、戦場にまで連れて行かれるんじゃないかという気すらしてくる。

　もっと話したかったし、もっと一緒にいたかった。できれば明日からの作戦にも同行して、隣で戦いたかった。最期まで。

　どことなく空虚な気分になりながら、また自分がどうしてこんなに落ち込んでいるのかわからないまま、トボトボと九遠は歩く。訓練場には歩いていける。

　暗い町並みを見渡して、ふと、

──もう会えないんじゃないか。

　そんなことを考えた。自分はひょっとしたら、もう二度と、あの人とは、

「九遠さま」

　休眠モードに入っていたらしいエヌがひょい、と出てきた。焦げ付いた胸のまま答える。

「もう良いの？」

「はい。失礼かと思いましたが、さきほどの会話、聞いてしまいました」

「そっか」

　不思議と何の感情も涌わかない。するとエヌが一礼し、やたら殊勝そうにこう言った。

「九く遠おんさま。これは本当は花はな火びさまがご自分で言うことですから黙っていようと思いましたが、明日でお別れ、ひょっとしたら今生のお別れ、時間もありませんので憚はばかりながら私の口から言わせていただきます」

「なんだよ、もったいぶって」

「さっきのは、花火さまなりの愛の告白です」

「へぇ」

　脳みそがショートした。


































「マジで!?」

「マジです、九遠さま」

「噓うそやろ!?」

「噓やないです、九遠さま」

「いやでも、素晴らしい騎士って」

「好きって言えなかったんです」

「マジで……？」

「ですから、大マジです、九遠さま」

　そんなアホな……。

「でも僕、中身は三十五歳のオッサンだし……」

「いえいえ九く遠おんさま。良い意味で子供っぽいですよ」

「子供っぽい」

「凜りんさまと唐揚げの取り合いでガチの喧けん嘩かに発展しそうになったのも、良い意味でとても分別がありません」

「分別がない」

「良い意味で小生意気なクソガキです」

「小生意気なクソガキ」

「周りの環境や肉体年齢に引っ張られてるんでしょうねぇ」

「そうなんだ……。エヌって、僕のことそう思ってたんだ……」

「花はな火びさまのお気持ち、どう受け止めるおつもりですか？」

「どうと言われても……」

「あら、困惑なさっておりますね。まんざらでもないのかと思っておりましたが」

「いや、まぁ確かに僕はガキっぽいけれど、それでも先輩より十七年も長く生きているから。あんな若い子に手を出しちゃって良いのかって気もするよ」

「外見ショタのくせに何を言いますか。それに花火さまのことは、先輩として敬っているではありませんか？」

「敬ってはいるけど」

「花火さまを『年下の綺き麗れいな女子高校生』と思うのと、『年上の美人なお姉さん』と思うの、どちらが本心なのです？」

　うーん。と九遠は悩む。どっちも本心だ。難しい。

「恋ではないと？」

　エヌの言葉は直球だ。少し怯ひるむ。しかし彼女は止めない。

「今は戦時中です。九遠さまも花火さまも騎士で、明日死んでもおかしくありません」

「それは、わかる」

「返事は早いほうが宜よろしいかと」

　返事。

　それは、告白された返事、ということで良いのだろうか。

「大人の余裕を見せてください、九遠さま。ご自分の言葉を、照れずに、恥ずかしがらずに、堂々と、立派に言えてこそ、『大人の男』というものですよ。そこに女は痺しびれて憧れるのです」

　目をつぶり、顔を上げて九遠は黙り込む。考えて、考えて、考えて考えて考えて──。

　考えるまでもないな、と思った。

　言いたかったことは半分も言えなかった。

　目を開ける。夜空には半分の月が見える。

　上弦の月だ。

「──エヌ」

「はい」

「僕はまだ、十三歳だ。大人の余裕なんてない。──でも」

　九く遠おんは駆け出した。

　バスの走った先へ──花はな火びの元へ。




　バスを、走って追いかけている。

　そのさなか、凜りんから通信がかかってきた。彼女はエヌから一部始終を聞いているのだが、そんなことは思いもしない九遠は、走りながら凜の言葉を素直に聞く。

──花火をお願いね。

　師匠に鍛えられて本当に良かったと思う。あの走り込みは無駄じゃなかった。

　宿舎前に辿たどり着つくと、ちょうどバスを降りた花火がいた。

　顔を上げて、月を見る彼女は、二人で海の底に沈んだ時よりもずっと、寂しそうだった。




「先輩」

　上弦学園の宿舎は大きい。高い柵は建物を囲んで、どこまでも続いているかのように見える。

　小さなバッグを両手で持って、表門の横で佇たたずんでいた花火に声を掛けた。

　振り返る彼女がわずかに驚く。しかしすぐに無表情になり、目が、すっと細まった。

「──どうした？　走ってきたのか？」

　九遠を見る花火の声が、氷のように硬い。

「あの……お話はなししたいことがあるんです。少し、歩きませんか」

「もう少しで門限だ。話があるならここで聞こう、九遠くん」

　武士姫は頑かたくなだった。さっきので嫌われたんじゃないかという気すらしてくる。タイミングを間違えるとこうも態度が違うものなのかと、恋愛経験が皆無な九遠は戦慄する。

　それでも勇気を振り絞った。ジェイヴと戦う時だって、ここまで怖くない。

「せ、先輩に言い忘れたことがありました。聞いてください」

「作戦に参加できないことなら気にしなくて良い。私も皆も、別に気にしていない」

「そ、そ、そうじゃありません。その、僕は……」

　九遠は思う。

　言われて気が付くこともある。エヌに言われて、なんだか納得した気がする。

　今まで、年下の先輩って妙な関係だったから気が付かなかったけれど、『花火』を放っておけないし、守ってあげたい。『花はな火び先輩』に構って欲しいし、守って欲しい。

　この子とずっと一緒にいたいし、この人を幸せにしたい。こんなに若くて綺き麗れいな子にこんな気持ちを抱くなんて、こんなに年上の高たか嶺ねの花はなみたいな人にこんな想いを抱くなんて、おかしいかも知れないけれど。

　たぶん、歳は関係ないのだろう。たとえ上でも下でも。

「先輩、僕は……」

　花火を見る。背は高く、しなやかで、抑揚の付いた美しい曲線の身体。瞳には強い意志と隠し切れない心細さ。とても学園史上最強と呼ばれる騎士とは思えない上品な麗しさと、たまに見せる歳若い女の子らしさ。そして、柔らかい手。才能に溺れず努力する掌てのひらが、九く遠おんの教える剣術で、少しずつ剣士のそれに変わりつつある。

　バッグを持つ、その細く長い指が、ぎゅっと握りしめられていた。いつも一生懸命に頑張るその手を、九遠はとても愛おしく思った。

「僕は、」

　だから言えた。

「僕は先輩が好きです。鈴すず鹿か花火が大好きです。だから、必ず帰ってきて下さい」

　たぶん、花火の脳みそもショートした。
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「そ、それは、先輩として？　仲間として好きってこと？」

「いえ、違います」

「そうか、じゃあ騎士として？」

「騎士としても好きですが、いまは違います」

「ど、どういうこと……？」

　本当に？　本当にそう思っていいの？　喜んでいいの？　噓うそじゃない？　ほんと？　と花はな火びの目が全力で訴える。そう、こういう時、と九く遠おんは笑う。普段は滅多に見せないこういう顔が、

「大好きです、花火先輩。その……女性として」

「あ、ああ……」

　花火が顔を押さえてふらついた。九遠が慌てて支える。横に立つと身長差があるな、と九遠は初めて意識した。背中に手を回して支えながら、首をめいっぱい上げて、真下から花火を見る。あまり近付くと、九遠の顔が花火の大きな胸にちょうど当たってしまうから気を付けて。

　花火がぼんやりと言った。

「そうだったんだ………………」

「はい」

「なんだか、ずるい……。本当は私が言うはずだったのに……」

「ごめんなさい。さっき先輩が言いかけて、僕もやっと覚悟が決まったんです」

「え、じゃあわかってたの？」

「エヌに教えて貰もらったんです」

「ああ、そう……余計にずるいよ、九遠くん……」

「本当ですね、ごめんなさい」

「悪いと思ってないだろう、いまの言い方は」

「思ってますよ」

「だいたい君はいつも妙に偉そうだぞ。まったく小生意気だ」

「それ、エヌにも言われました」

「そうだろう」

「ごめんなさい」

「あ、まただ。また悪いと思ってない」

「思ってますよ」

「本当？」

「本当です」

「本当に？」

　と、花はな火びが九く遠おんを抱き締めた。九遠の顔が花火の大きな胸にちょうどすっぽり収まった。彼女の甘い香りに包まれる。

「本当に、本当に私で良いの？　五つも年上だよ？　先におばさんになっちゃうよ？」

　九遠は花火の背中に両手を回す。有史以来、歳の差がある恋人たちの間で何度となく繰り返されてきたであろうこの問いかけに、九遠は九遠にしか返せない言葉で肯定を伝える。

「僕は中身がオッサンですから」

　くすくす、と花火が笑うのが伝わってきた。

「うん。そう思う」

「それに、それくらい生きられたら、花火先輩がお婆ちゃんになるくらい生きられたら、それはとても幸せじゃないですか」

「お婆ちゃんは言い過ぎだ」

「ごめんなさい」

「九遠くん、あのね」

　花火が九遠の頰ほおを触る。嬉うれしそうに、愛おしそうに、切なそうに。

「君が好き。大好き」

　はい、と九遠は答えた。




　花火の乗ってきたバスが最終便だった。

　九遠も花火も、九遠が訓練場へ戻るための交通手段が無いことに気が付いている。いや、頑張ればリニアレールの終電には間に合うかも知れないし、タクシーサービスを使えばお金はかかるが戻れないこともない。騎士団報酬は九遠にも十分に払われている。

　門限だから、閉まっちゃうから、とあれ以上、外にいるわけにもいかず、九遠は花火の手引で、花火と凜りんの相部屋にこっそり入れて貰もらった。ベッドが二つあってふかふかのカーペットが敷いてあって中央には小さなテーブルと可愛らしいクッションとやけに渋い座布団があって、花火の淹いれたお茶を飲んで二人で座ってずっと他た愛あいも無いことを話している。今日のデートは実はめちゃくちゃ緊張したとか、この服はぜんぶ凜に見立てて貰っただとか、温泉に行きたいとか言い出してびっくりしたとか、こっちこそいきなり呼ばれてびっくりしたとか、そうだチョコレートを食べましょうとか、いつから好きだったとか、そんなの入学式の時からだとか、そんなこんなを喋しやべりながら、九遠も花火も時計の針を見てみないふりをしている。

　まだ帰れる。まだ帰せる。

　でも帰りたくなかったし、帰したくなかった。こんな気持ちは初めてだった。浮かれていて、浮ついていて、ふわふわして、そわそわしていた。

　そして気が付く。そう言えば凜りんが帰って来ない。

　すると学園長から連絡があって、凜とエヌは今晩こちらで預かると言われた。九く遠おんはエヌが一体いつからいなくなっていたのか全く覚えていない。デバイスがうんともすんとも言わない。どうやら本当の休眠モードらしかった。

　わずかな沈黙の後、あれ、と二人同時に思った。




──朝まで二人きりだ。




　またわずかな沈黙の後、お互いがお互いに、この状況に気が付いたと悟った。

　恐るべきチキンレースが始まる。先にビビったほうが負けだ。そんな気がした。

　九遠の頭が高回転で計算を開始した。ここで立ち上がって「じゃあ僕はそろそろ」などと言おうものなら男としてとてもダメな気がするし、だからと言って朝までいて何もしないというのも男としてダメな気がするし、何かあってもそれはそれでダメな気がするしそんな勇気は無いし、花はな火びの服装の露出度の高さがやけに気になるし、ミニスカートで正座する花火の太ももの上に置かれた手がぎゅっと握られてて、花火が翌日に果たし合いを控えた武士のように潔く九遠をじっと見詰めてて、思わず九遠は、

「じゃあ僕はそろそろ」

　立ち上がった。

　ダメな男だった。

　そそくさとドアに向かう九遠の袖を、何かが引っ張った。

　振り返るまでもない。

「九遠くん」

　チキンレースで最後までアクセルを踏み続けたのは、花火だった。

　そして、翌日に出撃を控えている騎士もまた、花火なのである。

「明日の十時ヒトマルマルマル、私は機動母艦『紅く鷹おう』に乗艦する。それからはもう、帝国空軍・月衛方面軍・帝都降下部隊の後方を務める月衛騎士団ルナテイツク・オーダーの騎士で、私の命いのちは仲間と全人類のものだ」

　九遠は何も答えられなかった。振り返ることもできなかった。

　九遠の袖を握ったまま、花火は言う。

「でもそれまでは、私は君のものなんだよ」

　君の好きにして、いいんだよ。

　殺し文句だった。

　九遠は振り返って、花火の手を握った。その手を重ねて指を絡める。

　一生懸命な手、頑張っている手、と二人がそれぞれ思った。

　花はな火びの掌は少しだけ硬くなってきていて、でも唇は信じられないくらい柔らかかった。

　夜に沈んでいく。





第七章　英雄再臨




　凜りんは結局、朝まで帰って来なかった。

　どこで何をしていたのか、彼女は全く記憶が無いという。ただ、水をやけに恐がっているあたり、ヒドイメニアッタンダナ、と九く遠おんは棒読み気味で思った。鼻歌ラジオを聞かされたとか。

　そんな状態でなければ、九遠がなぜ朝っぱらから自分達の部屋にいるのか、凜だって考えられたのに。そんな余裕もなく、あらかじめ用意しておいた荷物を持って、凜は花火と二人で宿舎を出た。九遠は後からこっそりと。

「先輩、絶対にまた遊びに行きましょうね」

「ああ、絶対だ」

　軍港の桟橋で、九遠は花火と別れた。先に挨拶を済ませていた冨ふ士じが、よくやったと言わんばかりに頷うなずいている。凜はまだ水を飲めない。

　紅く鷹おうへと続くゲートに、九遠を除いた冨士隊の三人が向かっていく。大丈夫、きっとまたすぐ会える、そう思って、九遠はずっと手を振っていた。

　今回の作戦は、不意打ちで大戦力を叩たたき込む短期決戦だ。月衛方面軍のほとんど全ての戦力が集結して、衛星軌道上から一気に帝都へと降下、敵戦力を叩たたきゲートを封印する。冨ふ士じ隊は後方に配置されるらしい。現役の騎士である主力が敵を排除し、最高魔力デイヴイジヨン５の花はな火びを含めたゲート封印部隊を投入するつもりだろう。

──大丈夫。先輩が降りる頃には、敵はもうほとんど片付いているはずだ。

　大丈夫、大丈夫。そう自分に言い聞かせなければ、とても抑え切れなかった。仮の騎体でも何でもいいから引っ張りだして一緒に行きたかった。

　胸騒ぎが収まらない。




　新しい騎体の最終調整は滞りなく終わっていた。予定よりも五日ほど早い。整備開発課が頑張ってくれたのだ。

　いつの間にか学園は夏休みに入っていたようである。九く遠おんは毎日、訓練場と学園を行ったり来たりしていたが、授業にはここ何週間も出ていない。正門をくぐって１‐Ａ教室には寄らずに真っ直ぐ整備課へ行く日々を過ごしていたから、夏季休暇のことをすっかり忘れていた。

　校庭で自主練習をする学生を横目に、九遠は整備開発課の擁する試験場へ向かった。天に向かって突き出す、Ｄ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバ用の大きなロケットブースターが目印だ。銭湯の煙突みたいだな、と風呂好きの元英雄は頭の端で思う。

　セミのけたたましい鳴き声を聞きながら、夏のからっとした風を受けて九遠は自分の新たな相棒と対面した。雑草の抜き切れていない土の広場に真新しい蒼あおい騎体があった。

　エヌが眩まぶしそうに見上げる。

「騎体名称：『蒼そう穹きゆう【昴すばる】』。最低魔力デイヴイジヨン１用の蒼穹をベースに、使い捨ての追加ブースターを各箇所に配置し、『機剣術』使用のために近接格闘能力を更に強化。そして、ご主人さまから引き継いだ特殊兵装により、【昴】の名を冠しています」

「すごいな……」

「すごいでしょう？」

　ドヤ顔のエヌ。こいつが作ったわけじゃないのだが。

　蒼い鎧よろい武者だった。

　量産型を削りに削り、絞りに絞ったような細身のシルエット。左肩には七つの星すばるが刻まれている。そして背中には、閉じた扇のような長方形のバックパックと、夥おびただしい数のブースター。

　なるほど、近接格闘能力を強化したと言えば聞こえは良いが、射撃系のセンサーや姿勢制御装置スタビライザーを取っ払って軽くしているだけであろう。おそらくこいつにはロックオン機能すら搭載されてはいまい。

　にも拘かかわらず、最後背部に、両肩に、騎体よりも大きなブースターがいくつも備え付けられている。鳥籠を背負ってるのかと九く遠おんは思ったくらいだ。

「いや、ブースターのせいですごくゴテゴテしてる。邪魔そう」

「何を言うんですか九遠さま！　魔力が少ないあなたのための追加装備なのですよ！」

「ああー、なるほど」

　納得。ありがたい。

　整備開発長から詳細な説明と新しいデバイスを受け取る九遠。騎体を粒子に変換しデバイスへ戻すと、再び訓練場へと舞い戻る。

　花はな火びと別れてからもう二日が経ち、特訓も残すところあと三日の予定だ。もちろん、九遠の習得ペースによっては延びることもあるだろう。

　降下作戦がどうなったのか、続報はない。まだ冨ふ士じ隊は紅く鷹おうに待機しているのだろうか。それともとっくに作戦は終わっていて、今頃帰還の準備でもしているのだろうか。

　早く花火と逢あいたい。

　互いの気持ちに気が付き、通じ合うと、二日離れるだけでこんなにも辛いのだと、鈴すず鹿か八はち識しきの魂は初めて知った。




「お前に剣を教えて何年になるかな」

　と楓かえでが言った。ずいぶん遠い目をしているな、と思いつつ九遠は数える。訓練場に風が吹いた。

「前世で十二年、今生で七年、都合十九年です」

「ふむ」と師が呟つぶやく。「意外と短い」

「そうでしょうか」

「たった十九年でここまで『七しち星せい剣けん武ぶ』を修めた騎士もそうはいないだろう。アホなりに頑張っただけのことはあるな」

　なんだか気持ち悪い、と九遠は思った。楓に褒められると碌ろくなことが起きない。

「では尋ねよう。鈴鹿八識ではなく、桶おけ川がわ九遠に」

「はい」

「心して答えよ──貴様は、自らの命を投げ捨てる覚悟はあるか」

　もちろん桶川九遠は即答する。

「あります」

　楓の表情がわずかに曇ったのを、九遠は見逃した。




　それは『七星剣武』に代々受け継がれている至極簡単な問いかけである。だが七代前の弟子は『回答』に辿たどり着つくまでに二ヵ月かかり、四代前の弟子は半年かかった。先代の弟子──つまり楓は即座に『回答』を導いた。優秀だったからではない。ぶっちゃけ性格の問題もある、と楓かえでは思っている。騙だまされたと思う者も少なくあるまい、と。

　鈴すず鹿か八はち識しきあらため、桶おけ川がわ九く遠おんはよくやっている。たかが十九年でこの問いかけに至るとは思わなかった。魔力の才能は無いが、剣術ならばあるいは、と思わせる光をこの弟子は確かに持っている。だが楓は、だからこそ楓は、余計にこう思う。

「──残念だ」

　と。

「お前に奥義は授けられない」




　九遠の頭が真っ白になりかけた。

　意味がわからない。川に落とされ死にかけて、低酸素地帯で死にかけて、仲間の出撃を断腸の思いで見送って、死に物狂いで稽古してきたのだ。それが今になって、どうして。

「理由を」怒気を押し殺すので精一杯だった。「教えてください」

「悪いな、言えない決まりになっている」

「師匠！」

「すまない、と言っている。私が謝った。これでもまだ不満か？」

「女王が再来するまであと七年しか無いんですよ!?　こんなところで立ち止まっているわけにはいかないんです！」

「だから駄目なんだ。お前はまた一人で背負おうと──いや、なんでもない」

「師匠！」

「黙れ」

　ぎりぎり、と奥歯が鳴った。師の理不尽にはずっと耐えてきたが、もはや我慢の限界で、

「ご主人さま！」

　エヌが焦ったように現れた。どいてろ！　と思わず怒鳴る九遠。だが、

「作戦が……部隊が！」

　ガイドの焦りが全く別のものから来ていることに、師と弟子は気が付く。

「どうした」

　あ、とエヌが九遠を見る。「かまわん、言え」と楓が促し、エヌが告げる。

　待ちに待った続報を。

「帝国空軍・月衛方面軍・帝都降下部隊。その主力部隊が…………全滅しました」

　今度こそ、九遠の頭は真っ白になった。




　私が特訓の前に言ったことをよく思いだせ、またお前は同じことを繰り返すつもりか、いい加減に目を覚ませアホ弟子が。

　エヌの情報を聞いて訓練場を飛び出す時、楓かえでが何か言っていたが聞こえない。聞きたくもない。また破門されるし今度こそ戻れないだろう。構うものか。

　九く遠おんは学園へ向かって走っている。特別非常事態宣言が発令されているせいで交通機関はぜんぶ止まっていた。ゴーストタウンと化した繁華街を、たった二日前に花はな火びと一緒に歩いた街中を、整備開発課の擁する試験場を目指して全速力で駆け抜ける。

　主力部隊が全滅した。

　帝国空軍において『全滅』とは皆殺しにあったということではなく、前線で戦う騎士の少なくとも六割が戦闘不能に陥ったという意味である。残りの四割は負傷した仲間を助けたり、後退を始めたり、当初の作戦目的を果たせなくなっている。

　ではその戦闘不能に陥った六割に冨ふ士じ隊はいるのか。

　いないはずだ。彼らは主力部隊の『後方』に位置し、主力部隊がゲート付近の敵を掃討したのちに降下すると出撃前の花火は言っていた。

　だが、それが変更になったら？　あるいは冨士隊が主力部隊に組み込まれたら？

　無いはずだ。無いはずなのだ。けれど、絶対に無いとも言い切れないのだ。司令部の心ひとつでどう動くかわからない。ひょっとしたらいまこの時も、敵地へ降りた冨士が、凜りんが、そして花火が、ジェイヴから逃げているかも知れない。負傷した別の部隊の騎士たちを助けているかも知れない。いや、花火たち自身が負傷していても不思議ではない。あるいはもう、ジェイヴに、襲われ、喰くわれ、花火が、あのときの女の子が、また同じ目に、

──走れ、走れ、走れ走れ走れ走れ走れ！

「九遠さま！」エヌが叫ぶ。「どうするおつもりですか！」

「決まっている。試験場から飛んで帝都へ降りる」

　帝都を覆う黒い霧は、何者の侵入も阻む。光も電波も通さず、魔力は分解される。纏まとったＤ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバすら解除されてしまう、強力な結界である。

　しかし上部へ行けば行くほど、その濃度は薄くなっていく。

　ゆえに帝国空軍は、衛星軌道上から帝都を砲撃して黒い霧を散らし、そのまま降下する作戦を取っているのだが──。

「アホですか何考えてるんですか！　シャトルも無しでその高度まで上がれるはずが」

「できるだろ。追加ブースターとシールドと『魔女の泡ヴアント・ポツプ』と──そしてアレさえあれば、いまの第六世代Ｄ・Ｍなら可能なはずだ」

　視線の先には学園試験場──その目印の、天に向かって突き出す物体がある。

　Ｄ・Ｍ用の、ロケットブースター。

「機動母艦『紅く鷹おう』と同じ軌道を取る。衛星軌道上まで昇って降下する」

「う、ぐ、」

「前世で大気圏突入だけは何度もやってるんだ。止めても無駄だぞ僕は行く」

「ぐぐぐ……」

「──お前は行かなくても良いんだぞ」

　九く遠おんの言葉に、しかしガイドは頑なに首を振った。

「いいえ、いいえ九遠さま。私もお伴ともします」

「師匠に怒られても知らないからな」

「いま、私が動いている。魔力リンクを切られずに。それがご主人さまの答えです。アホ弟子が死なないように監視するのが、そもそもの私の役目ですから」

「お前も大変だな」

「でもね、九遠さま。あまりご主人さまを悲しませないでください」

　試験場へ着いた。ロケットのある格納庫は当然のごとく封印されている。目の前には侵入者を阻む分厚い扉と三億六千七百八十六通りのパスワードが掛けられた電子ロック。

「エヌ」

「はいはい」

　小さな妖精が制御盤に電子の鍵を差す。かちり、とやる素振りを見せて、いとも簡単に扉が開いた。「私がいなければどうするつもりだったんですか」「ぶち壊す」などと物騒な会話をしつつ一人と一機は暗い通路を走りぬけ、三枚目の扉を開いた所でＤ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバを最小限展開し、五枚目の扉を開き、音も風もない真っ暗なハンガーへ出てようやく九遠は答えを返した。声が響く。

「僕だって、もう師匠を悲しませたくなんてない」

「そうは見えませんが」

「師匠が作戦に参加しなかったのは、時リ間ミ制ツ限トのせいか」

「軍への嫌がらせを勘定に入れなければ、そうです」

　九遠が今生では十歳の頃、『上弦』海域に侵攻してきたジェイヴに対抗するため、月衛方面軍と当時まだ軍属であった七星楓かえでが出撃した。人類最強騎士の活躍で上弦は守られたが、楓はその戦闘で負った傷が原因で騎士としての命を絶たれた。Ｄ・Ｍを展開するための魔力解放が、五分しか保たなくなったのである。かつての冨ふ士じ隊対楓の模擬戦で、彼女が冨士を「甘い」とひたすら言い続けた真の理由は、冨士隊長が長期戦に持ち込もうとしなかったからであった。

　最後のロックを抜けた先に、巨大なロケットブースターがその姿を現した。自らのＤ・Ｍと接続しながら、九遠はエヌに演算を命じる。帝都へ降りるのに最も適した再突入ポイントを。

「部隊と通信が取れそうならやってくれ。取得できる情報も片っ端から寄よ越こしてくれ」

「ひぃ、デバイス使いが荒いです」

　軽口を叩たたきつつも、Ｄ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバから魔力リンクで繫つながった視界に夥おびただしい数のウィンドウが表示された。エヌの『整理』でわかりやすくなり、九く遠おんは帝国空軍・月衛方面軍・帝都降下部隊の現状の知り得る限りを知る。そして呟つぶやく。

「ブースター、点火」

　人工衛星が地表のそれを捉えた。帝国本土の遥はるか南東、太平洋の上弦諸島の東部の学園の試験場の発射台で、全身に追加加速装置と耐熱装甲板を装備した最低魔力デイヴイジヨン１の放つ小さな光が一つ点つき、次の瞬間にはもう、発射されていた。

　内臓が潰されそうな加速Ｇに耐えながら、九遠は頭のなかで状況を整理。

──降下部隊は撤退を始めている。主力が全滅し、残った四割が帝都から散り散りになって逃げ、ジェイヴの勢力圏外へ脱出している。機動母艦『紅く鷹おう』は衛星軌道上に待機中。後方部隊も同様だ。なら、冨ふ士じ隊を含む月衛騎士団ルナテイツク・オーダーは…………。

　ちっ、と舌打ちした。

　撤退命令直前に帝都へ降下していた仲間たちの元へ、九遠の纏まとう『蒼そう穹きゆう【昴すばる】』は流星となって空を昇る。打ち上げロケットというよりむしろ大陸間弾道ミサイルといった方が近い。雲を抜けて空の色が蒼あおから黒へとグラデーションで変わっていく。メインのブースターが燃料切れになり、切り離した所で、

「九遠さま、悪いお知らせです」

　エヌが告げたのと、高高度に棲すまうマンタのような形態をした飛行型ジェイヴの大群が自分に迫ってきたのをレーダーが捉えたのは、同時だった。

　進行方向。避けて通れば何時間無駄にするかわからない。

　一秒も迷わなかった。

「突破する」

　エヌのため息に、「やれやれ」と「そうこなくては」の両方が混じっているのを、九遠は知っている。




☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆




　帝都へ降りるのは久しぶりだった。

　大気圏への突入を控えた花はな火びの心境は穏やかである。

　もう、あの黒い月を見ても発作なんて起こらない。思い出すのは深海で聞いたあの子の偉そうな説教と、優しい温もりと懐かしい匂い。

　主力部隊は五分前に一斉に降下している。艦隊による夥しい数の実体弾ミサイル攻撃で帝都の霧が払われると、先輩方は開いた穴に降りていった。

　自分達は月衛騎士団の先せん鋒ぽうとして彼らに続く。降下用ボードを足の下に敷き、突入時に発生する炎の壁、『断熱圧縮』に対応する。

　大気圏へ突入したら後はＤ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバの本領発揮だ。帝都直上に降下した大部隊は、機動空戦でジェイヴを殲せん滅めつし、ゲートを封印する。

　まだ通信は可能。冨ふ士じと凜りんに一言声を掛け、タイミングを待つ。

　突入まで五、四、三、二──。

　どん、という轟ごう音おんと共に凄まじい衝撃が下方から来た。降下用ボードと『魔女の泡ヴアント・ポツプ』でさえ殺しきれない減速Ｇに堪えながら、花はな火びたち冨士隊を含めた月衛騎士団ルナテイツク・オーダーの先行三部隊は重力圏へと降りていく。

　赤とオレンジと虹色に反射する周囲の光を見るともなく見て、花火は必死にその時を待つ。降下中の二分間は通信が途絶える。押し潰されそうな圧力に耐えつつ、花火の脳裏には九く遠おんの顔が浮かんでいた。

──絶対に帰るからね。

　ようやく炎の壁を抜けた。しかしまだ恐るべき速度で落下している。減速は続く。

　減速、減速、減速。落ちて、落ちて、落ちて──。

　十三年ぶりの帝都。

　故郷の上空へ、花火は再び戻った。




　地獄があった。

　真下に見えたのは、故郷なんかじゃなかった。赤い肉の化け物たちが、マンタのような形態をした飛行型ジェイヴの大群が、先行していた主力部隊に襲い掛かっていた。陣形を取る暇すら与えられず片っ端から喰くわれていく先輩騎士たちが花火の目に映る。回復した通信からありとあらゆる悲鳴が聞こえた。司令部の命令が飛び交い、錯さく綜そうし、混乱をきたしている。眼下に見える数とレーダーが捉える数が自動的に合計される。とんでもない数値が出た。

　月衛方面軍の、ほぼ全てに近い戦力の、およそ三倍。

　呆ぼう然ぜんとしている花火の横を赤い何かが猛スピードで通り抜けていった。飛行型マンタだった。花火の隣にいた騎士が消えている。現在ランク三位の部隊のアタッカーである彼女は、模擬戦で花火と何度も対戦した級友だ。マンタが食べ残した級友の腕が落ちて行き、彼女はジェイヴに喰われたのだと知って、そこで初めてアラートが鳴り続けていることに気が付いた。

　何十匹ものジェイヴに囲まれていた。降下してきたばかりの学徒部隊の周囲を、サメが獲物を狙うようにぐるぐると回り、突然と身を翻しては襲い掛かってくる。

──なんだ、これは。

　通信が途絶していた二分の間に、ジェイヴの襲撃を受けたのだと、花火はぼんやりと理解した。

「──周囲警戒！　俺を中心に固まれ！　死角を作るな、来るぞ！」

　冨ふ士じの一喝で目が覚めた。「コントロールを中心に輪形陣！　アタッカーが第一陣、ガンナーは第二陣だ！　早くしろ死にたいのかっ！」

　動きを止めて的になっていた月衛騎士団ルナテイツク・オーダーの騎士たちが一斉に動いた。三つの部隊、そのコントロール三騎が背中合わせに固まり、更にもう一枚手前にガンナーの三騎、間を守るようにアタッカー五騎が配置に就く。アタッカー最後の一騎は花はな火びの級友で、もういない。

「月衛騎士団、相良隊、三橋隊の指揮権を俺が貰もらうが構わないな！　両隊のコントロールはガンナーと共に援護射撃！　集めた情報をぜんぶ俺にくれ！　──アタッカー、来るぞ！」




　命令が更新された。

　冨士が率いる月衛騎士団の三チーム混成部隊は、第三波の降下部隊と合流し、半ば壊滅状態にある主力部隊の撤退を援護する。そう、『撤退』の援護だ。司令部はゲート攻略を断念した。英断だと冨士は思う。あとはどれだけ敵のど真ん中にいる先輩方を逃にがせられるかだ。戦場である帝都を抜けて東京湾を通り太平洋上に展開する脱出船団まで逃げ切れればひとまず安全と言えよう。黒い霧は侵入は阻んでも、脱出には影響しない。現に、中からは霧そのものが見えないのだ。脱出の壁となっているのはジェイヴである。

　戦力比一対十の襲撃を受けたことならある。いつかのパトロールだ。あの時は十倍の数の敵が相手で、しかし一騎の損害も出さずに瞬殺した。それに比べれば、いまはたったの三倍が相手で、学生とはいえ優秀な騎士が十一人もいる。

　だが、明らかな劣勢であった。

　月衛騎士団は主力部隊を助けに行くどころか、味方の援軍が大気圏から降下してくるまで自分達を守ることで精一杯だった。

──彼がいれば。

　冨士は思う。体感時間を延ばし、敵の攻撃目標と移動ルートを予測し、部隊全体に共有するあの技。七しち星せい剣けん武ぶ、『天てん雪せつ時雨しぐれ』。

　桶おけ川がわ九く遠おんさえこの場にいれば、この程度の敵に苦戦を強いられることも無いというのに。

　なぜこのタイミングなのか。どうしてあと一週間、いや五日でも出撃が遅くならなかったのか。そうすれば、いまこの場に桶川九遠はいたはずなのに。仲間が死んでいくのを、こんなにも見ることは無かったはずなのに。

　仕方のないことだと理解しつつ、それでもそう考えていた自分に驚く。

──いつの間にか、俺はそこまで頼っていたのか。最低魔力デイヴイジヨン１である十三歳の子供に。

　情けない、と自らを鼓舞する。無い物ねだりをしてどうする。いまはこの場を切り抜けることだけを考えろ。

　援軍の第三波が降りてくる。無防備な彼らのために、空域のゴミを取り除くべく、月衛騎士団ルナテイツク・オーダーは輪形陣を組んだまま戦闘高度を上げていった。




　帝都へ降りるのは初めてだった。

　花はな火びと違い、凜りんは上弦生まれの上弦育ちで、いまだ本土の大地を踏んだことがない。

　もちろん大気圏突入だって初めてだったのだ。息をつく暇もなく突然に戦闘は始まり、わけもわからぬまま襲い掛かってくる化け物どもを狙撃している。頭の中はパニック状態で、何も考えられず真っ白で、冨ふ士じの指示どおりに身体が動くに任せて迎撃しているだけだ。だから、

──消耗が激しい。

　そう気が付いたのは、援軍が到着し、主力部隊の撤退を支援すべくゲート付近へ向かう途中のことだった。いつもよりも倍近いスピードで魔力が減っている。前方で部隊の盾役を担っているはずの花火が通信を開いて、大丈夫か、などと聞いてくる。目ざとい奴だ、と凜はこっそり笑う。

「もうだめだー。花火、しっかり守ってね」

「ああ、任せろ」

　こちらの焦りをわかっているかのように、花火は実に男らしく請け合った。

──きゅーくんじゃなくても惚ほれるわな。

　苦笑しながら後に続く。手持ちの魔力回復剤カプセルはあと三つ。それが切れれば自分はＤ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバを起動できなくなり、あのキモいブヨブヨに喰くわれるのだろう。

　もしまかり間違ってそうなったなら、せめてあの子に殺してほしいな。武士姫だから介かい錯しやくとか言えばやってくれるかな。などとくだらないことを思いつつ、我が親友の心を奪った男の子のことを考える。あの子がいたら、もうちょっとだいぶかなり楽だったのかな、と。

　囲まれて逃げ出せない仲間のために、月衛騎士団はゲートへと急ぐ。




　主力部隊の生き残りが、冨士隊と増援部隊の活躍によって撤退していく。

　だがそれは、あくまでゲートから離れている者のみだった。いまだゲート付近の戦場には、ジェイヴの大群に取り囲まれながらも必死の抵抗を続けて生き残っている部隊がいくつもある。冨士隊もそうした部隊を救出に行きたいのだが、目の前の仲間達を救うだけで精一杯であった。少しでも無理をすれば、自分達が救出を待つ側になってしまう。

　戦闘開始から一時間が経過しても、この地は変わることなくジェイヴの勢力下にあった。四方八方を敵に囲まれている状況で、それでも何とか一人でも多く騎士を逃がそうと懸命に動く冨ふ士じ隊。だがそれも、

「時間切れだ」

　冨士が告げた。

「これ以上ここに残り続ければ、我々の乗る船までもが出てしまう。撤退しよう」

　誰も異を唱えなかった。賢明な判断であると誰もが思った。暫定的に冨士隊へ組み込まれた相良隊、三橋隊のメンバーも全員が了承した。ただ一人を除いて。

「先に行ってくれ」

　鈴すず鹿か花はな火びだった。

「私はゲート付近に切り込んでみる」

　一同が啞あ然ぜんとした。こいつは死にたいのかと思った。

「絶対にダメ！」

　鬼のような剣幕で凜りんが言う。しかし花火は首を振った。

「すまない、私のわがままだ。行かせてもらう」

「ダメって言ってるでしょ。なに、あなた死にたいの？　そんなに英雄になりたいの？」

「違うんだ、凜。そうじゃないんだ」

「きゅーくんが言ってたよ、英雄に憧れる花火は、ひょっとして自殺願望があるんじゃないかって。まるっきりそれじゃん。どうしちゃったんだよ。突貫癖は直ったでしょ!?」

「英雄が助けてくれなかったら、私は生きていなかった」

「だからって！」

「私がいたのは、ゲートの真下だったんだ。あの空域は見捨てられて、誰も助けに来られなかった。でもあの人は来てくれた。私を見捨てなかった」

　花火は微笑む。

「私はまだ戦えるんだ。私は最高魔力デイヴイジヨン５なんだ。私は『魔装騎士マニユーバ・キヤヴアリアー』なんだ。私は、私と同じような人達を見捨てたくないんだ」

「花火……」

　長い付き合いだ。何を言っても無駄だと凜は悟った。それでも言った。泣きながら言った。言わずにいられなかった。

「きゅーくんに会いたくないのかよ……！」

「そんなの……」

　花火は何も言い返せない。口に出せば決意が鈍る。

「私も行くからな。ダメって言っても勝手について行くからな」

　涙を拭いて凜が言った。「それが嫌なら花火も行くな」

「凜りん……君なぁ……」

　助けを求めるように花はな火びは冨ふ士じを見る。だが冨士にはそのつもりはなかったようで、

「みんな、すまない。暫定部隊はここで解散だ。相良隊と三橋隊は船へ行ってくれ」

「おい、冨士くん、まさか」

「俺もついて行くからな、鈴すず鹿かくん」ふん、と鼻息の荒い冨士。「それが嫌なら行くな」

　あー、と花火は頭を押さえた。心底呆あきれた様子で言う。

「君たちは本当に馬鹿だな」

「「あなたきみに言われたくない」」

　冨士隊の隊長と副隊長の声がハモった。




　もうダメだ、と何度も思った。

　月衛方面軍の主力部隊の一人として降下したその騎士は、ゲート付近にある四つの肉柱を破壊する任務を帯びた部隊にいた。

　降下直後、ゲートの回りには大した数のジェイヴはいなかった。ゆえに当初の作戦通り、ゲートを制御しているはずの『肉柱』を実に簡単に消し飛ばすことができた。そこまでは良い。

　次の瞬間だった。ゲートが開き、夥おびただしい数のジェイヴが飛び出してきた。そのタイミングがあまりにもぴったりだったから、騎士は恐怖の中でふと思った。

──これ、制御装置じゃなくて、スイッチなんじゃないのか。

　ゲートに仇あだなすモノが、それを破壊すると作動するスイッチ。警報の代わりに飛び出すのは赤黒い肉の化け物どもだ。瞬く間に部隊のほぼ全員が撃たれ、喰くわれ、死んでいき、その騎士は恐怖によって硬直した身体をやっとのことで動かし、命からがら逃げ続けた。前も後ろも右も左も上も下もわからない。ただ闇雲に飛び、逃げまわり、やがて魔力が尽きて墜落した。本来あるはずのアスファルトが見えないくらい肉と血が飛び散っている道路の真ん中で、このぐちゃぐちゃしたのは人間のものかジェイヴのものかどちらだろうか、などとぼんやり思いながら、マンタが三匹、真っ直ぐ自分に向かってくるのを見ていた。煌こう弾だんを撃つ気はないらしい。奴らはよほどグルメなのか、飛び道具で殺すより人間を生きたまま喰うのを好む。

──もうダメだ。

　ライフル一発分くらいの魔力はある。口に突っ込んだ。生きたまま喰われるなんて死んでも嫌だ。その時だった。マンタが光に包まれて消滅したのは。

「無事か」

　女神がいた。

　見たこともないくらいの絶世の美女が、騎士の前に降りてきた。中魔力デイヴイジヨン３の彼ではとうてい扱えないような巨大なウィングに長大なライフル。

「あなたで最後だ」

　後ろの束ねたポニーテールの黒髪をなびかせて、凜りんとした声で女神が言う。

「動けるなら、早く逃げて頂きたい。我々が時間を稼ぐゆえ」

　周囲にもう二騎、Ｄ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバが降りてくる。指揮官と思しき青年に魔力回復剤カプセルを渡される。

「撤退命令が出ています。いったん北へ飛び、神田のあたりで東へ行ってください。そこからは真っ直ぐ海上まで。脱出船団がいるはずです」

「あ、あなた達はどうするんだ……？」

「ここで敵を食い止めます。我々も共に行けば、奴らも一緒に来てしまいますから」

「そうか……すまない……」

　受け取った回復剤を飲み込んで、わけもわからぬまま言われた通りに北へ向かった。驚くほど敵がいない。彼らが道を開いたのだろうか。そこでやっと気が付く。あの騎士たちの正体に。

──月衛騎士団ルナテイツク・オーダー。学生たちか……。

　主力部隊の後方で待機しているはずの彼らが、自分達が撤退するために前線へ出てきたのだ。貴重な回復剤まで渡して。

──死んでくれるなよ。

　そう祈ることしかできない。主力部隊の最後の生き残りである彼は、学生たちの任務を全うさせるべく、脱出船へ急いだ。




「ふぅ」

　と、凜が息を吐く。力なく大地に降りた彼女は見るからに消耗しており、もはや魔力回復剤は一つもない。自分の手持ちはとっくに使い果たし、冨ふ士じ隊で共有していた分は先程の騎士へ与えて終わりだ。隣には冨士も地面に降りて息を整えている。もはや飛ぶことすら辛い。

　周囲に敵の姿は無い。だが凜にも冨士にも花はな火びにもわかっている。囲まれて、逃げ場がないことを。目に見える距離にいないだけで、レーダーにはしっかりと映っている。ドーナツのように自分達を包囲するジェイヴの影が。

　近付いてくる。その輪が、どんどん狭まってきている。

──いよいよダメかな。

　そう凜が思った。その直後であった。はるか数十万キロの空の彼方から、奥義の取得をかなぐり捨てて、ジェイヴの大群を切り抜け、今まさに大気圏に突入しようという冨士隊・新入隊員の通信が入ったのは。

『──先輩！　花はな火び先輩！』

　前方で敵を迎え撃たんとしていた花火の背中が震えたように見えた。だが無理もない。それは凜りんも冨ふ士じも同じだったのだから。

「九く遠おんくん……？」

　空を見上げて、信じられない、と言った声で応答する花火。ばか、と凜は思う。そんな嬉うれしそうな声を出すんじゃないよまったく。

『どうなってるんですか状況は！　主力部隊は撤退したはずでしょ!?　なんでまだ敵地にいるんですか！』

「そりゃそうさ。私達が体を張って逃がしたんだよ。褒めてくれても良いんだぞ」

「きゅーくんからも言ってやって、この馬鹿に。ま、それに付き合った私らも馬鹿か」

「よく来てくれた。こちらの座標を送る。ただ無理はしないでくれ。君の判断で良い」

　三人の先輩騎士が可愛い後輩にそれぞれ返事をした。集中力は限界で、疲労のせいで身体は重いし目は霞かすむ。最高魔力デイヴイジヨン５の花火はともかく、冨士と凜は魔力切れまであと僅かだ。

　それでも天から降ってきたその声は、冨士隊全員に元気と希望を与えた。

『──わかりました。先輩方の勇敢さと超ちよう弩ど級きゆうのアホさは僕が一番知っています』

「あははは、アホだって、学園長みたい！」

『必ず助けに行きます。絶対に見捨てたりしません。だからお願いです。どうか、生きていてください』

　ほぉ、と凜が感心したように息を吐き、冨士は待っているぞ、と頷うなずいて、花火は仲間二人を振り返った。心の底から誇らしげに言う。

「どうだ、私の九遠くんは。立派だろう？　凄いだろう？」

　凜が負けました、と言わんばかりに手を振った。

「そうだね、立派だよ。あなたのきゅーくんは」

「まさか、これほどまでの少年だったとはな。君の判断は正しかったよ、鈴すず鹿かくん」

──たとえ間に合わなくても。

──たとえこの場で死んでも。

　今からあの炎の壁を乗り越え、『空を飛べない』彼がここまでやってくるのにどれくらいの時間がかかるだろう。自分達はそれまで生きていられるのか。答えは考えなくてもわかった。それでも良かった。桶おけ川がわ九遠という小生意気で偉そうでジジ臭くて最低魔力デイヴイジヨン１のくせにやたらと強い不思議な少年が、自分達を見捨てずに駆け付けてくれる、それだけでも良かったと思った。

　そう思ったのは、凜と冨士だけだった。

「九遠くん」

　花火が言う。怖いものなど何も無いと言った顔で。

「待っているからね」

『はい、花はな火び先輩』

　ガガガ、というノイズにまぎれて通信は切れた。戦闘か、それとも大気圏突入か、どちらでも関係ないと花火は思う。だって、必ず来てくれるから。

　見上げていた視線を戻し、真正面を見る。

　空を埋め尽くすほどのジェイヴが、冨ふ士じ隊のたった三人に迫っていた。最も分厚い正面の群体、その向こう側にはゲートが存在する。

　花火は自前の最後の魔力回復剤カプセルを口に入れた。視界がぎゅっと狭まって赤くなり心臓が早鐘を打つ。お世辞にも身体によろしくないそれは、魔力を瞬間的に回復する効果がある。血が逆流したような不快感を飲み込んで、花火は不敵に笑う。怖くない、何も怖くない。だって、必ず来てくれるから。

　後ろの二人を守るように、敵を引きつけるかのように、花火は突撃していった。




　鈴すず鹿か花火の命が燃える。その名の通り咲き開く。

　大型スカウト・ノヴァ・ライフルを真正面の敵群体めがけて放った。地上に太陽が生まれたような爆発が発生する。吹き飛ばされる雲が衝撃波の伝わり方を教えてくれた。爆発に巻き込まれたジェイヴは完全消滅。

　敵の第一波を魔力煌こう線せんの彼方に消し飛ばした花火は、そのままライフルを一いつ閃せんして全周囲のジェイヴをまとめて薙なぎ払った。レーダーに映る二割が消えた。続けて第二射、三射と撃ちこんでいく。化け物なりに学ぶのか、マンタは煌弾を一斉に発射して花火のライフルに対抗し搔かき消けした。小こ賢ざかしい、と口の中で呟つぶやき、小サ型ー遠ヴ隔ア砲ン台トを展開。射程内に入った敵を片っ端から融解させていく。

　……その戦いは、時間にして十分と無かっただろう。

　裏を返せば、圧倒的な戦力に対してよく十分も保ったと言える。桶おけ川がわ九く遠おんからの通信が入ってから、冨士隊はジェイヴの群れに懸命に抗っていた。

　前面ではアタッカーである花火が【三式火砲】をフル稼働させて敵を薙ぎ払い、やや後方に位置する凜りんの援護射撃が死角のマンタを撃ち落とせば、凜と背中合わせの冨士から送信される戦コ闘ン状況ト予測ロ指示ー報告ルが花火に取らせる次の行動を決定した。

　桶川九遠が入隊する前、この三人は『現状がベスト』だと思っていた。一年前には先輩アタッカーもいたが、その頃よりも確実に強くなっており、一人増えても二人増えてもチームとしての完成度は上がらないだろうと。戦術の幅が増えることは好ましいが、新入隊員が入った程度では却かえって戦力は落ちるだろうと思っていた。

　無論それは正しかった。桶川九遠が『仲間と戦う』意識に目覚めるまでは。

　九遠のもたらした『七しち星せい剣けん武ぶ』により、戦術は幅が増えたどころか一段上がった。それまでも高い位置で『安定』していた勝率が、『絶対無敗』のものになっていた。

　だが、今ここに桶おけ川がわ九く遠おんは存在しない。

　かつてのベストである布陣だが、すでに冨ふ士じと凜りんは限界を迎えている。

　花はな火びの残存魔力量が三〇％を切ったとき、援護射撃とコントロールは沈黙していた。

　花火の後方で、Ｄ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバを纏まとうことすらできなくなった二人は、せめて花火の邪魔にはならないように、静かにそのときを待っている。




　花火の目にはジェイヴの大群が映っている。一時たりとも集中力を切らせない。

　マンタの大群から煌こう弾だんが来る。爪の先ほどの赤い点にしか見えない敵からばちばちっと『火花』が散ったその時にはもう、不可視の弾丸は発射されている。Ｄ・Ｍがアラートを鳴らした。百三十二発。

──九遠くんは絶対に来る。

　口の中で呟つぶやいた。言葉に出すことで気力を漲みなぎらせる。効果はあった。回避機動で躱かわしきれなかった何発かを『魔女の泡ヴアント・ポツプ』で弾くことに成功した。いくつかがバリアを抜けて装甲を消し飛ばしたが本来ならば即死レベルの攻撃だ、この程度で済んだのは僥ぎよう倖こうと言えよう。左肩のレーダーをやられ、その破片で薄く切られた額から血が流れ出す。簡単な治癒能力すら機能にあるＤ・Ｍの『魔女の泡』は、花火の傷を即座に塞ぎ、戦闘活動に復帰させようとする。

　だが、頭の左半分を血に染めた花火は焦燥感を覚えて振り返った。ダメだ、と思った。この戦い方は違う。これは『一人』でやる戦い方だ。自分には仲間がいる。

　地上型が、一歩も動けない凜を喰くおうと触手を伸ばしているのが見えた。




　キモいブヨブヨが迫ってくる。ウネウネした触手が何本も蠢うごめいている。ゆっくりと、焦らすように。

　早く殺せよ、と凜は思う。

　ジェイヴは人間をなるべく生きたまま食べるという。おどり喰いという奴だ。喰われる方はたまったものじゃない。そういえば最後に逃した騎士は自害しようとしていた。いやいやそういえば自分も花火に介かい錯しやくして貰もらおうなどと考えていたな。花火を見る。物凄い形相で迫ってくる。立ちはだかるジェイヴを薙なぎ払って、駆け付けてくれる。

　でも、もう遅いよ。だってほら、花火の接近に焦った目の前の化け物が慌てて触手を伸ばしてくる。おどり喰いじゃなくてさっさと殺すらしい。まぁ、花火が介錯してくれたってことで良しとするか。

　ごめんな、ありがとう、花火。

　きゅーくんと、仲良くね。

　目を閉じる。だが、いくら待ってもその時が来ない。なんだよ、と目を開ける。

　そこに女神がいた。土手っ腹に穴を開けて、触手を生やして、私の女神が血を吐いていた。




　ジェイヴの攻撃から、凜りんを殺すはずの攻撃から、花はな火びが身を挺ていしてかばっていた。花火の血が泣き震える凜の頰ほおに垂れて、交わる二人の血と涙がゆっくりと落ちていく。

　振り返りざまに花火がブレードを一いつ閃せんする。彼女を貫いた触手ごとジェイヴを切り裂いた。

『魔女の泡ヴアント・ポツプ』が傷口を塞ごうとする。同時に、後ろから凜の震えた声がした。

「──なに、やってるんだ、花火」

「お前こそ、何を勝手に諦めている、凜」

「あなたは！　あなただけなら生き残れるはずだろ！　何やってるんだよ！」

「私はお前たちを助ける。誰も見捨てない。ダメって言ってもな」

　それが嫌なら死ぬな、と花火は言った。血を吐きながら。

「馬鹿じゃないの、あなた……」

「お前に言われたくない」

　花火が六本のサーヴァント・ブレードを展開。動けない二人の盾となるようにブレードを構え、一匹たりとも通さないと剣気を漲みなぎらせる。飛行と中距離射撃を止め、地上での近接格闘戦・剣術へと切り替える。師は『七しち星せい剣けん武ぶ』の正統後継者、桶おけ川がわ九く遠おんだ。

──絶対に来てくれる。

　その剣に乗せるのは魔力と信頼。この剣で守るのは大切な仲間たち。

　その一人である冨ふ士じの騎体はコントロール用に改修してある。薄れる意識をつなぎとめ、何とか一部だけでもＤ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバを起動させている。その唯一具現化された高感度受信機から拾った情報、敵の位置や行動ルート等を、高性能ＡＩデバイス以上の演算能力を持つシステムに掛けて、導き出した予測を花火にリンクしている。

　これにより鈴すず鹿か花火の視覚は擬似的に三百六十度となる。理論上の死角が消え去り、剣術における『観かん』の域──鳥ちよう瞰かんとなった彼女の『剣』による守護結界が完成した。背中に目がある、どころではない。空間中を見渡せる花火は、彼女の背後から冨士へ向けられた攻撃すら、小サ型ー遠ヴ隔ア砲ン台トによる煌閃剣ブレードで防ぎ切る。

　魔力が切れ、傷つき動けない冨士と凜を中心に、六本のサーヴァント・ブレードと花火が輪形陣を組んだ。七つの輝くブレードが恐怖を知らないはずのジェイヴを食い止める。

　英雄に救われ、英雄に憧れ、そしていま英雄になろうとしている騎士が息を吐く。

「いくらでも来い」




　花はな火びが七人いるようだった。

　サーヴァント・ブレードが、まるで見えない剣士に使われているかのように振るわれ、冨ふ士じと凜りんに迫るジェイヴを次々と斬っては焼き捨てていく。知能の足りない敵もそう思ったのか、ブレードではなく、いるはずのない『本体』に攻撃を仕掛けては当然のごとく空を切り、そしてやられていく。花火の意識が七つに分かれ、自分の持つブレードとサーヴァント・ブレードを同時に操っているのだ。驚異的な魔力と集中力だが、こんな荒業が長く保つはずもない。血ち反へ吐どを吐きながら、返り血を浴びながら、絶え間ない攻撃に晒さらされながら、いくつもの傷を負いながら、それでも花火は怯ひるまない。鈴すず鹿か花火は──英雄は決して退かない。

　凜にはそれが、花火の命の輝きに見えた。花火の命をそのまま力に変えて戦っているように思えた。だから長引けば長引くほど、凜達を守れば守るほど、鈴鹿花火は死に近付いて行く。それでも花火は決して逃げたりしないだろう。仲間を見捨てたり、しないだろう。

　斬り、突き、薙なぎ、払い、表取り、裏返し、斬り落とし、強撃、巻き打ち、足払い、燕つばめ返がえし、不意撃ち、龍りゆう尾び返し、五月雨斬り、右剣、左剣、八方剣、逆流の太刀。

　一撃、一撃がとにかく正確で、全ての斬撃が必殺。桶おけ川がわ九く遠おんの施した剣術が、いまこうして二人の仲間を助け、同時にたった一人の愛しい人の命を吸い取っている。

　凜が狂ったように叫ぶ。

「きゅーくん……！　きゅーくん、きゅーくん！　きゅーくん！」

　その生命の灯火を、夜空に咲く『花火』のように散っていきそうな彼女を、魔力が切れた凜は為す術もなく見ていた。目が離せないまま叫び続ける。

「きゅーくん！　お願い早く来て！　花火が、花火が死んじゃうよぉ！　きゅーくん！」

　その隣、横腹を押さえながら倒れている冨士が蒼あおい空を見上げて呟つぶやく。出血が止まらない。

「桶おけ川がわくん……は……まだ、か……」

　そして、蒼そう穹きゆうに再び変化が訪れた。

　最悪の方向に。




　着々と数を減らしつつあるジェイヴ。その群れの向こうにあるゲートが開いた。




　ざああぁぁ──。

　全てのジェイヴが蜘く蛛もの子を散らすように離れていき、次元の扉と花火たちの間の一切合切が無くなった。まるで、化け物どもが作る花道のようだった。

　花火が抱いたのは強烈な悪寒。直感が『引け』と命じるが気力を総動員して踏ふみ止とどまる。

　直径およそ三百メートルのゲート。次元の向こうから現れたのは、それと同等の直径を持つ巨大なジェイヴで、外見は地上型に近い円えん錐すいだが飛行しており、全身も黒紫ではなく内臓を思わせる赤。初めて見るタイプのアンノウン。そいつの全身に付いた『口』がかぱりと開き、中から飛行型ジェイヴ『マンタ』が次々と吐き出された。

　呆ぼう然ぜんとなりつつも花はな火びは悟る。あれは『女王クイーン』だ。

　そして花火は知らない。かつてこの女王が英雄『鈴すず鹿か八はち識しき』と戦い、そして殺しきれなかった宿敵であることを。

　敵意を持った何十もの相手に囲まれた経験はあるだろうか。殺意を持った何百もの視線に晒さらされた経験はあるだろうか。それが人間でないことの恐ろしさを、想像できるだろうか。

──それでも、九く遠おんくんが来てくれる。

　本来、人一倍怖がりであるはずの花火がこれほどの数の化け物に囲まれてもまだ正気を保てていたのは、胸の内でその言葉を呪文のように唱えていたからだ。

　その呪文が、

「あ…………」

　化け物を吐き出し続ける『女王』を前にして、いま途絶えた。

　九遠は現れない。

　必死で頑張ったのに、まだ来てくれない。

　来ないんじゃないだろうか。

　結界を展開していたブレードから光が消え、サーヴァントが落ちた。花火の膝が折れた。

　心が折れた。

「九遠くん……」

　ぎぃぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ──。

　取り囲むジェイヴたちが狂ったように嗤わらい声を上げた。耳を塞ぐことすら忘れるほどの轟ごう音おんが辺りを支配する。大気をびりびりと振動させ音が聞こえなくなるほどの轟とどろきを全身に浴びせられ、体の芯から震え上がって脳と心が恐怖で汚染された花火は、指一本動かせなくなった。股間から生暖かい液体が広がっていくのをぼんやりと感じる。それを恥ずかしいとすら思わなかった。

　ジェイヴの勝かち鬨どきだった。

　私は死ぬんだ、と花火は思った。




　化け物どもの宴が始まる。

　それは仲間を大虐殺した花火への復ふく讐しゆうでもあり、ディヴィジョン５という最高の餌を手に入れた祭りでもあり、十数年ぶりに『女王クイーン』が姿を現したことによる熱狂でもあった。

　ジェイヴはおどり喰ぐいを好む、と凜りんは語った。それは正しい。奴らは新鮮な魔力を好む。魔力とは生命力であり、死体からは残りカスしか摂取できない。だからジェイヴは餌をなるべく殺さないように丸飲みにした後、体内でゆっくりと溶かすように食す。それを種全体で行っているから、ジェイヴは人類を絶滅に追いやらない。生かさず殺さず、食い過ぎないように気を付けている。片っ端から喰らい尽くして食料が無くなってしまったから、大規模な魔力発動でゲートを開いてこの世界までやってきたのだ。

　化け物が学ぶこともある。

　──ゲートの向こう側の世界では、Ｄ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバを纏まとわずに魔力を使用できる特異な才能を持った人々がおり、それを『魔女』と呼んでいた。人間は戦争のために魔女の力を利用して、彼女たちを化け物に変質させた。制御できていたのは最初の三年だけで、怒りと絶望と食餌のために魔女だった化け物たちは人類を襲った。襲って殺して喰らい尽くして、魔女だった頃の記憶が消えて魂までもが化け物に成ったとき、その世界から人類は絶滅していた。だからゲートを開いた。

　このことを『こちら側の人類』が知るのは、まだ先のことである。




　クイーン・ジェイヴが、座り込んで呆ぼう然ぜんとしている花はな火びに近付いてくる。ゆっくりに見えるが、その実かなりの速度だ。体長が大きいためそう見える。それが花火めがけて降りてきては、長い触手を何百本も伸ばしてきた。

　花火は自分がおかしくならないことが不思議でならない。背後で凜が絶叫している。立て、逃げろ、何やってるんだ。聞くともなく聞きながら、花火は幼いころに自分だけが生き残った理由を悟っていた。潜在魔力値は子供も大人も変わらない。生まれた時から変わらない。最高魔力を持つ自分を、あそこにいたジェイヴどもはこの『女王』に捧ささげようとしたのではないか。だから自分だけは殺さず、喰わず、「生きたまま捕らえようとした」のではないだろうか。

　正しかった。

　ゲートを維持しているのはジェイヴの魔力だ。膨大なそれを補充するため、何十年かに一度『最高級の餌──ディヴィジョン５』が現れるタイミングで『女王』は現界する。冨ふ士じ隊が最後に助けた騎士の考えは半分当たっている。四つの肉柱はスイッチであり、それを破壊できるほどの魔力所持者が現れたことを、ゲートを維持し、ゲート内に身を潜める女王ジェイヴは感知する。

　十三年前、別の人間にやられた傷はまだ癒えていない。それでもこの餌を見逃す手はない。とどのつまり、女王を召喚したのは他でもない、花火の魔力だった。

　もし鈴すず鹿か花火がこのまま捕らえられれば、少なくても七日間はじわじわと嬲なぶられるようにジェイヴの体内で魔力を吸い尽くされることになるだろう。口や鼻だけでなく、耳から脳髄へ達したジェイヴの神経汚染触手が花はな火びの記憶を漁って思い出を喰くらい尽くし、その精神を破壊するだろう。

　もし、このまま捕らえられれば。

　衛星軌道上に待機する機動母艦『紅く鷹おう』がどの部隊にも属さないＤ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバが降下したという情報をキャッチしてから十数分が経った。肉柱を破壊した騎士の一人が太平洋上で彗星を見てから一分が経過した。

　女王が花火を陵辱するのを周囲のジェイヴどもは狂乱の騒ぎで見ているし、十数年前に『鈴すず鹿か八はち識しき』という最高の餌を前に逃げざるをえなかった女王も全く気付いていなかった。

　花火は自身に迫る夥おびただしい数の触手を前にした恐怖で身体が石のように動かない。すでにその目が見ているものは現実ではなく遠い過去の記憶で、燃え盛る街で同じように迫ってくる触手の群れだった。大好きだった誰かのことすら思い出せない。

　だが、それでも。




──七しち星せい剣けん武ぶ。




　と花火には聞こえた気がした。幻聴だと思った。燃える街には自分しかいないし、女王ジェイヴの触手は手の届くところまで来ているし、彼は来ない。

　私は死ぬんだ、と花火は思った。ここで嬲なぶり殺されるんだ。

「それでも、きっと来てくれる」

　炎に囲まれた幼い花火が、ジェイヴに囲まれている花火に言った。ここまでは確かに幻覚で、花火は確かに狂いかかっていた。女王の触手と花火の距離が数センチにまで近付いていた、

　その時である。

　天空から何かが飛来してその間に突き刺さった。それは黒く輝く物質で、魔力を貯ためこみ易い性質と強きよう靱じんな剛性を併せ持った刃で、第六世代Ｄ・Ｍに広く採用されている超魔硬ブレードだった。全ての生物が同時に空を見上げた、そのときすでに、大地に刺さったブレードを全員の視界から外れたその騎士は抜いている。ただ一人、花火だけが見ていた。

──兵装展開、

　小さな騎士が抜いたブレードを天に掲げた。その技は『彼』には使用不可能なはずである。それは魔力が足りないためであり、魔力値は生まれた時から変わらないはずだ。それを花火は知っていて、同時にその才能限界を突破する方法も知っている。彼が呟つぶやく。




──『玖秒の王撃ナインカウント・ストライク』。




『蒼そう穹きゆう【昴すばる】』のバックパックが開いた。九つのアームが扇状に展開され発光する姿はまるで日輪を背負ったように見える。師である七星楓かえでから受け継いだその特殊兵装は彼専用にカスタマイズされた珠玉の逸品だ。花はな火びの視界端にある「９」と表示された魔力値ゲージが狂ったように上昇し、ジェイヴどもの意識が彼に集中したそのときやっと、魔力値が「９９９９９９」で止まった。『九秒間のみディヴィジョンを５に引き上げる』特殊兵装と、Ｄ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバを介して自身の魔力を数倍に引き上げる『七しち星せい剣けん武ぶ』の融合がその数値を可能にすることまでは花火も知らない。

──鬼神、

　背中に出現した日輪が燃え盛るように光を放つ。ぶわ、と円状に広がる魔力排熱だけで花火に迫っていた触手と近くにいた雑ざ魚こジェイヴは蒸発した。彼の泡に守られた冨ふ士じ隊の三人が一言も発せず凍り付いたように小さな騎士を見ている。

「竜りゆう円えん武ぶっ！」

　風が吹いた。

　否、それは嵐だった。

　否、それは竜巻だった。

　恐るべき円盤状の刃が暴風となって吹き荒れる。

『彼』を中心に、戦場を埋め尽くすほどの竜巻が起こっていた。その中を、一枚一枚がジェイヴと同程度の大きさを持つ円盤状のギロチンが、狂ったように舞って飛ぶ。『天てん雪せつ』で己と仲間と敵の位置を見極め放たれたその攻撃は、花火たちを決して傷付けることなく化け物のみを斬り刻んで滅ぼしていく。全てを切り裂き、何もかもをバラバラに解体していく残酷なる風刃の嵐は、しかし花火にはどこまでも優しい風のように感じた。

　だって、あの時と同じだったから。あの時吹いた風と、同じだったから。

　一瞬の出来事だった。

　周囲が化け物どもの成れの果てである赤黒い霧と、静寂に満たされていた。凄まじい魔力煌こう放ほう射しやによる独特の匂いが花火の鼻孔をくすぐる。自分達を覆っていた蒼あおい泡が消え去り、あの恐るべき範囲攻撃から守られていたのだと知る。

　ぼんやりと彼を見る。その背中に展開されていた九本のアームが収納され、特殊兵装が活動を停止したのを花火は知らない。

　ただ、私は死んだんだ、と花火は思った。

　だって、十三年前に死んだはずの英雄が、目の前にいる。

　その彼が背中を向けたまま、あの時のように優しい声で花火に告げた。

「──よく生きていてくれた」

　何年も、それこそ十三年をかけて、ようやく言えた。そんな気配があった。

「君が生きていてくれて、立派に育ってくれて、僕は本当に嬉うれしかった。それは最期に願ったことでもあるから」

　英雄が振り返る。その時にはもう、その姿は見知ったものに変わっていた。夢だったのかも知れない。幻だったのかも知れない。でも、その概念だけは本物だった。

　私の小さな英雄が、ここにいる。

「お待たせしました、花はな火び先輩」

　桶おけ川がわ九く遠おんだった。

　来てくれたんだ、とは言葉にならなかった。




　戦いは終わった。

　子供のように声を上げて花火は泣いている。肺にある空気を全て泣き声に変えて吐き出し、魔力煌こう残ざん滓しと赤黒い霧が充満する空気を思い切り吸い込んでまた泣いた。

　焦土と化した戦場の只ただ中なかで、九遠はＤ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバの展開を最低限にすると、座り込んだまま泣いている花火の頭を優しく抱き締めた。撫なでてやると、いつかのように花火が力一杯に抱き着いた。

「遅くなってごめんなさい、先輩」

　九遠の匂いをいっぱいに吸った花火が泣きながら首を振った。

「何とか間に合って、良かったです」

　花火の答えは人語になっていない。それでも、言いたいことは何となく九遠に伝わった。もう来てくれないかと思った。遅いよばか。でも信じていたんだ。怖かった。本当に怖かった。でも来てくれた。嬉しい。ありがとう。嬉しい。でも遅いよ。九遠くんのばか。ばか。大好き。

　その一つひとつに、九遠は、はい、はい、ごめんなさい、と丁寧に返していく。花火はそれが嬉しくて、九遠の薄い胸板に額をごしごし押し付けては泣き続けた。

「先輩、予備の魔力回復剤カプセルです。皆さんにも」

　九遠が懐からプラスチックの小さな箱を取り出して花火に見せる。受け取った花火の腕が離れたその隙に冨ふ士じと凜りんの元へ歩いて行って、同じようにカプセルを手渡した。

「これを使って脱出しましょう。海上に船が──」

　何かに気付いて九遠の言葉が止まった。血の気が引いていく。

「九遠さまっ！」

「わかってる！」

　焦ったエヌに言われるまでもなく振り向いた。先輩たちが困惑する前で、九遠とガイドだけがその現象を注視した。

　彼らの視線の先──ぽっかりと浮かぶその穴が、『ゲート』が、

「先輩！　早く逃げ──」




『拡張』した。




　その時にはもう、九く遠おんたちの視界は真っ暗に染まっていた。上も下も、右も左も真っ暗で、遥はるか彼方に星々のような小さな光がいくつも浮かぶ空間に入り込んでいた。

　直後、どこからともなく現れた無数の触手が花はな火びに絡みつく。

「──先輩っ!?」

　触手は花火を搦からめ捕り、そして、

「九遠くんっ！　やぁっ！　九遠くんっ!!」

「先輩！」

　九遠が腕を伸ばす。だが、とぷん、という音とともに、花火は触手もろとも空間に沈んでいった。

「花火ぃっ！」

「鈴すず鹿かくん！」

　Ｄ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバを展開した九遠たちは辺りを見渡して花火の姿を捜す。だが、どこにも見えない。見当たらない。

　そこは静かな場所だった。強いていうならばそう、深海のような空間に、冨ふ士じ隊メンバーは浮かんでいた。

「エヌっ！　先輩を捜してくれ、早く！」

「もうやってます！」

　レーダーと速度計と高度計と魔力計を愚直に信じるならば、九遠たちは魔力値「７７７７７７７」の球体に包まれながら光の三倍の速さで地上マイナス五千メートルを飛んでいることになる。前世ではいなかったエヌが、その計測を『正しい』と判断した。このどこかに花火がいるはずなのだ。

──くそっ！　僕がついていながらっ……！

　奥歯を嚙かみしめて九遠は悔恨する。

　あの時──花火たちを取り囲むジェイヴの群れと『女王クイーン』を上空から確認した時、「一撃で片を付ける」と九遠は決めた。

　奥義は習得できなかったが、魔力消費量はすでに億分の一まで抑えられている。『玖秒の王撃ナインカウント・ストライク』を使えば前世と同じように最強の技を使用できるはずだ。九秒以内であれば。

　その試みは失敗した。

──まさか、女王がこんなに早く再来するなんて……！

　雑ざ魚こを消し飛ばしたまでは良い。そこまでは前回と一緒だ。だが、まさか『アレ』がゲートを暴走させて自分たちを飲み込むとは思わなかった。

　あの四つの肉柱がゲートの制御装置でないことは九く遠おんも気が付いている。前世の最期に女王が自分を殺さずに喰くおうとしたことも。そしてその女王が大きな傷を負ってから十年もの間ゲートは開かれなかったという。ゲート内部は魔力値「７７７７７７７」という超高魔力デイヴイジヨン７とも言うべき魔力で満たされており、それ自体が魔力発動によるものなのではないかと推測が立つ。そしてＤ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバは魔力を使用して纏まとう兵器で、言ってみれば魔法と同義である。

　ならば。

　ならばゲートとは、奴らジェイヴの使う魔法Ｄ・Ｍなのではないか。奴らが使用する不可視の弾丸と同様の魔法なのではないか。

　高性能ＡＩデバイスであるエヌは、その推測に『同意する』と答えた。

　では、ゲートを発動させている存在は何か。四つの肉柱ではない。値「７７７７７７７」などという馬鹿げた魔力を持ち得る存在とは何か。九遠はひとつしか思い浮かばない。

「九遠さま！　アレを！」

「!?　下か！」

　エヌの示す方向へ機体を向ける三人。

　そこにはあの化け物が──『鬼神竜りゆう円えん武ぶ』を受け、あちこちからドス黒い血を吐き出して、それでもしぶとく生きている化け物どもの親玉が、九遠たちの視線の先にいた。

　クイーン・ジェイヴ。

　九遠の姿を認めると触手を大きく展開し、野生動物が両手を広げて自身を大きく見せるような威嚇をする。

「あの『核コア』に、花はな火びさまの反応が！」

　前世の戦いで九遠を丸まる吞のみにしようとして失敗し、異世界へと逃げたあの『核』。紫色に光る瞳のようなそれが、今度こそ『最高級の餌』を手に入れて、その身に取り込んでいた。

　最大望遠で確認する。紫色の球体の中で、無数の触手に捕らわれた花火の目が開くのが、九遠には見えた。

「──先輩！」

「…………くおん、くん？」

　通信が届いた。花火はまだ生きている。

「待っててください、いま、助けます！」

　ブレードを抜いて突撃する九遠。凜りんと冨ふ士じもＤ・Ｍを展開させて後について行く、しかし──。

──ぎぃああああああああ……！

　女王が最後の抵抗をする。長く夥おびただしい数の触手を振り回す。ブレードで切り払うも捌さばき切れない。空間から突如現れる触手も厄介だ。レーダーでなんとか凌しのいでいるが、女王にはまるで近付けない。

「くそっ……！」

「花はな火びっ……！」

　冨ふ士じも凜りんも同じだった。カプセルによって僅かばかりの魔力は回復したが、満足な戦闘行為はできない。

　九く遠おんはもっと酷い。追加ブースターはすでに無く、魔力は尽きかけている。だが、

──あと三秒だけなら。

『玖秒の王撃ナインカウント・ストライク』。その使用可能残り時間が、あと三秒だけ残っていた。

　近付けない以上、近距離の技は使えない。『竜りゆう円えん武ぶ』のような広範囲攻撃では埒らちが明かない。女王を倒し切るには、ただ一点に威力を集中させる技──そう、あの最強の技しかない。

──四し神じん裂れつ帛ぱく斬ざん……でも、だけど……！

　それは使えない。

　確かに裂帛斬なら殺せるだろう。前世でも女王に対して瀕ひん死しの重傷を負わせたこの技なら、今の奴を殺しきるのも可能だろう。

　だがアレを使ったら、花火もろとも消し飛ばしてしまう。

　躊ちゆう躇ちよした九遠の動きが止まる。

　女王の何百という口が瞬く。夥しい数の弾丸が発射された。

「くっ……！」

　天てん雪せつすら使えない状況で弾幕をかわしながら、九遠は思考する。

──考えるんだ、何か、他に方法があるはずだ……！

　その間にも、女王はみるみる傷を回復させていく。花火の魔力を吸い取っているのだ。

　そして、エヌが叫んだ。

「これは……、この動き……まさか！」

　女王の背後にある空間が歪ゆがみ始めた。観測していたあらゆる数値が目まぐるしく変化していく。その並びは現世にゲートが開く寸前のものと酷似していた。エヌはそれを察知している。

「九遠さま！　敵が、敵が逃げます！」

「……っ！」

「このままでは花火さまが！　花火さまが連れ去られてしまいます！」

「そんなこと……させるかぁ！」

　女王から放たれる弾丸を避けながら必死に接近する九く遠おん。しかし、体が重い。機体が重い。魔力が、速度が、スペックが、最低魔力デイヴイジヨン１のＤ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバでは、そもそもの性能が足りない。

　才能をなくした自分では、花はな火びを救えない。

　空間から触手が飛び出してくる。かわしきれずに脇腹をかすり、血が吹き出す。叫ぶ。

「花火先輩っ！」

　捕らわれた球体の中で、呼ばれた花火の口が開いた。その顔にはもう生気が無い。ただぽつりと、

「なにを……迷っているんだ……？」

　責めるように、九遠に言った。

「はやく、撃て」

　その言葉だけで九遠は悟る。花火はとっくに死を覚悟している。兵士として、騎士として、この女王ジェイヴを倒すことを、『自分の命』より優先している。

「先輩……！」

　ここで女王を逃せば一時的にゲートは封じられるだろう。だがそれだけだ。また十年後には同じことが起こる。いや、この化け物どもは賢い。花火を取り込めば人類最高の魔力だけでなく、その脳髄からＤ・Ｍに関する記憶を引き出して研究し、今度こそ人類に勝利し、支配するだろう。

　いま、ここで殺さなくてはならない。たとえ、魔装騎士マニユーバ・キヤヴアリアーをひとり犠牲にしてでも。

　花火ひとりの命で、人類は救われるのだ。

　その花火はもう、とっくに覚悟を決めているのだ。

　九遠と心を通わせた、あの出撃前の夜に。

　迷う必要なんてない。けれど、

「……ごめんね、」

　花火が言う。

「さようなら、九遠くん。もし、もし、生まれ変わったら──」

　花火が微笑んだ。




「もう一度、君に会いたい」




　別れの言葉だった。花火はかつて彼女が憧れたように英雄になり、その命を以もつて人類を救う。そういうつもりなのだった。それでも良いと思った。

　思ったのは、花火だけだった。

　そして彼女には、九く遠おんが一瞬だけ時を止めたように感じた。白と黒の反転した一切の音が無い世界で、九遠はまっすぐ花はな火びを見詰めていた。その目が言っている。恐るべき殺意を込めて。

──ふざけるな。

　前世で英雄だった男は、前世で同じように命を捨てた男は、

──そんなもの、認めてたまるか。

　自分でも不思議なほど、それが許せなかった。

「──うおああああああああああっ！」

　咆ほう哮こうを上げて突っこむ九遠に、為す術もなく見守っていた二人が声を上げる。

「桶おけ川がわくん!?」「きゅーくん！」

　九遠は突貫する。竜りゆう円えん武ぶが使えないなら、直接あの『核コア』を切り裂いて花火を助け出すしかない。魔力が足りないだの才能が無いだの知ったことか。そんなものを理由にして、生まれの不条理さを言い訳にして、あのひとを『たった一人の英雄』になんてさせない。上弦でもない帝都でもない深海でもないゲートのなかを、傷だらけの九遠は触手に阻まれながらも諦めずに花火の元へ飛んで行く。避けきれない弾丸が、振り下ろされる触手が、騎体と肉体を傷つける。それでも引かない。桶川九遠は、鈴すず鹿か花火を救うためなら決して退かない。

「勝手なことを言わないでください……っ！」

　九遠は叫ぶ。泣きながら叫んで突き進む。九遠は花火を撃てない。撃てない撃てない撃てっこない。自分の命はいくらでも捨てられる。そういう生き方をしてきたし、そういう死に方もした。だがそれは己のものだからだ。

「花火先輩……！　僕は……！」

　前世で最期に助けた女の子を、憧れて尊敬して大好きになったこのひとを、自分は犠牲になんてしない。絶対にしない。自分でも驚くほどの怒りが、全身を支配している。

　いま初めて、師匠と同じ気持ちを味わっていることに気が付く。

「あなたを諦めるだなんて……！」

　絶対に嫌だ、と精神が、肉体が、魔力が拒絶する。花火を救うことは世界を滅ぼすことと同義だ。わかっている、理解している、なのにできない。やりたくない。許せない。許したくない。

　左肩の装甲がはじけ飛ぶ。右足の感覚はほとんどない。それでも絶対に止まらない。

「一人の命で救われる世界なんて──」

　かつて師が言った言葉と、同じものを九遠は叫んだ。

「『そんな英雄は、もういらない』！」

　それが答えだった。

　瞬間、何かが視えた気がした。

　九く遠おんを覆う魔力のゆらめきの中心、Ｄ・Ｍデイヴイジヨン・マニユーバの『核コア』が収まっている場所が光っているように視えるのだ。

──っ！

　その光が何なのか、九遠がそれを理解できた要因は定かでない。精神でもない、肉体でもない、魔力でもない、あえて言うなら積み上げてきた九遠の『武』が、『剣』が、彼にそれを理解させた。

　これが、これこそが、『七しち星せい剣けん武ぶ』最後の問いかけ、その回答の果てに視えるもの。

　師、曰いわく──『命の光』。

　閃ひらめきが生まれる。怒りに任せて闇雲に突撃していた九遠の脳裏に、一筋の光が浮かび上がる。それは花はな火びを救うに足る怜れい悧り冷徹な道だ。英雄ではない持たざる者が辿たどるべき道だ。

「──隊長、戦コ闘ン行ト動ロ予ー測ルを！」

　後方に待機する冨ふ士じが答えた。最強の学徒部隊を率いる騎士は即座に反応する。

「っ!?　了解だっ！　茂もて木ぎくん、彼を援護するぞ！」

「よくわかんないけど、やる！」

　先輩二人の声を背中で聞いて、九遠は速度を上げた。

　目を凝らす。魔力がほとんど尽きたいま、天てん雪せつの未来予知は使えない。冨士が算出して送ってきた敵の行動予測にエヌの計算した接近ルートを重ね合わせて、夥おびただしい数の触手と不可視の弾丸の雨を突き進んでいく。ばちばちっ、と眼前で弾ける光は、避けようのない攻撃を凜りんが狙撃で逸らしてくれた証左だ。前世かつてはいなかった仲間の助けを得て、前世かつてはいなかった大切なひとのために、最低魔力デイヴイジヨン１の騎士が化け物の親玉へ突っ込んでいく。

　女王の姿が大きくなる。捕らわれた花火の姿も。

「先輩っ！」

　花火を呼ぶ。死んだっていいと九遠は思う。自殺願望でも英雄願望でもない。騎体の機能が六五％以上停止して最早まともに動かせるのは『左腕』のみ。バリアを抜かれた弾丸は致命傷ではないものの裂傷からくる発熱で全身が焼けるように熱い──それでも。血だらけになって、傷だらけになって、魔力を使い果たして、それでも大好きなこの人を救うためなら、死んだっていいと九遠は思う。

「九遠くん……九遠くんっ！　なんで、どうして！」

　花火も九遠を見た。泣きながら見た。花火を撃たなかった自分を──『一人の騎士』と『全人類』を天てん秤びんに掛けて、愚かな選択をした自分を責めるような表情のその奥に、

「どうしていつも……君は来てくれるんだ……！」

　微かな希望と喜びを見て、九遠は叫ぶ。

「『君』を、もう二度と一人にはしない！」

　レーダーは生きている。正確に敵の位置座標を表示している。そのアラートが告げた。瞬間、何もなかった空間から槍やりのような触手が無数に飛んできた──だが、

「──『玖秒の王撃ナインカウント・ストライク』！」

　たった三秒だけ残された特殊兵装を展開しディヴィジョンを５に引き上げると同時に『天てん雪せつ』を発動させ、体感時間を悠久へ引き延ばし回避ルートを探る。どこにもなかった。あろうはずがない。『回避』ルートなど、今さらそんなものに用はない。鈴すず鹿か花はな火びを救うためなら、桶おけ川がわ九く遠おんは決して退かない。

　前へ。

　敵のすべての攻撃を置き去りにして、九遠は女王へと肉薄した。その体が無意識に取る構えは『刺突』の型。はじめて花火と出会い、心を通わせたあの戦闘で見せた最後の技と同じ型。

「今です、九遠さまっ！」

　エヌが叫ぶ。師匠の魔力で動作し、彼女の考えがそのまま反映されている監視用の高性能ＡＩデバイスが、主人の弟子である桶川九遠へそれを伝える。

「『七しち星せい剣けん武ぶ』、その奥義の名は──」

　前世の戦いで九遠を丸まる吞のみにしようとして失敗し、異世界へと逃げたあの『核コア』。花火を捕らえ、魔力を吸い尽くそうとしている『核』──『その後ろにもう一つ』、たった今までは視えなかった『光ノヴア』を九遠は捉えた。息を吸う。




──七星剣武・奥義、無む明みよう刀とう穿せん。




　刃が閃ひらめく。

　九遠によって突き出されたブレードはクイーン・ジェイヴの何てことはない肉壁の一つを貫いた。ディヴィジョン５へと至った九遠の全魔力が込められた超魔硬ブレードは肉塊の化け物に不可思議な現象を引き起こす。

　人間もジェイヴも全身に魔力を行き渡らせている点に違いはない。表面に纏まとっているそれが波となって内部へ振動し、九遠の無明刀穿によって全ての魔力が『命の光』へ収縮する。

　魔力の収縮が何をもたらすかを九遠は身を以もつて知っている。圧縮臨界点を超えた魔力は拡散しようと外側へ向かうが、無明刀穿によって収縮する魔力と反発しあい行き場を失って、『魔解』と呼ばれる死の息吹が、女王ジェイヴのなかで吹き荒れた。

　前世で自爆技として使用した『魔解』を、敵の体内で炸さく裂れつさせたのだ。

　敵の魔力に、強制的に『自死』を選ばせる必殺の技──それが、無む明みよう刀とう穿せん。

　ひとたまりもなかった。

──ぎぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい。

　のたうち回るように女王の触手が振り回される。その一瞬先に『核コア』を切り裂き、中から花はな火びを救い出した九く遠おんは、彼女を抱えながら後退しつつ女王の悲鳴を聞いた。ゲート空間全体を震わせるその最期の叫びは、恨みと憎しみと悲しみが綯ない交まぜになった悲痛な泣き声だった。魔力に触れた九遠でさえ、それが意味する本当のところを知らない。だが、

「そんな声も出せたのかよ、お前たちは……」

　体組織が破壊されてゆっくりとバラバラになっていく女王を眺めながら、九遠は呟つぶやいた。

「だけど、ごめんな。僕は、僕たちはまだ、生きていたいんだ」

　九遠の視線の先、ゲートを発動していた女王の身体が崩れていった。

　そして──女王が『向こう側』へ渡るためのゲートが開かれる。

　バラバラになったその肉塊と共に、魔力を使い果たした九遠と花火は吸い込まれていった。




　そこは静かな場所だった。深う海みの底のような空間に、二機のディヴィジョン・マニューバがゆっくりと浮かんでいる。

　九遠の腕に抱えられた花火が、うう、と呻うめいて、目を覚ました。
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「……くおん、くん…………？」

「大丈夫ですか、花はな火び先輩」

　微笑んで答える九く遠おん。

「──っ！」

　言葉もなく、花火は九遠に抱き着いた。そのままわんわんと泣き始める。

「無事で良かったです、本当に……」

　花火の頭を撫なでながら、九遠は心底ホッとして言う。すでにエヌによる身体検査は終わっている。魔力はほとんど無くなっているが、花火に異常は見られない。

　しばらくして泣き止んだ花火が、今度は目を三角にして、九遠のほっぺたを両手でつねった。

「なにするんですかふあふいふるんふえふか」

「撃てって言ったのに撃たなかった罰」

「先輩のためですふえんふあいのふあふえふえふ」

「知ってる。だから、」

　と、花火は九遠の頰ほおを引っ張るのをやめて、そっと包み込んだ。そのまま顔を近づけてキスをする。

「──えっと、あの、これは……？」

　自分の顔が熱いのは負傷しているからじゃないと思う。花火が目を細めて嬉うれしそうに笑った。

「私を選んでくれたお礼」

「……ありがとうございます」

「大好きだよ、私の英雄さん」

　そう微笑んで、また口付けをする花火。

「えー！　オホンオホン！」

　その横で、姿を現したエヌがわざとらしく咳せき込こんだ。

「わっ、いたのかエヌくん！」

「ずっといました。ずぅーっといました」

「あまり人を驚かせるな……やれやれ」

「やれやれはこっちのセリフなのですが……ここをどこだと思っているのですか……」

　花火が周囲を見渡す。

「どこだ……？」

　抱き着かれたまま九く遠おんは答える。

「まだゲートの中です。──エヌ、これからどうなるかわかるか？　僕たちはこのままジェイヴの世界へ行くのか？」

「いえ……」とガイドが首を振った。「ゲートを維持していた女王が滅び、私たちを運ぶほどの魔力は残っていないようです。これはあくまでも予想ですが、無事に元の世界へ戻れるでしょう。ただ……」

「ただ？」

「同じ時間に戻れるとは限りませんし、ひょっとしたら肉体は捨てて魂だけ戻ることになるかも知れません」

「……それは無事に戻れるって言わないぞ」

　花はな火びが聞く。

「魂だけってどういうことだ？」

「どこかの赤ん坊に記憶が転写されるということです。わかりやすく言いますと、そう、転生ですね」

「転生……か……」

「神のみぞ知るってやつです。さぁ、後は野となれ山となれ。無事に肉体ごと戻れるよう祈りましょう」

　はぁ、とため息いきをつく九く遠おん。その掌を、花火がぎゅっと握った。

「──大丈夫だよ、九遠くん」

「そうだと良いんですが」

「絶対に大丈夫。だって、たとえ転生しても、」

　花火が九遠に口付けて、微笑んだ。

「私たちは、必ずまた逢あえるから」

　花火の笑顔が九遠にはとても眩まぶしく見えた。前世で最期に会った女の子。その子がこんなにも美しく成長して、自分を助け、好きになってくれている。

「私を、二度と一人にはしないんでしょう？」

　愛おしそうに尋ねてくる花火に、九遠もまた微笑んで頷うなずいた。

「──はい。絶対に」

　三度目もあるのかも知れない。それでも怖くなかった。きっとまた逢えるから。

　ゲートが壊れていく。光が広がっていく。九遠と花火、二人の意識はそこで途絶えた。





エピローグ




　その世界で、ある部隊が勲章を受け取った。

『撤退を援護するはずの学生部隊が、ゲート破壊を成功させる』。ニュース通信で報道されたその画像には、真面目そうな美男子と、メガネを掛けた温和そうな女生徒が映っている。

　二人だけだった。




　帝都のゲートが消え去った。

　帝国にはまだいくつもゲートが存在するが、中心とも言うべき都市が奪還された意味は大きい。たとえ激しい戦闘で焦土と化していても。

　地球上のゲートを全て破壊するべく、帝国のみならず各国が協力して事態の解決に当たっている。

　上弦魔装学園では二学期が始まった。勲章を授与されたとある月衛騎士団ルナテイツク・オーダーは今まで以上に注目の的で、全生徒の憧れと模範になっていた。真面目な隊長は「これまでより、もっと律せねばならんな」と張り切って、ユニークな副隊長は「めんどくさい。ああめんどくさい。めんどくさい」と川柳を詠よんでいる。それでも隊長は婚約者と仲良くやっているようだし、副隊長は髪を切ってメガネを変えた。コンタクトにはしないのか、という隊長の余計な口出しに、ファンが減るから、と副隊長はめんどくさそうに答えている。

　二人だけだった。

　髪を切った副隊長は上弦の空を見て呟つぶやいた。

「これじゃ模擬戦も出来ないよ、花はな火び」




　魔装騎士マニユーバ・キヤヴアリアーは今日もジェイヴを狩る。

　学園はあの戦闘からは一人も死傷者を出していない。

　人類は比較的平和な日常を送っている。

『たった一人の英雄』は、もういない。
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　ニュースを見て、とある高性能ＡＩデバイスガイドが新しいご主人に報告していた。

「あー、こっちもですよ！　映ってません！　我らが『二人の英雄』が！」

「いや良いって。だいたい、僕も先輩も魔力空っぽでついこの間まで寝てたんだから仕方ないだろ」

「二人でどこで寝てたんでしょうねぇ……？」

「意味深に言うな！　別々の病室で入院生活だ！」

「あらぁ？　私は知っているんですよ、夜な夜なお二人が逢おう瀬せを繰り返」

「してない。もうお前は僕の魔力で動いているんだからな。マジで休眠モードにするぞ」

「あぁん、ごめんなさい、ご主人さまぁん」

　妖精のようなガイドが主人に擦り寄る。女性型で、銘仙着物を改造した制服のようなものを着ていた。地方列車の車掌さんっぽく見えなくもない。

　主人と呼ばれた彼は、久しぶりの通学路を気持ちよく歩く。朝早いのは、部隊が受勲したおかげでやたらと目立つようになってしまったその対策と、恋人との待ち合わせのためだ。

　上弦学園の宿舎は大きい。その入り口で、長い黒髪をポニーテールに束ねた学生とは思えないほどスタイルの良い美人が、凜りんとした佇たたずまいで待っていた。『武士姫』だなぁ、と彼は笑いながら、彼女に声を掛ける。彼女が嬉うれしそうに微笑むのが、彼はとても愛らしいと思った。

「おはようございます、花はな火び先輩」

「うん、おはよう、九く遠おんくん」

　桶おけ川がわ九遠と鈴すず鹿か花火。ゲートを破壊した『二人の英雄』が、本日から学園に復帰する。




　楽しそうに話しながら歩く二人を見て、エヌが口を開いた。

「ところでご主人さまに花火さま」

「なに？」

「なんだい？」

「いつ婚約されるんですか？」

　二人で俯うつむいた。

　先が思いやられますねぇ、とエヌが常夏の空を見上げてため息いきをつく。

　本日も、蒼そう穹きゆうなり。





あとがき




　初めまして、妹せの尾お尻しつ尾ぽです。最初の本の、はじめてのあとがきです。




　まず、最初に謝辞を。

　編集の栗田さん、この本が刊行されるにあたりご尽力いただきまして、ありがとうございました。

　イラストを担当してくださったNidy-2D-さん。受賞する前から、こんなひとにイラストを描いて貰もらえたら幸せだろうなぁ、と思っておりました。夢が叶いました。九く遠おんも花はな火びも師匠もエヌもみんな可愛くてカッコ良くて素敵です。ご多忙のなか、お引き受けくださって本当に嬉しかったです。ありがとうございました。

　Twitterのお友達。せんやさん、きりんさん、軍曹、小野寺さん、マナブさん、ワナビ仲間の皆さん、応募作品を下読みしてくれてありがとう。僕よりも受賞を信じてくれてありがとう。永島先生はこれ読んだら美味しいドイツ料理を食べさせてください。

　出版に関わってくださったすべての方々、そして何よりこの本を手に取ってくれた皆さん、本当にありがとうございます。

　お礼だけであとがきが終わってしまうくらい、本当に、いくら感謝しても足りません。




『ディヴィジョン・マニューバ─英雄転生─』いかがだったでしょうか。

　第六回講談社ラノベ文庫新人賞・優秀賞を頂いてから、幾度もの改稿を経て皆様のところへ届いた、僕の作家としての最初の作品です。

　この物語はもともと宇宙空間、地球の衛星軌道上に浮かぶ九つの月コロニーでのお話だったのですが、改稿を経て地球が舞台になりました。

　そのおかげで南国の砂浜で紐みたいな水着を着るはめになる花火先輩が見られたので、大正解だったと思います。

　バイク好きの方は気が付かれたかもしれませんが、登場人物の名前は、日本にあるサーキットから借りました。

　鈴すず鹿か・茂もて木ぎ・富ふ士じ・筑つく波ば・桶おけ川がわ……色々ありますが、ホンダ推しの僕のお気に入りは鈴鹿サーキットです。

　鈴鹿８耐で見る花火は良いものです。そして、ＮＳＲは僕のバイク人生で最高の愛車でした。Nidy-2D-さんの描かれたエヌが可愛すぎてもう。




　ところで大変ありがたくも、集英社さんでも受賞させて頂きました。そちらの出版はまだ未定ですが、このディヴィジョン・マニューバとちょっとだけお話が繫がっていますので、楽しみにお待ち頂けたら幸いです。




　それでは、また近いうちにお会いできますように。

　最後までお読みいただき、ありがとうございました。
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本作品は、二〇一七年三月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。
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